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開
港
期
日
朝
関
係
の
実
像
と
統
理
交
渉
通
商
事
務
衙
門

　
　

―
山
田
荒
治
事
件
（
一
八
八
七
年
）
を
中
心
に

―＊
一

酒
　
井
　
裕
　
美

一
．
は
じ
め
に

一
．
は
じ
め
に

二
．
外
衙
門
雇
用
人
・
山
田
荒
治
の
事
情

二
．
外
衙
門
雇
用
人
・
山
田
荒
治
の
事
情

　
（
一
）
山
田
荒
治
の
任
務
と
計
画

　
（
一
）
山
田
荒
治
の
任
務
と
計
画

　
　

①
山
田
荒
治
と
は
何
者
か

　
　

①
山
田
荒
治
と
は
何
者
か

　
　

②
外
衙
門
が
定
め
た
山
田
の
任
務
と
待
遇

　
　

②
外
衙
門
が
定
め
た
山
田
の
任
務
と
待
遇

　
　

③
山
田
の
計
画

　
　

③
山
田
の
計
画

　
（
二
）
山
田
荒
治
と
「
対
馬
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」

　
（
二
）
山
田
荒
治
と
「
対
馬
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」

三
．
所
安
島
近
海
に
お
け
る
徴
税
実
態

三
．
所
安
島
近
海
に
お
け
る
徴
税
実
態

　
（
一
）
漁
民
の
証
言

　
（
一
）
漁
民
の
証
言

　
（
二
）
朝
鮮
人
の
役
割

　
（
二
）
朝
鮮
人
の
役
割

　
（
三
）
発
行
文
書
か
ら
み
た
現
地
裁
量

　
（
三
）
発
行
文
書
か
ら
み
た
現
地
裁
量

　
　

①
形
式

　
　

①
形
式

　
　

②
内
容

　
　

②
内
容
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四
．
金
玉
均
暗
殺
試
図

四
．
金
玉
均
暗
殺
試
図

　
（
一
）
山
口
県
警
察
の
捜
査

　
（
一
）
山
口
県
警
察
の
捜
査

　
（
二
）
金
玉
均
問
題
と
外
衙
門

　
（
二
）
金
玉
均
問
題
と
外
衙
門

五
．
お
わ
り
に

五
．
お
わ
り
に

一
．
は
じ
め
に

　

韓
国
・
全
羅
南
道
南
端
に
位
置
す
る
莞
島
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
約
一
時
間
、
日
本
支
配
下
で
多
く
の
独
立
運
動
志
士
を
輩
出
し
た
こ
と
か
ら
「
抗
日
の
島
」
と
し

　

韓
国
・
全
羅
南
道
南
端
に
位
置
す
る
莞
島
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
約
一
時
間
、
日
本
支
配
下
で
多
く
の
独
立
運
動
志
士
を
輩
出
し
た
こ
と
か
ら
「
抗
日
の
島
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
所
安
島
が
あ
る
。
古
く
か
ら
日
本
、
済
州
島
、
朝
鮮
半
島
を
つ
な
ぐ
海
路
の
要
所
で
あ
っ
た
こ
の
島
に
は
、
一
八
七
五
年
、
か
の
雲
揚
号
も
江

て
知
ら
れ
て
い
る
所
安
島
が
あ
る
。
古
く
か
ら
日
本
、
済
州
島
、
朝
鮮
半
島
を
つ
な
ぐ
海
路
の
要
所
で
あ
っ
た
こ
の
島
に
は
、
一
八
七
五
年
、
か
の
雲
揚
号
も
江

華
島
へ
北
上
す
る
前
に
寄
港
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、こ
の
島
が
、一
八
八
七
年
の
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
た
漁
業
期
、出
漁
日
本
人
漁
民
か
ら
の
徴
税
を
め
ぐ
っ

華
島
へ
北
上
す
る
前
に
寄
港
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、こ
の
島
が
、一
八
八
七
年
の
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
た
漁
業
期
、出
漁
日
本
人
漁
民
か
ら
の
徴
税
を
め
ぐ
っ

て
発
生
し
た
山
田
荒
治
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
は
、
韓
国
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

て
発
生
し
た
山
田
荒
治
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
は
、
韓
国
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

山
田
事
件
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
四
月
、
対
馬
出
身
の
山
田
荒
治
な
る
者
が
、
自
称
「
外
衙
門
主
事
」
で
あ
る
金
萬
錫
の
仲
介
に
よ
り
、

　

山
田
事
件
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
四
月
、
対
馬
出
身
の
山
田
荒
治
な
る
者
が
、
自
称
「
外
衙
門
主
事
」
で
あ
る
金
萬
錫
の
仲
介
に
よ
り
、

日
本
漁
民
を
対
象
と
し
た
漁
税
徴
収
要
員
と
し
て
統
理
交
渉
通
商
事
務
衙
門
（
以
下
、
外
衙
門
と
す
る
）
に
雇
用
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
外
衙
門
は
、
雇
用
証
で
あ

日
本
漁
民
を
対
象
と
し
た
漁
税
徴
収
要
員
と
し
て
統
理
交
渉
通
商
事
務
衙
門
（
以
下
、
外
衙
門
と
す
る
）
に
雇
用
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
外
衙
門
は
、
雇
用
証
で
あ

る
「
憑
票
」
と
、
業
務
に
関
す
る
細
則
に
該
当
す
る
「
全
羅
慶
尚
諸
島
諸
税
収
捧
節
目
」（
以
下
、「
収
捧
節
目
」）
を
山
田
に
給
付
し
た
。

る
「
憑
票
」
と
、
業
務
に
関
す
る
細
則
に
該
当
す
る
「
全
羅
慶
尚
諸
島
諸
税
収
捧
節
目
」（
以
下
、「
収
捧
節
目
」）
を
山
田
に
給
付
し
た
。

　

外
衙
門
に
雇
用
さ
れ
た
山
田
は
、
そ
の
旨
を
ソ
ウ
ル
の
日
本
領
事
館
に
報
告
し
た
上
で
、
四
月
下
旬
、
い
っ
た
ん
長
崎
に
戻
っ
て
徴
税
実
行
の
準
備
を
整
え
、

　

外
衙
門
に
雇
用
さ
れ
た
山
田
は
、
そ
の
旨
を
ソ
ウ
ル
の
日
本
領
事
館
に
報
告
し
た
上
で
、
四
月
下
旬
、
い
っ
た
ん
長
崎
に
戻
っ
て
徴
税
実
行
の
準
備
を
整
え
、

一
八
八
七
年
七
月
に
協
力
者
と
と
も
に
朝
鮮
へ
出
発
し
た
。
ソ
ウ
ル
で
資
金
準
備
を
行
っ
た
後
、
山
田
は
所
安
島
周
辺
海
域
に
向
か
い
、
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
、

一
八
八
七
年
七
月
に
協
力
者
と
と
も
に
朝
鮮
へ
出
発
し
た
。
ソ
ウ
ル
で
資
金
準
備
を
行
っ
た
後
、
山
田
は
所
安
島
周
辺
海
域
に
向
か
い
、
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
、

日
本
か
ら
の
出
漁
漁
民
に
対
し
て
徴
税
行
為
を
実
施
し
た
。

日
本
か
ら
の
出
漁
漁
民
に
対
し
て
徴
税
行
為
を
実
施
し
た
。

　

一
方
こ
の
間
、
釜
山
領
事
館
か
ら
報
告
を
う
け
た
東
京
の
外
務
省
で
は
、
山
田
の
行
為
が
問
題
化
し
て
い
た
。
同
年
十
一
月
、
下
関
に
一
時
帰
国
し
た
山
田
は

　

一
方
こ
の
間
、
釜
山
領
事
館
か
ら
報
告
を
う
け
た
東
京
の
外
務
省
で
は
、
山
田
の
行
為
が
問
題
化
し
て
い
た
。
同
年
十
一
月
、
下
関
に
一
時
帰
国
し
た
山
田
は

赤
間
関
警
察
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
、
詐
欺
取
財
犯
と
し
て
山
口
始
審
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
た
。

赤
間
関
警
察
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
、
詐
欺
取
財
犯
と
し
て
山
口
始
審
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
た
。

　

一
八
八
七
年
十
二
月
、
近
藤
眞
鋤
臨
時
代
理
公
使
は
外
衙
門
に
抗
議
の
照
会
を
送
付
し
、
山
田
事
件
は
外
交
問
題
化
し
た
。
日
朝
通
漁
規
則
が
未
だ
交
渉
中
に

　

一
八
八
七
年
十
二
月
、
近
藤
眞
鋤
臨
時
代
理
公
使
は
外
衙
門
に
抗
議
の
照
会
を
送
付
し
、
山
田
事
件
は
外
交
問
題
化
し
た
。
日
朝
通
漁
規
則
が
未
だ
交
渉
中
に

あ
り
、
漁
税
規
則
が
未
成
立
で
あ
る
状
況
で
、
外
衙
門
が
徴
税
を
規
定
し
た
「
収
捧
節
目
」
を
山
田
に
下
付
し
た
責
任
を
追
及
し
よ
う
と
す
る
日
本
側
に
対
し
、

あ
り
、
漁
税
規
則
が
未
成
立
で
あ
る
状
況
で
、
外
衙
門
が
徴
税
を
規
定
し
た
「
収
捧
節
目
」
を
山
田
に
下
付
し
た
責
任
を
追
及
し
よ
う
と
す
る
日
本
側
に
対
し
、
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外
衙
門
は
「
収
捧
節
目
」
へ
の
公
式
的
な
関
与
を
否
定
し
て
、
そ
の
発
行
は
主
事
・
朴
準
禹
の
個
人
的
な
背
任
行
為
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
、
朴
準
禹
の
晋
州
流

外
衙
門
は
「
収
捧
節
目
」
へ
の
公
式
的
な
関
与
を
否
定
し
て
、
そ
の
発
行
は
主
事
・
朴
準
禹
の
個
人
的
な
背
任
行
為
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
、
朴
準
禹
の
晋
州
流

配
を
も
っ
て
事
件
の
終
結
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
も
そ
れ
以
上
の
追
及
は
行
わ
ず
、
山
田
の
起
訴
も
証
拠
不
十
分
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ
た
と
み

配
を
も
っ
て
事
件
の
終
結
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
も
そ
れ
以
上
の
追
及
は
行
わ
ず
、
山
田
の
起
訴
も
証
拠
不
十
分
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ
た
と
み

ら
れ
る
。

ら
れ
る
。

　

山
田
事
件
は
こ
れ
ま
で
、
韓

　

山
田
事
件
は
こ
れ
ま
で
、
韓
㳓㳓
劤劤＊
二
＊
二、、
이
근
이
근
우우＊
三
＊
三の

研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
日
本
外
務
省
記
録
に
残
さ
れ
て

の
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
日
本
外
務
省
記
録
に
残
さ
れ
て

い
る
簿
冊
「
朝
鮮
政
府
雇
山
田
荒
治
該
政
府
発
給
漁
税
節
目
ヲ
以
テ
我
漁
船
ニ
対
シ
徴
税
一
件
」（
以
下
、「
山
田
綴
」
と
す

い
る
簿
冊
「
朝
鮮
政
府
雇
山
田
荒
治
該
政
府
発
給
漁
税
節
目
ヲ
以
テ
我
漁
船
ニ
対
シ
徴
税
一
件
」（
以
下
、「
山
田
綴
」
と
す
るる＊
四
＊
四）

を
十
分
に
活
用
し
て
い
る
と
は

）
を
十
分
に
活
用
し
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。
こ
の
簿
冊
に
は
、
事
件
に
関
連
し
て
外
務
省
が
在
朝
鮮
公
館
や
国
内
各
所
と
往
来
し
た
文
書
の
み
な
ら
ず
、
山
田
本
人
や
関
係
者
の
調
書
お
よ
び
そ

い
え
な
い
。
こ
の
簿
冊
に
は
、
事
件
に
関
連
し
て
外
務
省
が
在
朝
鮮
公
館
や
国
内
各
所
と
往
来
し
た
文
書
の
み
な
ら
ず
、
山
田
本
人
や
関
係
者
の
調
書
お
よ
び
そ

の
他
の
証
拠
書
類
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
朝
鮮
側
の
各
種
謄
録
類
や
未
刊
行
史
料
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
田
荒
治
事
件
の
複
雑
な
展
開
過
程

の
他
の
証
拠
書
類
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
朝
鮮
側
の
各
種
謄
録
類
や
未
刊
行
史
料
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
田
荒
治
事
件
の
複
雑
な
展
開
過
程

を
跡
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

を
跡
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
開
港
期
の
朝
鮮
外
交
を
「
戦
略
的
」
に
構
想
、
展
開
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
き

　

こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
開
港
期
の
朝
鮮
外
交
を
「
戦
略
的
」
に
構
想
、
展
開
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
き
たた＊
五
＊
五。

日
朝
間
初
の
本
格
的

。
日
朝
間
初
の
本
格
的

な
漁
業
規
定
で
あ
る
日
朝
通
漁
規
則
締
結
交
渉
中
に
起
こ
っ
た
山
田
事
件
も
、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
み
る
と
、
通
漁
規
則
交
渉
の
み
な
ら
ず
、
長
期
的
な
対
日

な
漁
業
規
定
で
あ
る
日
朝
通
漁
規
則
締
結
交
渉
中
に
起
こ
っ
た
山
田
事
件
も
、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
み
る
と
、
通
漁
規
則
交
渉
の
み
な
ら
ず
、
長
期
的
な
対
日

漁
業
政
策
構
想
の
中
で
、
外
衙
門
が
計
画
、
実
行
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
外
衙
門
の
山
田
雇
用
経
緯
、「
収

漁
業
政
策
構
想
の
中
で
、
外
衙
門
が
計
画
、
実
行
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
外
衙
門
の
山
田
雇
用
経
緯
、「
収

捧
節
目
」
の
内
容
、
事
件
発
覚
後
の
日
朝
外
交
交
渉
過
程
に
つ
い
て
の
分
析
を
通
し
て
、
山
田
事
件
を
中
心
と
し
た
外
衙
門
の
対
日
漁
業
政
策
を
め
ぐ
る
構
想
を

捧
節
目
」
の
内
容
、
事
件
発
覚
後
の
日
朝
外
交
交
渉
過
程
に
つ
い
て
の
分
析
を
通
し
て
、
山
田
事
件
を
中
心
と
し
た
外
衙
門
の
対
日
漁
業
政
策
を
め
ぐ
る
構
想
を

論
じ
た
こ
と
が
あ

論
じ
た
こ
と
が
あ
るる＊
六
＊
六。

す
な
わ
ち
外
衙
門
は
、
各
地
で
朝
鮮
人
と
衝
突
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
出
漁
日
本
漁
民
を
牽
制
し
つ
つ
、
通
漁
規
則
交
渉
の
実
益
を
見
極

。
す
な
わ
ち
外
衙
門
は
、
各
地
で
朝
鮮
人
と
衝
突
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
出
漁
日
本
漁
民
を
牽
制
し
つ
つ
、
通
漁
規
則
交
渉
の
実
益
を
見
極

め
る
た
め
、
日
本
人
を
雇
用
し
て
外
衙
門
の
管
理
下
に
現
地
派
遣
し
た
。
さ
ら
に
、
通
漁
規
則
と
範
囲
が
重
複
す
る
「
収
捧
節
目
」
を
独
自
に
作
成
し
て
山
田
に

め
る
た
め
、
日
本
人
を
雇
用
し
て
外
衙
門
の
管
理
下
に
現
地
派
遣
し
た
。
さ
ら
に
、
通
漁
規
則
と
範
囲
が
重
複
す
る
「
収
捧
節
目
」
を
独
自
に
作
成
し
て
山
田
に

給
付
す
る
こ
と
で
、
日
本
と
正
面
か
ら
交
渉
す
る
と
実
現
が
難
し
い
朝
鮮
側
の
権
利
を
、
敢
え
て
日
本
側
と
の
交
渉
な
し
に
成
文
化
し
、
日
本
漁
民
か
ら
の
実
用

給
付
す
る
こ
と
で
、
日
本
と
正
面
か
ら
交
渉
す
る
と
実
現
が
難
し
い
朝
鮮
側
の
権
利
を
、
敢
え
て
日
本
側
と
の
交
渉
な
し
に
成
文
化
し
、
日
本
漁
民
か
ら
の
実
用

的
な
徴
税
体
制
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

的
な
徴
税
体
制
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
前
稿
で
は
、
実
際
に
雇
用
さ
れ
た
山
田
側
の
事
情
、
徴
税
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の

　

し
か
し
前
稿
で
は
、
実
際
に
雇
用
さ
れ
た
山
田
側
の
事
情
、
徴
税
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の

点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
別
稿
と
あ
わ
せ
、
山
田
事
件
を
手
が
か
り
に
、
開
港
期
日
朝
関
係
の
実
態
と
外
衙
門
の
戦
略
的
外
交
に
つ
い
て
、
立
体
的

点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
別
稿
と
あ
わ
せ
、
山
田
事
件
を
手
が
か
り
に
、
開
港
期
日
朝
関
係
の
実
態
と
外
衙
門
の
戦
略
的
外
交
に
つ
い
て
、
立
体
的

な
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二
．
外
衙
門
雇
用
人
・
山
田
荒
治
の
事
情

（
一
）
山
田
荒
治
の
任
務
と
計
画

①
山
田
荒
治
と
は
何
者
か

①
山
田
荒
治
と
は
何
者
か

　

山
田
荒
治
は
、
一
八
三
四
年
生
ま
れ
、
対
馬
・
佐
須
奈
村
出
身
の
平
民
で
あ

　

山
田
荒
治
は
、
一
八
三
四
年
生
ま
れ
、
対
馬
・
佐
須
奈
村
出
身
の
平
民
で
あ
るる＊
七
＊
七。

佐
須
奈
は
、
朝
鮮
半
島
ま
で
わ
ず
か
四
九

。
佐
須
奈
は
、
朝
鮮
半
島
ま
で
わ
ず
か
四
九..

五
ｋ
ｍ
と
い
う
地
理
的
な
位
置

五
ｋ
ｍ
と
い
う
地
理
的
な
位
置

も
あ
っ
て
、
一
六
七
二
年
以
後
、
朝
鮮
に
通
交
す
る
船
と
人
を
検
問
す
る
御
船
改
番
所
が
設
置
さ
れ
て
い

も
あ
っ
て
、
一
六
七
二
年
以
後
、
朝
鮮
に
通
交
す
る
船
と
人
を
検
問
す
る
御
船
改
番
所
が
設
置
さ
れ
て
い
たた＊
八
＊
八、

対
馬
の
中
で
も
特
に
朝
鮮
と
関
係
の
深
い
土
地
柄

、
対
馬
の
中
で
も
特
に
朝
鮮
と
関
係
の
深
い
土
地
柄

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
七
二
年
に
倭
館
が
外
務
省
に
「
接
収
」
さ
れ
、
朝
鮮
と
の
通
交
が
途
絶
え
る
と
、
佐
須
奈
の
活
気
は
失
わ
れ
た
。

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
七
二
年
に
倭
館
が
外
務
省
に
「
接
収
」
さ
れ
、
朝
鮮
と
の
通
交
が
途
絶
え
る
と
、
佐
須
奈
の
活
気
は
失
わ
れ
た
。

　

佐
須
奈
の
み
な
ら
ず
対
馬
全
体
が
「
明
治
維
新
の
落
ち
こ
ぼ
れ
」
と
な
る

　

佐
須
奈
の
み
な
ら
ず
対
馬
全
体
が
「
明
治
維
新
の
落
ち
こ
ぼ
れ
」
と
な
る
中中＊
九
＊
九、

山
田
荒
治
も
一
八
七
三
、
四
年
頃
、
妻
、
養
子
の
文
作
と
と
も
に
下
関
に
転
籍

、
山
田
荒
治
も
一
八
七
三
、
四
年
頃
、
妻
、
養
子
の
文
作
と
と
も
に
下
関
に
転
籍

し
た
。
恐
ら
く
廻
船
業
で
生
計
を
立
て
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
ん
な
山
田
が
朝
鮮
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、
壬
午
軍
乱
時
に
派
遣
さ
れ
た
軍
艦

し
た
。
恐
ら
く
廻
船
業
で
生
計
を
立
て
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
ん
な
山
田
が
朝
鮮
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、
壬
午
軍
乱
時
に
派
遣
さ
れ
た
軍
艦

の
端
の
端
舟舟＊
十
＊
十舸舸

子子＊
十
一

＊
十
一に

雇
わ
れ
た
際
で
あ
っ
た
と
い
う
。
山
田
は
そ
の
後
、
下
関
に
帰
国
し
て
い
た
が
、
一
八
八
五
年
九
月
ご
ろ
、
六
十
石
積
の
小
船
に
薪
を
積
ん
で

に
雇
わ
れ
た
際
で
あ
っ
た
と
い
う
。
山
田
は
そ
の
後
、
下
関
に
帰
国
し
て
い
た
が
、
一
八
八
五
年
九
月
ご
ろ
、
六
十
石
積
の
小
船
に
薪
を
積
ん
で

仁
川
へ
渡
っ
た
。
荷
物
を
売
り
払
っ
た
後
、
仁
川
か
ら
漢
江
を
遡
っ
て
八
〇
ｋ
ｍ
程
度
の
距
離
に
あ
る
麻
浦
と
の
間
を
往
来
す
る
廻
船
業
を
営
ん
で
い
た
よ
う
で

仁
川
へ
渡
っ
た
。
荷
物
を
売
り
払
っ
た
後
、
仁
川
か
ら
漢
江
を
遡
っ
て
八
〇
ｋ
ｍ
程
度
の
距
離
に
あ
る
麻
浦
と
の
間
を
往
来
す
る
廻
船
業
を
営
ん
で
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
無
職
で
あ
っ
た
と
も
、
水
先
案
内
人
あ
る
い
は
水
夫
稼
な
ど
の
出
稼
ぎ
を
業
と
し
て
い
た
と
も
自
供
し
た
こ
と
が
あ
り
、
安
定
し
た
経
営
で
は
な
か
っ

あ
る
が
、
無
職
で
あ
っ
た
と
も
、
水
先
案
内
人
あ
る
い
は
水
夫
稼
な
ど
の
出
稼
ぎ
を
業
と
し
て
い
た
と
も
自
供
し
た
こ
と
が
あ
り
、
安
定
し
た
経
営
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ

た
と
思
わ
れ
るる＊
十
二

＊
十
二。。

　

山
田
が
初
め
て
徴
税
人
雇
用
の
話
を
聞
い
た
の
は
、
一
八
八
五
年
十
二
月
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
仁
川
で
あ
っ
た
の
か
、
釜
山
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で

　

山
田
が
初
め
て
徴
税
人
雇
用
の
話
を
聞
い
た
の
は
、
一
八
八
五
年
十
二
月
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
仁
川
で
あ
っ
た
の
か
、
釜
山
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
そ
の
後
も
山
田
は
日
本
と
朝
鮮
を
往
来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
八
八
六
年
三
月
に
日
本
外
務
省
か
ら
旅
券
を
発
行
さ
れ
た
際
に
は
、「
商

あ
る
。
そ
の
後
も
山
田
は
日
本
と
朝
鮮
を
往
来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
八
八
六
年
三
月
に
日
本
外
務
省
か
ら
旅
券
を
発
行
さ
れ
た
際
に
は
、「
商

用
」
で
釜
山
に
行
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

用
」
で
釜
山
に
行
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
るる＊
十
三

＊
十
三。

山
田
を
外
衙
門
に
仲
介
し
た
金
萬
錫
は
、
小
通
事
出
身
で
日
本
語
に
通
じ
た
人
物
で
あ
り
、
開
港
場
に
出
入
り
し
、

。
山
田
を
外
衙
門
に
仲
介
し
た
金
萬
錫
は
、
小
通
事
出
身
で
日
本
語
に
通
じ
た
人
物
で
あ
り
、
開
港
場
に
出
入
り
し
、

外
衙
門
と
非
公
式
か
つ
日
常
的
に
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

外
衙
門
と
非
公
式
か
つ
日
常
的
に
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
がが＊
十
四

＊
十
四、

金
萬
錫
に
よ
れ
ば
、
山
田
と
の
関
係
は
、
山
田
が
「
我
国
に
長
ら
く
居
ら
れ

、
金
萬
錫
に
よ
れ
ば
、
山
田
と
の
関
係
は
、
山
田
が
「
我
国
に
長
ら
く
居
ら
れ

し
人
」
で
あ
っ
た
た
め
、
い
つ
か
ら
と
は
無
し
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い

し
人
」
で
あ
っ
た
た
め
、
い
つ
か
ら
と
は
無
し
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
うう＊
十
五

＊
十
五。。

    

と
に
か
く
一
介
の
在
朝
日
本
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
山
田
は
、
外
衙
門
に
雇
用
さ
れ
る
に
至
り
、
徴
税
事
件
の
問
題
化
で
一
躍
有
名
人
に
な
っ

と
に
か
く
一
介
の
在
朝
日
本
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
山
田
は
、
外
衙
門
に
雇
用
さ
れ
る
に
至
り
、
徴
税
事
件
の
問
題
化
で
一
躍
有
名
人
に
な
っ
たた＊
十
六

＊
十
六。

し
か
し
事
件

。
し
か
し
事
件

後
の
山
田
の
消
息
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
一
八
八
八
年
十
月
に
釜
山
領
事
館
が
行
っ
た
出
漁
漁
民
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
漁
民
た
ち
の

後
の
山
田
の
消
息
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
一
八
八
八
年
十
月
に
釜
山
領
事
館
が
行
っ
た
出
漁
漁
民
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
漁
民
た
ち
の
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間
に
、「
無
罪
放
免
」
と
な
っ
た
山
田
が
再
び
所
安
島
に
や
っ
て
き
て
捧
税
所
を
設
置
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
か

間
に
、「
無
罪
放
免
」
と
な
っ
た
山
田
が
再
び
所
安
島
に
や
っ
て
き
て
捧
税
所
を
設
置
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
か
らら＊
十
七

＊
十
七、

朝
鮮
海
に
お
け

、
朝
鮮
海
に
お
け

る
漁
業
に
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
史
料
的
に
確
認
で
き
る
部
分
は
な
い
。
一
九
〇
八
年
時
点
、
佐
須
奈
村
に
お
け
る
民
俗
調
査
で
、
山
田
荒
治
の

る
漁
業
に
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
史
料
的
に
確
認
で
き
る
部
分
は
な
い
。
一
九
〇
八
年
時
点
、
佐
須
奈
村
に
お
け
る
民
俗
調
査
で
、
山
田
荒
治
の

養
子
・
文
作
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か

養
子
・
文
作
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
らら＊
十
八

＊
十
八、

佐
須
奈
と
の
因
縁
は
途
切
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
定
か
で
は
な
い
。

、
佐
須
奈
と
の
因
縁
は
途
切
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
定
か
で
は
な
い
。

②
外
衙
門
が
定
め
た
山
田
の
任
務
と
待
遇

②
外
衙
門
が
定
め
た
山
田
の
任
務
と
待
遇

　

先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
外
衙
門
は
山
田
を
利
用
し
て
日
本
人
漁
民
の
横
暴
を
牽
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
た
め
、
雇
用
に
際
し
て
外
衙
門
が
山
田
に
下
付
し
た

　

先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
外
衙
門
は
山
田
を
利
用
し
て
日
本
人
漁
民
の
横
暴
を
牽
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
た
め
、
雇
用
に
際
し
て
外
衙
門
が
山
田
に
下
付
し
た

「
憑
「
憑
票票＊
十
九

＊
十
九」「

収
捧
節

」「
収
捧
節
目目＊
二
十

＊
二
十」

に
お
い
て
、
山
田
の
権
限
は
か
な
り
広
範
囲
に
及
ん
で
設
定
さ
れ
て
い
た
。

」
に
お
い
て
、
山
田
の
権
限
は
か
な
り
広
範
囲
に
及
ん
で
設
定
さ
れ
て
い
た
。

　
「
憑
票
」
に
よ
れ
ば
、
三
年
契
約
で
雇
用
さ
れ
た
山
田
の
任
務
は
「
本
署
（
外
衙
門
）
差
定
の
監
官
と
相
議
幇
助
」
す
る
こ
と
を
前
提
に
、「
三
南
沿
海
漁
税
」

　
「
憑
票
」
に
よ
れ
ば
、
三
年
契
約
で
雇
用
さ
れ
た
山
田
の
任
務
は
「
本
署
（
外
衙
門
）
差
定
の
監
官
と
相
議
幇
助
」
す
る
こ
と
を
前
提
に
、「
三
南
沿
海
漁
税
」

を
「
巡
審
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
収
捧
節
目
」
に
よ
れ
ば
そ
の
具
体
的
な
権
限
は
、
六
月
と
十
二
月
の
年
二
回
日
本
漁
船
か
ら
徴
税
を
実
施
す
る
こ
と
に
と
ど

を
「
巡
審
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
収
捧
節
目
」
に
よ
れ
ば
そ
の
具
体
的
な
権
限
は
、
六
月
と
十
二
月
の
年
二
回
日
本
漁
船
か
ら
徴
税
を
実
施
す
る
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ま
ら
ずず＊
二
十
一

＊
二
十
一

、
捧
税
官
の
補
佐
と
い
う
立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
漁
業
許
可
証
の
発
行
に
ま
で
及
ん
で
い

、
捧
税
官
の
補
佐
と
い
う
立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
漁
業
許
可
証
の
発
行
に
ま
で
及
ん
で
い
るる＊
二
十
二

＊
二
十
二

。
さ
ら
に
、
日
本
漁
民
の
取
締
り
に
関
し
て
は
、
密
貿

。
さ
ら
に
、
日
本
漁
民
の
取
締
り
に
関
し
て
は
、
密
貿
易易＊
二
十
三

＊
二
十
三

、、

生
活
必
需
品
現
地
購
入
ト
ラ
ブ

生
活
必
需
品
現
地
購
入
ト
ラ
ブ
ルル＊
二
十
四

＊
二
十
四

、
無
許
可
操

、
無
許
可
操
業業＊
二
十
五

＊
二
十
五

、
操
業
許
可
区
域
違

、
操
業
許
可
区
域
違
反反＊
二
十
六

＊
二
十
六

、
無
許
可
上

、
無
許
可
上
陸陸＊
二
十
七

＊
二
十
七

、
捕
獲
魚
類
販

、
捕
獲
魚
類
販
売売＊
二
十
八

＊
二
十
八

に
つ
い
て
、
山
田
が
管
轄
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

に
つ
い
て
、
山
田
が
管
轄
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
場
合
に
よ
っ
て
は
、
日
本
領
事
の
裁
判
管
轄
権
を
侵
す
ほ
ど
の
権
限
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

い
る
。
こ
れ
は
場
合
に
よ
っ
て
は
、
日
本
領
事
の
裁
判
管
轄
権
を
侵
す
ほ
ど
の
権
限
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
外
衙
門
は
雇
用
に
際
し
、
山
田
に
報
酬
す
ら
約
束
し
て
い
な
い
。
山
田
の
供
述
に
よ
れ
ば
、「
給
料
或
い
は
手
当
等
」
に
つ
い
て
は
、

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
外
衙
門
は
雇
用
に
際
し
、
山
田
に
報
酬
す
ら
約
束
し
て
い
な
い
。
山
田
の
供
述
に
よ
れ
ば
、「
給
料
或
い
は
手
当
等
」
に
つ
い
て
は
、

現
場
実
見
、
漁
船
数
取
調
の
後
に
相
談
す
る
と
外
衙
門
督
辦
金
允
植
に
言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い

現
場
実
見
、
漁
船
数
取
調
の
後
に
相
談
す
る
と
外
衙
門
督
辦
金
允
植
に
言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
がが＊
二
十
九

＊
二
十
九

、
む
し
ろ
山
田
は
活
動
に
必
要
な
帆
船
二
隻
を
自
弁
し
な
け
れ

、
む
し
ろ
山
田
は
活
動
に
必
要
な
帆
船
二
隻
を
自
弁
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
航
行
に
関
わ
る
諸
費
用
に
つ
い
て
も
、
朝
鮮
側
か
ら
は
一
切
援
助
し
な
い
こ
と
が
「
収
捧
節
目
」
に
明
記
さ
れ
て
い

ば
な
ら
ず
、
そ
の
航
行
に
関
わ
る
諸
費
用
に
つ
い
て
も
、
朝
鮮
側
か
ら
は
一
切
援
助
し
な
い
こ
と
が
「
収
捧
節
目
」
に
明
記
さ
れ
て
い
たた＊
三
十

＊
三
十。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

な
ぜ
山
田
は
外
衙
門
の
雇
用
に
応
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

な
ぜ
山
田
は
外
衙
門
の
雇
用
に
応
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

③
山
田
の
計
画

③
山
田
の
計
画

　

山
田
が
報
酬
の
不
透
明
さ
に
も
関
わ
ら
ず
外
衙
門
の
雇
用
に
応
じ
た
の
は
、
別
途
収
入
を
得
る
目
算
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
二
、
三
年
前
、
山

　

山
田
が
報
酬
の
不
透
明
さ
に
も
関
わ
ら
ず
外
衙
門
の
雇
用
に
応
じ
た
の
は
、
別
途
収
入
を
得
る
目
算
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
二
、
三
年
前
、
山

田
は
下
関
に
お
い
て
、
全
羅
道
沿
海
に
往
来
す
る
「
漁
船
組
合
連
」
か
ら
依
託
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
朝
鮮
海
で
の
操
業
時
、
漁
船
の
水
や

田
は
下
関
に
お
い
て
、
全
羅
道
沿
海
に
往
来
す
る
「
漁
船
組
合
連
」
か
ら
依
託
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
朝
鮮
海
で
の
操
業
時
、
漁
船
の
水
や

食
糧
調
達
に
困
難
が
あ
り
、
ま
た
捕
獲
し
た
魚
介
の
加
工
に
も
苦
労
し
て
い
る
の
で
、
ど
こ
か
の
島
嶼
を
借
り
て
根
拠
地
を
作
る
か
、
も
し
く
は
物
資
調
達
便
を

食
糧
調
達
に
困
難
が
あ
り
、
ま
た
捕
獲
し
た
魚
介
の
加
工
に
も
苦
労
し
て
い
る
の
で
、
ど
こ
か
の
島
嶼
を
借
り
て
根
拠
地
を
作
る
か
、
も
し
く
は
物
資
調
達
便
を
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用
意
で
き
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
漁
船
組
合
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
朝
修
好
条
規
締
結
後
の
一
八
七
七
年
頃
か
ら
南
西
日
本
漁
民

用
意
で
き
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
漁
船
組
合
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
朝
修
好
条
規
締
結
後
の
一
八
七
七
年
頃
か
ら
南
西
日
本
漁
民

の
朝
鮮
出
漁
は
急
増
し
て
お

の
朝
鮮
出
漁
は
急
増
し
て
お
りり＊
三
十
一

＊
三
十
一

、
一
八
八
七
年
に
釜
山
領
事
館
が
行
っ
た
調
査
で
も
、
山
口
県
阿
武
郡
、
豊
浦
郡
を
中
心
に
年
間
二
二
〇
隻
餘
（
四
～
六
人
乗
）

、
一
八
八
七
年
に
釜
山
領
事
館
が
行
っ
た
調
査
で
も
、
山
口
県
阿
武
郡
、
豊
浦
郡
を
中
心
に
年
間
二
二
〇
隻
餘
（
四
～
六
人
乗
）

の
全
羅
・
慶
尚
沿
海
出
漁
が
確
認
さ
れ
て
い

の
全
羅
・
慶
尚
沿
海
出
漁
が
確
認
さ
れ
て
い
たた＊
三
十
二

＊
三
十
二

。
出
漁
日
本
漁
民
の
増
大
は
、
必
需
品
確
保
や
、
捕
獲
魚
介
の
加
工
・
販
売
を
め
ぐ
る
問
題
の
拡
大
を
意
味
す

。
出
漁
日
本
漁
民
の
増
大
は
、
必
需
品
確
保
や
、
捕
獲
魚
介
の
加
工
・
販
売
を
め
ぐ
る
問
題
の
拡
大
を
意
味
す

るる＊
三
十
三

＊
三
十
三

。
山
田
は
、
ど
の
み
ち
自
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
帆
船
二
隻
で
、
こ
の
業
務
を
兼
務
す
れ
ば
よ
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ

。
山
田
は
、
ど
の
み
ち
自
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
帆
船
二
隻
で
、
こ
の
業
務
を
兼
務
す
れ
ば
よ
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
たた＊
三
十
四

＊
三
十
四

。。

　

さ
ら
に
山
田
の
計
画
を
探
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
山
田
が
外
衙
門
に
雇
用
さ
れ
た
後
、
漁
場
に
出
発
す
る
前
に
い
っ
た
ん
帰
国
し
、
長
崎
で
行
っ
た
準

　

さ
ら
に
山
田
の
計
画
を
探
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
山
田
が
外
衙
門
に
雇
用
さ
れ
た
後
、
漁
場
に
出
発
す
る
前
に
い
っ
た
ん
帰
国
し
、
長
崎
で
行
っ
た
準

備
活
動
で
あ
る
。
こ
の
と
き
山
田
は
長
崎
で
、
協
力
者
に
面
会
し
、
資
金
を
募
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
川
原
伊
右
衛
門
が
い
た
。
川
原
は
長
崎
の
有
力
な

備
活
動
で
あ
る
。
こ
の
と
き
山
田
は
長
崎
で
、
協
力
者
に
面
会
し
、
資
金
を
募
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
川
原
伊
右
衛
門
が
い
た
。
川
原
は
長
崎
の
有
力
な

荷
受
け
問
屋
で
あ

荷
受
け
問
屋
で
あ
るる＊
三
十
五

＊
三
十
五

。
山
田
は
、
後
述
の
日
高
忠
三
郎
、
姓
名
不
詳
の
朝
鮮
人
一
名
と
と
も
に
川
原
を
た
ず
ね
、
金
五
十
円
の
投
資
を
勧
誘
し
た
。
そ
の
誘
い
文

。
山
田
は
、
後
述
の
日
高
忠
三
郎
、
姓
名
不
詳
の
朝
鮮
人
一
名
と
と
も
に
川
原
を
た
ず
ね
、
金
五
十
円
の
投
資
を
勧
誘
し
た
。
そ
の
誘
い
文

句
は
、
今
回
山
田
が
、
朝
鮮
政
府
か
ら
日
本
漁
船
に
賦
課
す
る
漁
業
税
徴
税
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
、
山
田
の
所
有
船
に
積
載
す
る
貨
物
に
つ
い
て
は
、
魚
類
、
そ

句
は
、
今
回
山
田
が
、
朝
鮮
政
府
か
ら
日
本
漁
船
に
賦
課
す
る
漁
業
税
徴
税
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
、
山
田
の
所
有
船
に
積
載
す
る
貨
物
に
つ
い
て
は
、
魚
類
、
そ

の
他
牛
皮
な
ど
品
目
に
関
わ
ら
ず
、
今
後
朝
鮮
へ
の
輸
出
入
が
無
税
で
あ
る
か
ら
、
手
を
組
も
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
山
田
は
川
原
に
、
朝
鮮
政

の
他
牛
皮
な
ど
品
目
に
関
わ
ら
ず
、
今
後
朝
鮮
へ
の
輸
出
入
が
無
税
で
あ
る
か
ら
、
手
を
組
も
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
山
田
は
川
原
に
、
朝
鮮
政

府
か
ら
下
付
さ
れ
た
「
憑
票
」「
収
捧
節
目
」、
さ
ら
に
は
ソ
ウ
ル
の
日
本
領
事
館
か
ら
下
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
承
認
書
を
提
示
し
た
と
い

府
か
ら
下
付
さ
れ
た
「
憑
票
」「
収
捧
節
目
」、
さ
ら
に
は
ソ
ウ
ル
の
日
本
領
事
館
か
ら
下
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
承
認
書
を
提
示
し
た
と
い
うう＊
三
十
六

＊
三
十
六

。
も
ち
ろ
ん
「
憑

。
も
ち
ろ
ん
「
憑

票
」
に
も
「
収
捧
節
目
」
に
も
貿
易
に
関
す
る
無
関
税
を
補
償
す
る
よ
う
な
内
容
は
一
切
な
い
。
し
か
し
、
山
田
は
そ
も
そ
も
、
漢
文
で
記
さ
れ
た
「
憑
票
」「
収

票
」
に
も
「
収
捧
節
目
」
に
も
貿
易
に
関
す
る
無
関
税
を
補
償
す
る
よ
う
な
内
容
は
一
切
な
い
。
し
か
し
、
山
田
は
そ
も
そ
も
、
漢
文
で
記
さ
れ
た
「
憑
票
」「
収

捧
節
目
」
の
文
意
を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
「
読
み
聞
か
せ
貰
ひ
た
る
も
、
克
く
は
相
分
り
不
申
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
ら
文
書
を
「
同
国
内
孰
れ
の
地
に

捧
節
目
」
の
文
意
を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
「
読
み
聞
か
せ
貰
ひ
た
る
も
、
克
く
は
相
分
り
不
申
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
ら
文
書
を
「
同
国
内
孰
れ
の
地
に

於
て
も
薪
水
食
料
等
売
買
に
差
関
へ
ざ
る
様
、
免
じ
手

於
て
も
薪
水
食
料
等
売
買
に
差
関
へ
ざ
る
様
、
免
じ
手
形形＊
三
十
七

＊
三
十
七

」
と
思
っ
て
い
る
節
が
あ
っ
た
。

」
と
思
っ
て
い
る
節
が
あ
っ
た
。

　

日
本
漁
民
の
朝
鮮
出
漁
と
同
じ
く
日
朝
貿
易
に
つ
い
て
も
、
開
港
後
そ
の
規
模
は
拡
大
し
、
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
八
一
年
で
輸
出
は
十
七
倍
、
輸
入
は
二
十

　

日
本
漁
民
の
朝
鮮
出
漁
と
同
じ
く
日
朝
貿
易
に
つ
い
て
も
、
開
港
後
そ
の
規
模
は
拡
大
し
、
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
八
一
年
で
輸
出
は
十
七
倍
、
輸
入
は
二
十

四
倍
と
な
っ
て
い

四
倍
と
な
っ
て
い
たた＊
三
十
八

＊
三
十
八

。
特
に
長
崎
に
は
朝
鮮
産
の
俵
物
海
産
物
が
集
ま
り
活
況
を
呈
し
て
い
た
が
（
一
八
七
六
～
一
八
八
〇
年
代
前

。
特
に
長
崎
に
は
朝
鮮
産
の
俵
物
海
産
物
が
集
ま
り
活
況
を
呈
し
て
い
た
が
（
一
八
七
六
～
一
八
八
〇
年
代
前
半半＊
三
十
九

＊
三
十
九

）、
一
八
八
三
年
以
後
、

）、
一
八
八
三
年
以
後
、

朝
鮮
側
の
海
関
で
の
関
税
徴
収
が
は
じ
ま
る
と
、
貿
易
に
も
影
響
が
で
て
い
た
。
朝
鮮
貿
易
無
関
税
と
い
う
山
田
の
提
案
に
は
一
定
の
魅
力
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

朝
鮮
側
の
海
関
で
の
関
税
徴
収
が
は
じ
ま
る
と
、
貿
易
に
も
影
響
が
で
て
い
た
。
朝
鮮
貿
易
無
関
税
と
い
う
山
田
の
提
案
に
は
一
定
の
魅
力
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
る
。

　

川
原
は
二
三
日
返
事
を
保
留
し
た
後
、
結
局
は
こ
の
提
案
を
拒
絶
し
た
が
、
川
原
以
外
に
も
、
山
田
の
周
辺
に
は
複
数
の
商
人
が
登
場
す
る
。
釜
山
の
大
池
忠

　

川
原
は
二
三
日
返
事
を
保
留
し
た
後
、
結
局
は
こ
の
提
案
を
拒
絶
し
た
が
、
川
原
以
外
に
も
、
山
田
の
周
辺
に
は
複
数
の
商
人
が
登
場
す
る
。
釜
山
の
大
池
忠

助助＊
四
十

＊
四
十、

ソ
ウ
ル
の
戸
田
商

、
ソ
ウ
ル
の
戸
田
商
店店＊
四
十
一

＊
四
十
一

、
広
池
久
之

、
広
池
久
之
助助＊
四
十
二

＊
四
十
二

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
山
田
の
協
力
者
に
対
し
て
資
金
協
力
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
様
の
勧
誘
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
山
田
の
協
力
者
に
対
し
て
資
金
協
力
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
様
の
勧
誘
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
る
。

　

す
な
わ
ち
外
衙
門
が
雇
用
し
た
山
田
は
、
外
衙
門
が
定
め
た
任
務
と
は
別
に
、
朝
鮮
出
漁
漁
民
を
相
手
と
す
る
商
取
引
、
ま
た
す
で
に
朝
鮮
貿
易
を
行
っ
て
い

　

す
な
わ
ち
外
衙
門
が
雇
用
し
た
山
田
は
、
外
衙
門
が
定
め
た
任
務
と
は
別
に
、
朝
鮮
出
漁
漁
民
を
相
手
と
す
る
商
取
引
、
ま
た
す
で
に
朝
鮮
貿
易
を
行
っ
て
い
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る
長
崎
商
人
の
仲
介
か
ら
の
利
益
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
強
み
に
、
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
た
な
間
隙
に
目
を

る
長
崎
商
人
の
仲
介
か
ら
の
利
益
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
強
み
に
、
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
た
な
間
隙
に
目
を

つ
け
て
い
る
山
田
の
姿
勢
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
対
馬
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
関
係
が
あ
っ
た
。

つ
け
て
い
る
山
田
の
姿
勢
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
対
馬
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
関
係
が
あ
っ
た
。

（
二
）
山
田
荒
治
と
「
対
馬
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」

　

山
田
事
件
の
関
連
者
を
整
理
し
て
み
る
と
（
表
一
）、
先
述
し
た
山
田
の
目
論
見
が
、
対
馬
出
身
者
を
中
心
と
し
た
、
長
崎
―
対
馬
―
釜
山
を
つ
な
ぐ
商
業
活

　

山
田
事
件
の
関
連
者
を
整
理
し
て
み
る
と
（
表
一
）、
先
述
し
た
山
田
の
目
論
見
が
、
対
馬
出
身
者
を
中
心
と
し
た
、
長
崎
―
対
馬
―
釜
山
を
つ
な
ぐ
商
業
活

動
を
基
盤
と
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

動
を
基
盤
と
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

具
体
的
に
言
え
ば
、
山
田
の
他
に
所
安
島
近
海
で
実
際
に
徴
税
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
中
村
藤
吉
、
平
山
与
右
衛
門
、
村
上
栄
次
郎
で
あ

　

具
体
的
に
言
え
ば
、
山
田
の
他
に
所
安
島
近
海
で
実
際
に
徴
税
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
中
村
藤
吉
、
平
山
与
右
衛
門
、
村
上
栄
次
郎
で
あ

る
が
、
彼
ら
は
全
員
対
馬
出
身
で
あ
る
。
事
件
発
覚
後
、
山
田
と
平
山
は
山
口
始
審
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
「
共
犯
」
と
し
て
対
馬
の
厳
原
裁
判
支

る
が
、
彼
ら
は
全
員
対
馬
出
身
で
あ
る
。
事
件
発
覚
後
、
山
田
と
平
山
は
山
口
始
審
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
「
共
犯
」
と
し
て
対
馬
の
厳
原
裁
判
支

庁
か
ら
三
名
（
氏
名
不
明
）
が
護
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き

庁
か
ら
三
名
（
氏
名
不
明
）
が
護
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
るる＊
四
十
三

＊
四
十
三

。
ま
た
先
に
み
た
、
川
原
へ
の
訪
問
に
山
田
と
同
行
し
た
日
高
忠
三
郎
は
当
時
長
崎
居
住

。
ま
た
先
に
み
た
、
川
原
へ
の
訪
問
に
山
田
と
同
行
し
た
日
高
忠
三
郎
は
当
時
長
崎
居
住

で
あ
り
、
対
馬
出
身
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
中
村
藤
吉
を
山
田
に
引
き
合
わ
せ
た
の
は
こ
の
日
高
で
あ
っ
た
と
い

で
あ
り
、
対
馬
出
身
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
中
村
藤
吉
を
山
田
に
引
き
合
わ
せ
た
の
は
こ
の
日
高
で
あ
っ
た
と
い
うう＊
四
十
四

＊
四
十
四

。
ま
た
日
高
は
、
樋
口
清
助
な
る
長

。
ま
た
日
高
は
、
樋
口
清
助
な
る
長

崎
居
住
の
商
人
と
友
人
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
樋
口
は
対
馬
出
身
で
あ
る
。
一
方
、
当
初
、
山
田
と
と
も
に
徴
税
に
船
を
提
供
し
、
自
身
も
活
動
す
る
予
定

崎
居
住
の
商
人
と
友
人
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
樋
口
は
対
馬
出
身
で
あ
る
。
一
方
、
当
初
、
山
田
と
と
も
に
徴
税
に
船
を
提
供
し
、
自
身
も
活
動
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
途
中
で
翻
意
し
釜
山
領
事
館
に
山
田
を
申
告
し
た
人
物
に
西
俊
助
が
い
る
。
西
は
長
崎
の
士
族
で
あ
り
、
対
馬
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る

で
あ
っ
た
が
、
途
中
で
翻
意
し
釜
山
領
事
館
に
山
田
を
申
告
し
た
人
物
に
西
俊
助
が
い
る
。
西
は
長
崎
の
士
族
で
あ
り
、
対
馬
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
がが＊
四
十
五

＊
四
十
五

、
先
、
先

の
樋
口
と
親
し
か
っ
た
。
西
を
山
田
に
紹
介
し
た
の
は
樋
口
で
あ

の
樋
口
と
親
し
か
っ
た
。
西
を
山
田
に
紹
介
し
た
の
は
樋
口
で
あ
るる＊
四
十
六

＊
四
十
六

。
樋
口
と
西
は
と
も
に
長
崎
か
ら
釜
山
に
渡

。
樋
口
と
西
は
と
も
に
長
崎
か
ら
釜
山
に
渡
りり＊
四
十
七

＊
四
十
七

、
先
述
の
大
池
忠
助
（
対
馬
出
身
）
か
ら
資

、
先
述
の
大
池
忠
助
（
対
馬
出
身
）
か
ら
資

金
を
調
達
し
て
い
る
。

金
を
調
達
し
て
い
る
。
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対
馬
が
「
明
治
維
新
の
落
ち
こ
ぼ
れ
」
と
な
っ
た
こ
と
は
先
に
言
及
し
た
が
、
当
時
対
馬
で
は
、「
転
落
者
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
し
に
島
を
去

　

対
馬
が
「
明
治
維
新
の
落
ち
こ
ぼ
れ
」
と
な
っ
た
こ
と
は
先
に
言
及
し
た
が
、
当
時
対
馬
で
は
、「
転
落
者
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
し
に
島
を
去
るる＊
四
十
八

＊
四
十
八

」
と
い
う
状

」
と
い
う
状

況
が
生
じ
て
い
た
。
厳
原
中
心
の
問
屋
制
度
が
崩
壊
し
、
島
外
者
居
住
が
許
容
さ
れ
る
な
ど
の
大
き
な
社
会
変
動
が
生
じ
た
一
方
で
、
村
落
ご
と
に
「
本
戸
」
と

況
が
生
じ
て
い
た
。
厳
原
中
心
の
問
屋
制
度
が
崩
壊
し
、
島
外
者
居
住
が
許
容
さ
れ
る
な
ど
の
大
き
な
社
会
変
動
が
生
じ
た
一
方
で
、
村
落
ご
と
に
「
本
戸
」
と

呼
ば
れ
る
土
着
武
士
、
百
姓
の
数
が
決
ま
っ
て
い
て
、
本
戸
に
の
み
漁
業
権
と
耕
作
地
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
従
来
の
生
活
形

呼
ば
れ
る
土
着
武
士
、
百
姓
の
数
が
決
ま
っ
て
い
て
、
本
戸
に
の
み
漁
業
権
と
耕
作
地
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
従
来
の
生
活
形
式式＊
四
十
九

＊
四
十
九

に
は
変
化
が
な
か
っ
た
た
め
で

に
は
変
化
が
な
か
っ
た
た
め
で

あ
る
。
他
に
も
、
藩
政
下
で
特
権
を
得
て
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
た
商
人
＝
廻
船
業
者
た
ち
が
、
廃
藩
置
県
以
降
、
経
営
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
と
い
う
状
況

あ
る
。
他
に
も
、
藩
政
下
で
特
権
を
得
て
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
た
商
人
＝
廻
船
業
者
た
ち
が
、
廃
藩
置
県
以
降
、
経
営
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
と
い
う
状
況

も
あ
も
あ
るる＊
五
十

＊
五
十。

彼
ら
が
新
天
地
を
求
め
た
先
の
一
つ
に
釜
山
が
あ

。
彼
ら
が
新
天
地
を
求
め
た
先
の
一
つ
に
釜
山
が
あ
りり＊
五
十
一

＊
五
十
一

、
開
港
後
の
釜
山
が
「
対
馬
厳
原
の
支
町
と
云
ふ
て
可
な

、
開
港
後
の
釜
山
が
「
対
馬
厳
原
の
支
町
と
云
ふ
て
可
な
りり＊
五
十
二

＊
五
十
二

」
と
い
う
ほ
ど
の
状
態
で
あ
っ
た
こ

」
と
い
う
ほ
ど
の
状
態
で
あ
っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
山
田
事
件
の
関
係
者
中
で
も
、
中
村
藤
吉
、
平
山
与
右
衛
門
、
日
高
忠
三
郎
ら
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
七
年
、
七
八
年
と
い
っ
た
初

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
山
田
事
件
の
関
係
者
中
で
も
、
中
村
藤
吉
、
平
山
与
右
衛
門
、
日
高
忠
三
郎
ら
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
七
年
、
七
八
年
と
い
っ
た
初

期
か
ら
釜
山
に
渡
航
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

期
か
ら
釜
山
に
渡
航
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
きき＊
五
十
三

＊
五
十
三

、
彼
ら
が
釜
山
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

、
彼
ら
が
釜
山
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

釜
山
の
対
馬
出
身
者
た
ち
は
、
渡
航
や
就
業
の
段
階
か
ら
地
縁
的
つ
な
が
り
で
結
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
つ
な
が
り
は
商
業
上
の
連
絡
や
利
害
の
調
整
の
基
盤
と

　

釜
山
の
対
馬
出
身
者
た
ち
は
、
渡
航
や
就
業
の
段
階
か
ら
地
縁
的
つ
な
が
り
で
結
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
つ
な
が
り
は
商
業
上
の
連
絡
や
利
害
の
調
整
の
基
盤
と

（
表
一
）
山
田
事
件
関
連
人
物

（
表
一
）
山
田
事
件
関
連
人
物

樋
口
清
助

樋
口
清
助

日
高
忠
三
郎

日
高
忠
三
郎

（
忠
吉
）

（
忠
吉
）

平
山
与
右
衛
門

平
山
与
右
衛
門

西
俊
助

西
俊
助

村
上
栄
次
郎

村
上
栄
次
郎

中
村
藤
吉

中
村
藤
吉

山
田
荒
治

山
田
荒
治

名
前
名
前

5656 3838 4545 6262 3838 5454 歳（
一
八
八
七
年
時
）

歳（
一
八
八
七
年
時
）

対
馬
対
馬

不
明
不
明

対
馬　

厳
原　

国
分
町

対
馬　

厳
原　

国
分
町

長
崎
長
崎

対
馬　

厳
原　

大
手
橋

対
馬　

厳
原　

大
手
橋

対
馬　

厳
原　

大
手
橋

対
馬　

厳
原　

大
手
橋

対
馬　

佐
須
奈
村

対
馬　

佐
須
奈
村

出
身
地

出
身
地

長
崎　

今
下
町

長
崎　

今
下
町

長
崎　

本
下
町

長
崎　

本
下
町

対
馬　

厳
原　

国
分
町

対
馬　

厳
原　

国
分
町

長
崎　

西
彼
杵
郡
深
堀
町

長
崎　

西
彼
杵
郡
深
堀
町

対
馬　

厳
原　

大
手
橋

対
馬　

厳
原　

大
手
橋

長
崎
本
籠
町
商
人
・

長
崎
本
籠
町
商
人
・

岩
崎
静
八
方

岩
崎
静
八
方

赤
間
関
今
浦
町

赤
間
関
今
浦
町

居
住
地

居
住
地

釜
山
港
本
町
田
中
平
太
郎

釜
山
港
本
町
田
中
平
太
郎

釜
山
南
浜
町
二
番
地
神
崎
方

釜
山
南
浜
町
二
番
地
神
崎
方

居
留
地
幸
町
三
丁
目
十
六

居
留
地
幸
町
三
丁
目
十
六

番
地
福
山
金
作
方
止
宿

番
地
福
山
金
作
方
止
宿

一
八
八
六
～

一
八
八
六
～

釜
山
港

釜
山
港

朝
鮮
に
お
け
る
居
所

朝
鮮
に
お
け
る
居
所

一
八
八
七
．
七「
商
用
」

一
八
八
七
．
七「
商
用
」

一
八
七
七
．
九「
商
用
」

一
八
七
七
．
九「
商
用
」

一
八
七
八
．
三「
商
用
」

一
八
七
八
．
三「
商
用
」

一
八
七
八
．
六

一
八
七
八
．
六

一
八
七
八
．
十「
商
用
」

一
八
七
八
．
十「
商
用
」

一
八
八
七
．
七「
商
用
」

一
八
八
七
．
七「
商
用
」

一
八
七
七
．
十「
商
用
」

一
八
七
七
．
十「
商
用
」

一
八
八
六
．
三「
商
用
」

一
八
八
六
．
三「
商
用
」

確
認
さ
れ
る
釜
山
渡
航

確
認
さ
れ
る
釜
山
渡
航

商
人
商
人

仲
買
仲
買

手
代
手
代

回
漕
業
／

回
漕
業
／

無
職
無
職

職
業
職
業



45 開港期日朝関係の実像と統理交渉通商事務衙門（酒井）

な
っ
た
。
彼
ら
は
「
協
約
社
」
と
い
う
同
郷
団
体
を
組
織
し
て
い
た

な
っ
た
。
彼
ら
は
「
協
約
社
」
と
い
う
同
郷
団
体
を
組
織
し
て
い
た
がが＊
五
十
四

＊
五
十
四

、
一
八
八
二
年
三
月
、
同
郷
団
体
と
し
て
「
対
州
大
親
睦
会
（
対
州
同
胞
会
）」
を
設
立

、
一
八
八
二
年
三
月
、
同
郷
団
体
と
し
て
「
対
州
大
親
睦
会
（
対
州
同
胞
会
）」
を
設
立

し
て
い
る
。
当
時
釜
山
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
釜
山
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
様
相
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

し
て
い
る
。
当
時
釜
山
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
釜
山
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
様
相
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

当
港
（
釜
山
）
に
居
留
の
人
民
は
凡
そ
二
千
餘
人
な
る
が
、
其
過
半
数
は
対
馬
人
に
し
て
中
に
は
官
員
も
あ
れ
ば
書
生
も
あ
り
貿
易
商
も
あ
れ
ば
仲
買
商
も

当
港
（
釜
山
）
に
居
留
の
人
民
は
凡
そ
二
千
餘
人
な
る
が
、
其
過
半
数
は
対
馬
人
に
し
て
中
に
は
官
員
も
あ
れ
ば
書
生
も
あ
り
貿
易
商
も
あ
れ
ば
仲
買
商
も

あ
り
て
自
然
他
の
居
留
人
と
は
違
ひ
同
郷
の
兄
弟
多
き
故
ゑ
随
て
事
に
物
に
団
結
の
気
象
あ
る
は
じ
つ
に
賞
嘆
す
べ
き
事
な
る
が
今
般
浅
山
某
の
発
起
に
て

あ
り
て
自
然
他
の
居
留
人
と
は
違
ひ
同
郷
の
兄
弟
多
き
故
ゑ
随
て
事
に
物
に
団
結
の
気
象
あ
る
は
じ
つ
に
賞
嘆
す
べ
き
事
な
る
が
今
般
浅
山
某
の
発
起
に
て

対
州
大
親
睦
会
な
る
も
の
（
対
州
同
胞
会
と
も
聞
け
り
）
を
開
か
れ
貴
賎
貧
富
の
別
な
く
各
一
致
協
力
の
精
神
を
以
て
将
来
の
目
的
に
付
き
大
に
計
画
す
る

対
州
大
親
睦
会
な
る
も
の
（
対
州
同
胞
会
と
も
聞
け
り
）
を
開
か
れ
貴
賎
貧
富
の
別
な
く
各
一
致
協
力
の
精
神
を
以
て
将
来
の
目
的
に
付
き
大
に
計
画
す
る

處
あ
ら
ん
と
て
本
月
（
一
八
八
二
．
三
）
第
一
第
二
の
日
曜
日
に
修
済
学
校
に
於
て
衆
議
せ
れ
た
る
よ

處
あ
ら
ん
と
て
本
月
（
一
八
八
二
．
三
）
第
一
第
二
の
日
曜
日
に
修
済
学
校
に
於
て
衆
議
せ
れ
た
る
よ
しし

＊
五
十
五

＊
五
十
五

会
長
に
外
務
省
の
通
訳
官
で
あ
っ
た
浅
山
顕
三
を
擁

会
長
に
外
務
省
の
通
訳
官
で
あ
っ
た
浅
山
顕
三
を
擁
しし＊
五
十
六

＊
五
十
六

、
副
会
長
に
は
半
井
泉
太
郎
（
桃
水
）
も
名
を
連
ね
て
い
る
。「
貴
賎
貧
富
の
別
な
く
」
会
員
数
四
七
〇

、
副
会
長
に
は
半
井
泉
太
郎
（
桃
水
）
も
名
を
連
ね
て
い
る
。「
貴
賎
貧
富
の
別
な
く
」
会
員
数
四
七
〇

名
に
及
ん
だ
と
い
う
こ
の
団
体
に
、
山
田
事
件
の
関
係
者
が
所
属
し
て
い
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
当
時
釜
山
に
、
対
馬
出
身
者
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

名
に
及
ん
だ
と
い
う
こ
の
団
体
に
、
山
田
事
件
の
関
係
者
が
所
属
し
て
い
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
当
時
釜
山
に
、
対
馬
出
身
者
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
先
行
研
究
で
は
こ
れ
を
「
対
馬
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ん
で
い

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
先
行
研
究
で
は
こ
れ
を
「
対
馬
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ん
で
い
るる＊
五
十
七

＊
五
十
七

。。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の
「
対
馬
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
は
仕
入
・
販
売
ル
ー
ト
や
資
金
ル
ー
ト
に
お
い
て
、
か
な
ら
ず
し
も
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の
「
対
馬
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
は
仕
入
・
販
売
ル
ー
ト
や
資
金
ル
ー
ト
に
お
い
て
、
か
な
ら
ず
し
も
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

も
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
開
港
当
初
こ
そ
、
釜
山
に
お
け
る
日
本
人
商
業
取
引
の
構
造
自
体
が
、
対
馬
人
の
仲
介
を
経
な
け
れ
ば
成
立
し
な

も
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
開
港
当
初
こ
そ
、
釜
山
に
お
け
る
日
本
人
商
業
取
引
の
構
造
自
体
が
、
対
馬
人
の
仲
介
を
経
な
け
れ
ば
成
立
し
な

い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
釜
山
に
お
け
る
対
馬
出
身
者
の
存
在
感
は
大
き
か
っ
た
が
、
徐
々
に
大
阪
等
の
有
力
貿
易
商
が
朝
鮮
貿
易
に
参
与
す
る
よ
う
に
な
り
、

い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
釜
山
に
お
け
る
対
馬
出
身
者
の
存
在
感
は
大
き
か
っ
た
が
、
徐
々
に
大
阪
等
の
有
力
貿
易
商
が
朝
鮮
貿
易
に
参
与
す
る
よ
う
に
な
り
、

対
馬
人
の
仲
介
を
経
な
い
直
接
貿
易
を
始
め
る
と
、
そ
の
よ
う
な
商
業
構
造
に
変
化
が
現
れ
た
。
地
場
製
品
の
欠
如
、
市
場
の
狭
さ
、
資
金
力
の
弱
さ
な
ど
の
限

対
馬
人
の
仲
介
を
経
な
い
直
接
貿
易
を
始
め
る
と
、
そ
の
よ
う
な
商
業
構
造
に
変
化
が
現
れ
た
。
地
場
製
品
の
欠
如
、
市
場
の
狭
さ
、
資
金
力
の
弱
さ
な
ど
の
限

界
を
か
か
え
る
対
馬
出
身
小
商
人
ら
と
、
釜
山
商
法
会
議
所
を
中
心
と
し
た
有
力
貿
易
商
の
対
立
は
尖
鋭
化
の
様
相
を
呈
し
て
い

界
を
か
か
え
る
対
馬
出
身
小
商
人
ら
と
、
釜
山
商
法
会
議
所
を
中
心
と
し
た
有
力
貿
易
商
の
対
立
は
尖
鋭
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
たた＊
五
十
八

＊
五
十
八

。。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
一
つ
の
表
出
点
と
し
て
、
一
八
八
一
年
八
月
十
八
日
に
起
こ
っ
た
亀
浦
事

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
一
つ
の
表
出
点
と
し
て
、
一
八
八
一
年
八
月
十
八
日
に
起
こ
っ
た
亀
浦
事
件件＊
五
十
九

＊
五
十
九

が
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
釜
山
の
対
馬
出
身
米
穀
仲
買
商
・

が
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
釜
山
の
対
馬
出
身
米
穀
仲
買
商
・

末
永
秀
一
ら
四
人
が
、
釜
山
居
留
地
か
ら
間
行
里
程
を
越
え
て
亀
浦
の
朝
鮮
人
米
穀
商
人
・
金
致
玉
宅
に
押
し
か
け
、
借
金
返
済
を
督
促
し
て
暴
行
を
加
え
た
こ

末
永
秀
一
ら
四
人
が
、
釜
山
居
留
地
か
ら
間
行
里
程
を
越
え
て
亀
浦
の
朝
鮮
人
米
穀
商
人
・
金
致
玉
宅
に
押
し
か
け
、
借
金
返
済
を
督
促
し
て
暴
行
を
加
え
た
こ

と
が
発
端
で
あ
っ
た
が
、そ
の
背
景
に
は
、金
致
玉
ら
が
対
馬
商
人
を
排
除
し
て
一
部
の
日
本
人
商
人
の
み
に
米
穀
を
輸
送
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
あ
っ

と
が
発
端
で
あ
っ
た
が
、そ
の
背
景
に
は
、金
致
玉
ら
が
対
馬
商
人
を
排
除
し
て
一
部
の
日
本
人
商
人
の
み
に
米
穀
を
輸
送
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
あ
っ

た
。
ま
た
こ
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
、
釜
山
商
法
会
議
所
と
協
約
社
の
対
立
は
尖
鋭
化
し

た
。
ま
た
こ
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
、
釜
山
商
法
会
議
所
と
協
約
社
の
対
立
は
尖
鋭
化
し
たた＊
六
十

＊
六
十。。

　

山
田
と
と
も
に
現
地
で
徴
税
を
行
っ
た
一
人
で
あ
る
村
上
栄
次
郎
が
、
こ
の
亀
浦
事
件
に
お
い
て
、
亀
浦
襲
撃
後
、
総
代
と
し
て
東
萊
府
で
の
直
談
判
を
試
み
、

　

山
田
と
と
も
に
現
地
で
徴
税
を
行
っ
た
一
人
で
あ
る
村
上
栄
次
郎
が
、
こ
の
亀
浦
事
件
に
お
い
て
、
亀
浦
襲
撃
後
、
総
代
と
し
て
東
萊
府
で
の
直
談
判
を
試
み
、
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懲
役
七
十
日
の
処
分
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ

懲
役
七
十
日
の
処
分
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
るる＊
六
十
一

＊
六
十
一

。
村
上
が
釜
山
に
お
け
る
立
地
の
劣
勢
化
に
不
満
を
持
つ
一
対
馬
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
山

。
村
上
が
釜
山
に
お
け
る
立
地
の
劣
勢
化
に
不
満
を
持
つ
一
対
馬
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
山

田
事
件
関
連
者
に
い
わ
ゆ
る
有
名
人
士
は
見
当
た
ら
な

田
事
件
関
連
者
に
い
わ
ゆ
る
有
名
人
士
は
見
当
た
ら
な
いい＊
六
十
二

＊
六
十
二

。
外
務
省
の
在
外
邦
人
商
人
調
査

。
外
務
省
の
在
外
邦
人
商
人
調
査
やや＊
六
十
三

＊
六
十
三

、
後
世
の
『
在
韓
実
業
家
名

、
後
世
の
『
在
韓
実
業
家
名
鑑鑑＊
六
十
四

＊
六
十
四

』
に
彼
ら
の
名
前
は
挙
が
っ
て
い

』
に
彼
ら
の
名
前
は
挙
が
っ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
示
唆
す
る
の
は
、
古
く
か
ら
朝
鮮
と
の
関
係
の
中
で
生
き
て
き
た
対
馬
出
身
者
た
ち
が
、
そ
れ
を
強
み
に
な
ん
と
か
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て

　

こ
の
こ
と
が
示
唆
す
る
の
は
、
古
く
か
ら
朝
鮮
と
の
関
係
の
中
で
生
き
て
き
た
対
馬
出
身
者
た
ち
が
、
そ
れ
を
強
み
に
な
ん
と
か
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て

い
る
状
況
が
開
港
期
釜
山
に
は
あ
り
、
外
衙
門
が
利
用
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
外
衙
門
が
、
金
萬
錫
を
含
む

い
る
状
況
が
開
港
期
釜
山
に
は
あ
り
、
外
衙
門
が
利
用
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
外
衙
門
が
、
金
萬
錫
を
含
む

元
小
通
事
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た

元
小
通
事
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
がが＊
六
十
五

＊
六
十
五

、
元
小
通
事
た
ち
に
と
っ
て
の
日
本
側
の
接
点
は
、
こ
の
よ
う
な
対
馬
出
身
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
淘

、
元
小
通
事
た
ち
に
と
っ
て
の
日
本
側
の
接
点
は
、
こ
の
よ
う
な
対
馬
出
身
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
淘

汰
さ
れ
て
い
っ
た
彼
ら
の
存
在
は
、
在
朝
日
本
人
史
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
以
上
の
注
目
を
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
当
該
時
期
、
外
衙
門
の
対
日
政
策
が

汰
さ
れ
て
い
っ
た
彼
ら
の
存
在
は
、
在
朝
日
本
人
史
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
以
上
の
注
目
を
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
当
該
時
期
、
外
衙
門
の
対
日
政
策
が

彼
ら
の
存
在
を
一
つ
の
背
景
に
展
開
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
、
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

彼
ら
の
存
在
を
一
つ
の
背
景
に
展
開
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
、
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

三
．
所
安
島
近
海
に
お
け
る
徴
税
実
態

（
一
）
漁
民
の
証
言

　

山
田
ら
の
徴
税
実
行
は
、
一
八
八
七
年
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
外
務
省
は
こ
の
実
態
を
直
ち
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

山
田
ら
の
徴
税
実
行
は
、
一
八
八
七
年
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
外
務
省
は
こ
の
実
態
を
直
ち
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

当
時
、
朝
鮮
海
出
漁
漁
民
の
管
理
は
、
日
本
の
各
地
方
に
お
い
て

当
時
、
朝
鮮
海
出
漁
漁
民
の
管
理
は
、
日
本
の
各
地
方
に
お
い
て
もも＊
六
十
六

＊
六
十
六

、
釜
山
に
お
い
て

、
釜
山
に
お
い
て
もも＊
六
十
七

＊
六
十
七

、
実
質
的
に
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
外
務
省

、
実
質
的
に
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
外
務
省

は
、
釜
山
領
事
館
、
日
本
国
内
の
各
地
方
に
調
査
を
命
じ
た
が
、
現
地
で
も
、
接
触
で
き
た
漁
民
に
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
以
外
、
特
段
の
方
法
は
な
か
っ
た
。

は
、
釜
山
領
事
館
、
日
本
国
内
の
各
地
方
に
調
査
を
命
じ
た
が
、
現
地
で
も
、
接
触
で
き
た
漁
民
に
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
以
外
、
特
段
の
方
法
は
な
か
っ
た
。

外
務
省
に
報
告
さ
れ
た
漁
民
の
証
言
は
（
表
二
）
の
五
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
断
片
的
で
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
山
田
の
「
徴
税
」
実
態
を
知
る
上

外
務
省
に
報
告
さ
れ
た
漁
民
の
証
言
は
（
表
二
）
の
五
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
断
片
的
で
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
山
田
の
「
徴
税
」
実
態
を
知
る
上

で
非
常
に
貴
重
な
手
が
か
り
を
含
ん
で
い
る
。
本
節
で
は
、
比
較
的
詳
細
な
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
②
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

で
非
常
に
貴
重
な
手
が
か
り
を
含
ん
で
い
る
。
本
節
で
は
、
比
較
的
詳
細
な
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
②
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

　

一
八
八
七
年
八
月
八
日
ご
ろ
、
山
口
県
阿
武
郡
鶴
江
村
の
漁
民
・
別
府
亀
松
と
佐
伯
与
右
衛
門
は
、
漁
船
二
艘
で
所
安
島
近
海
に
到
着
し
た
。
す
る
と
四
十
歳

　

一
八
八
七
年
八
月
八
日
ご
ろ
、
山
口
県
阿
武
郡
鶴
江
村
の
漁
民
・
別
府
亀
松
と
佐
伯
与
右
衛
門
は
、
漁
船
二
艘
で
所
安
島
近
海
に
到
着
し
た
。
す
る
と
四
十
歳

前
後
で
洋
服
を
着
用
し
た
山
田
荒
治
な
る
も
の
が
、
朝
鮮
通
弁
一
人
（
金
萬
錫
と
思
わ
れ
る
）、
水
夫
ら
し
き
者
八
人
と
と
も
に
、
五
十
石
位
の
日
本
船
で
や
っ

前
後
で
洋
服
を
着
用
し
た
山
田
荒
治
な
る
も
の
が
、
朝
鮮
通
弁
一
人
（
金
萬
錫
と
思
わ
れ
る
）、
水
夫
ら
し
き
者
八
人
と
と
も
に
、
五
十
石
位
の
日
本
船
で
や
っ

て
き
て
、
上
陸
を
要
求
し
た
。
別
府
ら
が
上
陸
し
な
い
旨
を
伝
え
る
と
、
山
田
は
、
日
本
船
の
漁
猟
は
朝
鮮
政
府
か
ら
鑑
札
を
受
け
、
税
金
を
上
納
し
な
け
れ
ば

て
き
て
、
上
陸
を
要
求
し
た
。
別
府
ら
が
上
陸
し
な
い
旨
を
伝
え
る
と
、
山
田
は
、
日
本
船
の
漁
猟
は
朝
鮮
政
府
か
ら
鑑
札
を
受
け
、
税
金
を
上
納
し
な
け
れ
ば



44 開港期日朝関係の実像と統理交渉通商事務衙門（酒井）

（
表
二
）
外
務
省
に
報
告
さ
れ
た
被
徴
税
漁
民
の
状
況

（
表
二
）
外
務
省
に
報
告
さ
れ
た
被
徴
税
漁
民
の
状
況

⑤⑤ ④④ ③③ ②②−−

２２

②②−−

１１

①①

一
八
八
七
．

一
八
八
七
．

十
．
二
〇

十
．
二
〇

一
八
八
七
．

一
八
八
七
．

十
．
一
三

十
．
一
三

一
八
八
七
．

一
八
八
七
．

十
．
八

十
．
八

一
八
八
七
．

一
八
八
七
．

九
．
二
九
～

九
．
二
九
～

一
八
八
七
．

一
八
八
七
．

八
．
八

八
．
八

一
八
八
七
．
五

一
八
八
七
．
五

発
生
日

発
生
日

亀
田
三
郎
（
船
主
）

亀
田
三
郎
（
船
主
）

大
濱
宗
吉
（
船
頭
）

大
濱
宗
吉
（
船
頭
）

本
岡
伝
三
郎（
総
代
）

本
岡
伝
三
郎（
総
代
）

林
安
太
郎
（
船
長
）

林
安
太
郎
（
船
長
）

白
銀
平
次
郎

白
銀
平
次
郎

松
本
長
十
郎

松
本
長
十
郎

松
本
太
郎
松

松
本
太
郎
松

八
木
仲
次
郎

八
木
仲
次
郎

戎
崎
勘
次
郎

戎
崎
勘
次
郎

橋
本
源
八

橋
本
源
八

三
浦
長
次
郎

三
浦
長
次
郎

別
府
亀
吉

別
府
亀
吉

佐
伯
与
右
衛
門

佐
伯
与
右
衛
門

三
浦
長
次
郎

三
浦
長
次
郎

別
府
亀
吉

別
府
亀
吉

佐
伯
与
右
衛
門

佐
伯
与
右
衛
門

古
谷
彌
五
郎

古
谷
彌
五
郎

前
田
益
吉

前
田
益
吉

名
前
名
前

山
口
県
豊
浦
郡

山
口
県
豊
浦
郡

吉
⺟
浦

吉
⺟
浦

山
口
県
大
嶋
郡

山
口
県
大
嶋
郡

沖
家
宝
島

沖
家
宝
島

山
口
県
豊
浦
郡

山
口
県
豊
浦
郡

吉
⺟
浦

吉
⺟
浦

同同 山
口
県
阿
武
郡

山
口
県
阿
武
郡

鶴
江
村

鶴
江
村

山
口
県
大
嶋
郡

山
口
県
大
嶋
郡

沖
家
宝
島

沖
家
宝
島

本
拠
地

本
拠
地

所
安
島

所
安
島

知
遂
島

知
遂
島

楸
子
島

楸
子
島

楸
子
島

楸
子
島

所
安
島

所
安
島

三
島
三
島

場
所
場
所

所
安
島
捧
税
官

所
安
島
捧
税
官

山
田
山
田

山
田
山
田

日
本
人
５
人

日
本
人
５
人

対
馬
浅
茅
湾
で
見
た
こ
と

対
馬
浅
茅
湾
で
見
た
こ
と

の
あ
る

の
あ
る
5050
代
日
本
人

代
日
本
人

漁
師
体

漁
師
体  

日
本
人
６
，７
人

日
本
人
６
，７
人

山
田
、
朝
鮮
人
通
訳
、
日

山
田
、
朝
鮮
人
通
訳
、
日

本
人
水
夫
様
８
人

本
人
水
夫
様
８
人

朝
鮮
人
官
吏
３
名

朝
鮮
人
官
吏
３
名

（
内
１
名
日
本
語
）

（
内
１
名
日
本
語
）

金
乃
信

金
乃
信

徴
税
人

徴
税
人

魚
税
魚
税

上
陸
逃
亡

上
陸
逃
亡

罰
金
罰
金

――

濱
税
濱
税

税
の
名
称

税
の
名
称

１
円
１
円
5050
銭銭

２
円
２
円
5050
銭銭

（
６
人
乗
８
月
分
）

（
６
人
乗
８
月
分
）

１
円
１
円
5050
銭銭

（
４
人
乗

（
４
人
乗
1010
月
分
）

月
分
）

３
円
３
円
7575
銭銭

（
７
半
月
分
、
８
月
中
分
）

（
７
半
月
分
、
８
月
中
分
）

４
人
乗
ま
で

４
人
乗
ま
で

一
月
２
両

一
月
２
両
5050
銭
，
銭
，

５５−−

９
人
乗
２
両

９
人
乗
２
両
5050
銭銭

１
圓
（
一
年
分
）

１
圓
（
一
年
分
）

税
額
税
額

235235--

237237
224224--

227227
235235--

240240
307307--

311311
307307--

311311
271271--

274274

「
山
田
綴
」

「
山
田
綴
」

出
典
出
典
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な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
無
免
許
で
操
業
し
て
い
た
の
は
「
不
都
合
」
で
あ
る
と
言
っ
た
。
仕
方
な
く
、
別
府
ら
は
操
業
を
諦
め
、
八
月
二
十
三
日
に
帰
村
し
た
。

な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
無
免
許
で
操
業
し
て
い
た
の
は
「
不
都
合
」
で
あ
る
と
言
っ
た
。
仕
方
な
く
、
別
府
ら
は
操
業
を
諦
め
、
八
月
二
十
三
日
に
帰
村
し
た
。

　

こ
の
後
別
府
ら
は
、
佐
伯
与
右
衛
門
を
加
え
た
漁
船
三
艘
で
再
出
航
し
、
九
月
二
十
九
日
頃
楸
子
島
に
到
着
し
た
。
港
に
碇
泊
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
漁
師
体
の

　

こ
の
後
別
府
ら
は
、
佐
伯
与
右
衛
門
を
加
え
た
漁
船
三
艘
で
再
出
航
し
、
九
月
二
十
九
日
頃
楸
子
島
に
到
着
し
た
。
港
に
碇
泊
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
漁
師
体
の

日
本
人
五
人
が
朝
鮮
船
で
や
っ
て
き
て
、
地
方
官
の
命
令
で
あ
る
と
し
て
上
陸
を
要
求
し
た
。
夜
分
で
も
あ
り
、
翌
朝
ま
で
待
っ
て
ほ
し
い
と
佐
伯
ら
が
訴
え
た

日
本
人
五
人
が
朝
鮮
船
で
や
っ
て
き
て
、
地
方
官
の
命
令
で
あ
る
と
し
て
上
陸
を
要
求
し
た
。
夜
分
で
も
あ
り
、
翌
朝
ま
で
待
っ
て
ほ
し
い
と
佐
伯
ら
が
訴
え
た

と
こ
ろ
、「
証
拠
」
を
出
す
よ
う
に
要
求
さ
れ
た
。
そ
こ
で
別
府
と
佐
伯
は
旧
藩
か
ら
下
付
さ
れ
た
漁
業
鑑
札
を
、
三
浦
長
次
郎
は
「
対
州
船
越
通
船
税
受
取
証
」

と
こ
ろ
、「
証
拠
」
を
出
す
よ
う
に
要
求
さ
れ
た
。
そ
こ
で
別
府
と
佐
伯
は
旧
藩
か
ら
下
付
さ
れ
た
漁
業
鑑
札
を
、
三
浦
長
次
郎
は
「
対
州
船
越
通
船
税
受
取
証
」

を
提
出
し
た
（
こ
れ
ら
の
「
証
拠
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
翌
朝
、
別
府
が
一
人
で
上
陸
し
た
と
こ
ろ
、
対
馬
の
浅
芽
湾
で
見
た
こ
と
の
あ
る
五
十
歳
く
ら

を
提
出
し
た
（
こ
れ
ら
の
「
証
拠
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
翌
朝
、
別
府
が
一
人
で
上
陸
し
た
と
こ
ろ
、
対
馬
の
浅
芽
湾
で
見
た
こ
と
の
あ
る
五
十
歳
く
ら

い
の
日
本
人
（
平
山
与
右
衛
門
と
思
わ
れ
る
）
が
平
服
で
、
漁
師
体
の
日
本
人
六
、
七
人
と
と
も
に
小
さ
な
朝
鮮
家
屋
に
詰
め
て
お
り
、
近
海
で
の
操
業
に
は
、

い
の
日
本
人
（
平
山
与
右
衛
門
と
思
わ
れ
る
）
が
平
服
で
、
漁
師
体
の
日
本
人
六
、
七
人
と
と
も
に
小
さ
な
朝
鮮
家
屋
に
詰
め
て
お
り
、
近
海
で
の
操
業
に
は
、

朝
鮮
政
府
へ
納
税
の
上
、
鑑
札
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
予
め
漁
業
の
期
限
を
決
め
て
税
錢
（
一
艘
に
つ
き
月
額
、
乗
船
人
四
人
ま
で
は
一
円
五
十
錢
、

朝
鮮
政
府
へ
納
税
の
上
、
鑑
札
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
予
め
漁
業
の
期
限
を
決
め
て
税
錢
（
一
艘
に
つ
き
月
額
、
乗
船
人
四
人
ま
で
は
一
円
五
十
錢
、

五
人
か
ら
九
人
は
二
円
五
十
錢
）
を
上
納
す
る
よ
う
に
言
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
別
府
ら
は
、
未
だ
一
度
も
操
業
し
て
い
な
い
こ
と
、
金
銭
の
持
ち
合
わ
せ
が

五
人
か
ら
九
人
は
二
円
五
十
錢
）
を
上
納
す
る
よ
う
に
言
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
別
府
ら
は
、
未
だ
一
度
も
操
業
し
て
い
な
い
こ
と
、
金
銭
の
持
ち
合
わ
せ
が

無
く
支
払
い
で
き
な
い
こ
と
を
伝
え
た
。
す
る
と
先
方
は
、
い
っ
た
ん
鑑
札
を
渡
す
の
で
、
回
航
し
た
際
に
税
を
上
納
せ
よ
と
言
っ
て
き
た
。
し
か
も
鑑
札
が
あ

無
く
支
払
い
で
き
な
い
こ
と
を
伝
え
た
。
す
る
と
先
方
は
、
い
っ
た
ん
鑑
札
を
渡
す
の
で
、
回
航
し
た
際
に
税
を
上
納
せ
よ
と
言
っ
て
き
た
。
し
か
も
鑑
札
が
あ

れ
ば
、
済
州
島
で
も
操
業
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
別
府
ら
は
、
航
海
は
風
潮
に
よ
り
、
今
年
中
に
回
航
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
な
ら
翌
年

れ
ば
、
済
州
島
で
も
操
業
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
別
府
ら
は
、
航
海
は
風
潮
に
よ
り
、
今
年
中
に
回
航
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
な
ら
翌
年

に
で
も
回
航
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
。
別
府
ら
が
、
翌
年
回
航
と
な
っ
た
場
合
、
先
に
提
出
し
た
「
証
拠
」
を
預
け
き
り
に
す
る
の
は
困
る
と
言
う
と
、
先
方
は
こ

に
で
も
回
航
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
。
別
府
ら
が
、
翌
年
回
航
と
な
っ
た
場
合
、
先
に
提
出
し
た
「
証
拠
」
を
預
け
き
り
に
す
る
の
は
困
る
と
言
う
と
、
先
方
は
こ

れ
に
対
す
る
受
取
を
発
行
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
。

れ
に
対
す
る
受
取
を
発
行
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
別
府
ら
は
所
安
島
近
海
で
、
大
分
県
佐
賀
関
の
漁
船
十
八
隻
に
遭
遇
し
た
際
、
こ
の
「
大
船
頭
太
郎
吉
」
に
状
況
を
聞
い
た
。
太
郎
吉
に
よ
れ
ば
、

　

こ
の
ほ
か
、
別
府
ら
は
所
安
島
近
海
で
、
大
分
県
佐
賀
関
の
漁
船
十
八
隻
に
遭
遇
し
た
際
、
こ
の
「
大
船
頭
太
郎
吉
」
に
状
況
を
聞
い
た
。
太
郎
吉
に
よ
れ
ば
、

山
田
荒
治
か
ら
一
艘
に
つ
き
一
ヶ
月
あ
た
り
二
円
五
十
銭
の
上
納
を
要
求
さ
れ
た
が
、
交
渉
の
末
、
一
円
五
十
銭
の
約
束
で
鑑
札
を
受
領
し
た
と
い
う
。
ま
た
山

山
田
荒
治
か
ら
一
艘
に
つ
き
一
ヶ
月
あ
た
り
二
円
五
十
銭
の
上
納
を
要
求
さ
れ
た
が
、
交
渉
の
末
、
一
円
五
十
銭
の
約
束
で
鑑
札
を
受
領
し
た
と
い
う
。
ま
た
山

口
県
阿
武
郡
鶴
江
村
の
「
沖
船
頭
鶴
吉
」
か
ら
も
話
を
聞
い
た
が
、彼
も
山
田
荒
治
な
る
も
の
に
税
金
の
内
金
と
し
て
一
円
を
上
納
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

口
県
阿
武
郡
鶴
江
村
の
「
沖
船
頭
鶴
吉
」
か
ら
も
話
を
聞
い
た
が
、彼
も
山
田
荒
治
な
る
も
の
に
税
金
の
内
金
と
し
て
一
円
を
上
納
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
証
言
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
徴
税
に
あ
た
っ
た
山
田
荒
治
、
平
山
与
右
衛
門
は
「
水
夫
」「
漁
師
体
」
の
日
本
人
数
人
を
引
き
連
れ
て
お
り
、

　

以
上
の
証
言
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
徴
税
に
あ
た
っ
た
山
田
荒
治
、
平
山
与
右
衛
門
は
「
水
夫
」「
漁
師
体
」
の
日
本
人
数
人
を
引
き
連
れ
て
お
り
、

同
時
に
朝
鮮
人
通
弁
の
同
行
も
確
認
で
き
る
こ
と
、
第
二
に
、
山
田
ら
は
鑑
札
発
行
の
条
件
と
し
て
の
税
金
を
月
額
で
計
算
し
て
お
り
、
そ
の
額
面
は
外
衙
門
か

同
時
に
朝
鮮
人
通
弁
の
同
行
も
確
認
で
き
る
こ
と
、
第
二
に
、
山
田
ら
は
鑑
札
発
行
の
条
件
と
し
て
の
税
金
を
月
額
で
計
算
し
て
お
り
、
そ
の
額
面
は
外
衙
門
か

ら
下
付
さ
れ
た
節
目
の
金
額
と
同
一
で
あ
る
こ

ら
下
付
さ
れ
た
節
目
の
金
額
と
同
一
で
あ
る
こ
とと＊
六
十
八

＊
六
十
八

、
第
三
に
、
鑑
札
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、「
証
拠
」
の
提
出
を
要
求
す
る
、
税
額
の
交
渉
に
応
じ
る
、
税
金

、
第
三
に
、
鑑
札
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、「
証
拠
」
の
提
出
を
要
求
す
る
、
税
額
の
交
渉
に
応
じ
る
、
税
金

の
後
払
い
を
認
め
る
、
済
州
に
お
け
る
操
業
を
認
め
る
な

の
後
払
い
を
認
め
る
、
済
州
に
お
け
る
操
業
を
認
め
る
な
どど＊
六
十
九

＊
六
十
九

、
現
地
裁
量
と
思
わ
れ
る
判
断
を
度
々
行
っ
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
外
務
省
に
集
め
ら
れ
た
証
言
以

、
現
地
裁
量
と
思
わ
れ
る
判
断
を
度
々
行
っ
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
外
務
省
に
集
め
ら
れ
た
証
言
以

外
に
も
、
漁
民
の
徴
税
ケ
ー
ス
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
以
上
の
四
点
で
あ
る
。

外
に
も
、
漁
民
の
徴
税
ケ
ー
ス
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
以
上
の
四
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
注
目
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
山
田
事
件
と
外
衙
門
の
関
連
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
重
要
な
論
点
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
は
、
朝
鮮
人
の
役
割

　

こ
れ
ら
の
注
目
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
山
田
事
件
と
外
衙
門
の
関
連
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
重
要
な
論
点
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
は
、
朝
鮮
人
の
役
割
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と
、
捧
税
官
ら
の
現
地
裁
量
に
つ
い
て
で
あ
る
。
次
節
で
は
、（
表
二
）
の
ケ
ー
ス
を
総
合
し
て
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

と
、
捧
税
官
ら
の
現
地
裁
量
に
つ
い
て
で
あ
る
。
次
節
で
は
、（
表
二
）
の
ケ
ー
ス
を
総
合
し
て
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
朝
鮮
人
の
役
割

　

こ
れ
ま
で
み
た
別
府
ら
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
山
田
に
朝
鮮
人
通
訳
が
同
行
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
が
、
こ
の
他
の
徴
税
に
も
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で

　

こ
れ
ま
で
み
た
別
府
ら
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
山
田
に
朝
鮮
人
通
訳
が
同
行
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
が
、
こ
の
他
の
徴
税
に
も
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で

朝
鮮
人
の
関
与
が
確
認
で
き
る
。

朝
鮮
人
の
関
与
が
確
認
で
き
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、朝
鮮
人
官
吏
が
徴
税
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
言
さ
れ
て
お
り
、文
書
の
発
行
人
も
「
金
乃
信
」
と
な
っ
て
い

　

①
に
つ
い
て
は
、朝
鮮
人
官
吏
が
徴
税
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
言
さ
れ
て
お
り
、文
書
の
発
行
人
も
「
金
乃
信
」
と
な
っ
て
い
るる＊
七
十

＊
七
十。

④
に
つ
い
て
は
、「
徴
税
官
」

。
④
に
つ
い
て
は
、「
徴
税
官
」

が
乗
り
込
ん
で
い
る
船
（
朝
鮮
住
民
使
用
の
小
船
で
あ
る
と
い
う
）
に
は
「
日
本
人
六
七
名
に
朝
鮮
人
兩
三
名
」
が
詰
め
て
い
た
と
い
い
、
発
行
さ
れ
た
漁
業
鑑

が
乗
り
込
ん
で
い
る
船
（
朝
鮮
住
民
使
用
の
小
船
で
あ
る
と
い
う
）
に
は
「
日
本
人
六
七
名
に
朝
鮮
人
兩
三
名
」
が
詰
め
て
い
た
と
い
い
、
発
行
さ
れ
た
漁
業
鑑

札
に
は
「
山
田
」「
金
」
の
名
が
確
認
さ
れ
る
。
山
田
が
下
関
に
帰
国
し
た
際
も
、
金
萬
錫
と
同
行
し
て
い
た
と
み
ら

札
に
は
「
山
田
」「
金
」
の
名
が
確
認
さ
れ
る
。
山
田
が
下
関
に
帰
国
し
た
際
も
、
金
萬
錫
と
同
行
し
て
い
た
と
み
ら
れれ＊
七
十
一

＊
七
十
一

、
山
田
の
活
動
の
多
く
は
金
萬
錫
と
と

、
山
田
の
活
動
の
多
く
は
金
萬
錫
と
と

も
に
行
わ
れ
た
と
み
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

も
に
行
わ
れ
た
と
み
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
③
に
つ
い
て
、
発
行
さ
れ
た
文
書
に
名
前
が
確
認
さ
れ
る
の
は
「
山
田
荒
治
」
と
「
平
山
与
右
衛
門
」
な
の
で
あ
る
が
、
山
田
の
供
述
に
よ
れ
ば
、

　

一
方
で
、
③
に
つ
い
て
、
発
行
さ
れ
た
文
書
に
名
前
が
確
認
さ
れ
る
の
は
「
山
田
荒
治
」
と
「
平
山
与
右
衛
門
」
な
の
で
あ
る
が
、
山
田
の
供
述
に
よ
れ
ば
、

山
田
は
こ
の
と
き
病
気
の
た
め
楸
子
島
に
お
ら
ず
、
こ
の
ケ
ー
ス
を
行
っ
た
の
は
「
安
先
達
」
で
あ
る
と
い

山
田
は
こ
の
と
き
病
気
の
た
め
楸
子
島
に
お
ら
ず
、
こ
の
ケ
ー
ス
を
行
っ
た
の
は
「
安
先
達
」
で
あ
る
と
い
うう＊
七
十
二

＊
七
十
二

。「
安
先
達
」
の
名
は
、
⑤
に
お
い
て
も
、
朝
鮮

。「
安
先
達
」
の
名
は
、
⑤
に
お
い
て
も
、
朝
鮮

側
に
拘
留
船
解
決
の
た
め
に
渡
す
金
銭
を
「
魚
税
」
と
し
て
処
理
す
る
よ
う
に
山
田
に
指
示
し
た
人
物
と
し
て
挙
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
山
の
供
述
に
よ
れ

側
に
拘
留
船
解
決
の
た
め
に
渡
す
金
銭
を
「
魚
税
」
と
し
て
処
理
す
る
よ
う
に
山
田
に
指
示
し
た
人
物
と
し
て
挙
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
山
の
供
述
に
よ
れ

ば
、
平
山
の
楸
子
島
に
お
け
る
活
動
は
、
朝
鮮
人
「
安
先
達
」
と
と
も
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い

ば
、
平
山
の
楸
子
島
に
お
け
る
活
動
は
、
朝
鮮
人
「
安
先
達
」
と
と
も
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
うう＊
七
十
三

＊
七
十
三

。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
②
の
二
回
目
の
ケ
ー
ス
に
つ

。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
②
の
二
回
目
の
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
も
、
平
山
と
と
も
に
朝
鮮
人
「
安
先
達
」
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。「
安
先
達
」
の
正
体
は
不
明
で
あ
る

い
て
も
、
平
山
と
と
も
に
朝
鮮
人
「
安
先
達
」
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。「
安
先
達
」
の
正
体
は
不
明
で
あ
る
がが＊
七
十
四

＊
七
十
四

、
山
田
は
「
安
先
達
」
に
つ
い
て
、

、
山
田
は
「
安
先
達
」
に
つ
い
て
、

金
萬
錫
同
様
、「
統
理
衙
門
に
使
は
る
る
も
の
」
で
あ
り
、「
自
分
の
上
役
の
如
く
な
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
安
先
達
」
は
山
田
の

金
萬
錫
同
様
、「
統
理
衙
門
に
使
は
る
る
も
の
」
で
あ
り
、「
自
分
の
上
役
の
如
く
な
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
安
先
達
」
は
山
田
の

行
動
に
つ
い
て
、「
朝
鮮
国
に
雇
は
れ
」
て
い
る
立
場
を
わ
き
ま
え
る
よ
う
注
意
を
与
え
て
お
り
、
山
田
は
こ
れ
に
「
毎
度
心
痛
」
し
て
い
た
と
の
不
満
も
漏
ら

行
動
に
つ
い
て
、「
朝
鮮
国
に
雇
は
れ
」
て
い
る
立
場
を
わ
き
ま
え
る
よ
う
注
意
を
与
え
て
お
り
、
山
田
は
こ
れ
に
「
毎
度
心
痛
」
し
て
い
た
と
の
不
満
も
漏
ら

し
て
い

し
て
い
るる＊
七
十
五

＊
七
十
五

。
山
田
の
地
位
が
外
衙
門
派
遣
官
員
の
補
佐
で
あ
る
こ
と
は
、
雇
用
契
約
に
す
で
に
明
言
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
徴
税
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
人
が
指

。
山
田
の
地
位
が
外
衙
門
派
遣
官
員
の
補
佐
で
あ
る
こ
と
は
、
雇
用
契
約
に
す
で
に
明
言
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
徴
税
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
人
が
指

導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
は
、
文
書
の
発
行
主
体
か
ら
も
う
か
が
え
る
。（
表
三
）
は
、
現
在
、
被
徴
税
漁
民
ら
が
徴
税
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
文
書
と
し
て
確
認
で
き

　

そ
の
よ
う
な
状
況
は
、
文
書
の
発
行
主
体
か
ら
も
う
か
が
え
る
。（
表
三
）
は
、
現
在
、
被
徴
税
漁
民
ら
が
徴
税
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
文
書
と
し
て
確
認
で
き

る
十
三
件
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
（
冒
頭
の
丸
番
号
は
（
表
二
）
の
徴
税
ケ
ー
ス
に
対
応
）。
文
体
に
注
目
す
る
と
、
漢
文
、
吏
読
、
カ
ナ
、
候
文
を
自
在
に

る
十
三
件
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
（
冒
頭
の
丸
番
号
は
（
表
二
）
の
徴
税
ケ
ー
ス
に
対
応
）。
文
体
に
注
目
す
る
と
、
漢
文
、
吏
読
、
カ
ナ
、
候
文
を
自
在
に
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駆
使
し
て
文
書
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
書
発
行
者
と
し
て
は
、
山
田
や
平
山
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
日
本
に
お
け
る
識
字
の
一
般

駆
使
し
て
文
書
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
書
発
行
者
と
し
て
は
、
山
田
や
平
山
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
日
本
に
お
け
る
識
字
の
一
般

的
な
状
況
か
ら
し
て

的
な
状
況
か
ら
し
て
もも＊
七
十
六

＊
七
十
六

、
先
述
し
た
よ
う
に
自
分
の
雇
用
契
約
書
の
内
容
さ
え
十
分
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
山
田
の
識
字
能
力
か
ら
し
て

、
先
述
し
た
よ
う
に
自
分
の
雇
用
契
約
書
の
内
容
さ
え
十
分
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
山
田
の
識
字
能
力
か
ら
し
て
もも＊
七
十
七

＊
七
十
七

、
山
田
ら
日
本
人

、
山
田
ら
日
本
人

（
表
三
）
被
徴
税
漁
民
が
発
給
さ
れ
た
文
書

（
表
三
）
被
徴
税
漁
民
が
発
給
さ
れ
た
文
書

⑤⑤ ④
Ｄ
④
Ｄ

④
Ｃ
④
Ｃ

④
Ｂ
④
Ｂ

④
Ａ
④
Ａ

③
Ｄ
③
Ｄ

③
Ｃ
③
Ｃ

③
Ｂ
③
Ｂ

③
Ａ
③
Ａ

②
Ｃ
②
Ｃ

②
Ｂ
②
Ｂ

②
Ａ
②
Ａ

①①

明
治
廿
年
旧
九
月
四
日

明
治
廿
年
旧
九
月
四
日

明
治
二
十
年
八
月
十
五
日

明
治
二
十
年
八
月
十
五
日

明
治
二
十
年
十
月
十
三
日

明
治
二
十
年
十
月
十
三
日

光
緒
十
三
年
丁
亥
八
月
十
七
日

光
緒
十
三
年
丁
亥
八
月
十
七
日

光
緒
十
二
年
十
月
十
三
日

光
緒
十
二
年
十
月
十
三
日

旧
八
月
廿
二
日

旧
八
月
廿
二
日

明
治
廿
年
八
月
廿
二
日

明
治
廿
年
八
月
廿
二
日

明
治
二
十
年
旧
八
月
廿
二
日

明
治
二
十
年
旧
八
月
廿
二
日

光
緒
十
三
年
八
月
廿
二
日

光
緒
十
三
年
八
月
廿
二
日

光
緒
十
二
年
九
月
八
日

光
緒
十
二
年
九
月
八
日

光
緒
十
二
年
丁
亥
六
月　

日

光
緒
十
二
年
丁
亥
六
月　

日

光
緒
十
二
年
丁
亥
六
月　

日

光
緒
十
二
年
丁
亥
六
月　

日

光
緒
十
四
年
丁
亥
四
月
二
十
五
日

光
緒
十
四
年
丁
亥
四
月
二
十
五
日

発
行
日
時

発
行
日
時

亀
田
三
郎

亀
田
三
郎

林
安
太
郎

林
安
太
郎

林
安
太
郎

林
安
太
郎

林
安
太
郎

林
安
太
郎

林
安
太
郎

林
安
太
郎

釜
山
港　

大
草
様

釜
山
港　

大
草
様

橋
本
源
八

橋
本
源
八

橋
本
源
八

橋
本
源
八

橋
本
源
八

橋
本
源
八

三
浦
長
十
郎

三
浦
長
十
郎

前
府
亀
吉

前
府
亀
吉

佐
伯
与
右
衛
門

佐
伯
与
右
衛
門

三
浦
長
十
郎

三
浦
長
十
郎

前
府
亀
松

前
府
亀
松

古
谷
伍
助

古
谷
伍
助

受
取
人

受
取
人

所
安
島　

捧
税
官

所
安
島　

捧
税
官

大
朝
鮮
国
外
理
衙
門
捧
税
官
出
張
所　

大
朝
鮮
国
外
理
衙
門
捧
税
官
出
張
所　

山
田
荒
治

山
田
荒
治

楸
子
島
捧
税
官　

山
田
荒
治

楸
子
島
捧
税
官　

山
田
荒
治

統
理
衙
門
捧
税
官　

山
田
荒
治

統
理
衙
門
捧
税
官　

山
田
荒
治

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官　

金　

山
田

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官　

金　

山
田

山
田
荒
治　

平
山
与
右
衛
門

山
田
荒
治　

平
山
与
右
衛
門

捧
税
官　

平
山

捧
税
官　

平
山

楸
子
出
張
所

楸
子
出
張
所

楸
子
島
出
張
所　

山
田
荒
治

楸
子
島
出
張
所　

山
田
荒
治

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官
山
田
荒
治

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官
山
田
荒
治

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官
山
田
荒
治

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官
山
田
荒
治

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官
山
田
荒
治

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官
山
田
荒
治

捧
税
○
○
○
○
金
乃
信

捧
税
○
○
○
○
金
乃
信

発
行
人

発
行
人

記記 渡
鮮
聞
届
書

渡
鮮
聞
届
書

請
取
証

請
取
証

漁
業
鑑
札

漁
業
鑑
札

漁
業
鑑
札

漁
業
鑑
札

記記記記 記記 漁
業
鑑
札

漁
業
鑑
札

漁
業
鑑
札

漁
業
鑑
札

文
書
種
類

文
書
種
類

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

漢
文
漢
文

吏
読
吏
読  

含
む
含
む

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

候
文
候
文

候
文
／

候
文
／

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

カ
ナ
文
字

吏
読
吏
読  

含
む
含
む

吏
読
吏
読  

含
む
含
む

漢
文
漢
文

文
体
文
体

○○ ○○ ○○○○ ○○○○ ○○ ○○ ○○ 印
章
印
章

237237 277277 276276 227227 275275 334334 239239 240240 238238 311311 310310 310310 274274 「
山
田
綴
」

「
山
田
綴
」

出
典
出
典
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が
日
本
語
で
す
ら
こ
れ
ら
の
文
書
を
作
成
で
き
た
と
は
考
え
に
く

が
日
本
語
で
す
ら
こ
れ
ら
の
文
書
を
作
成
で
き
た
と
は
考
え
に
く
くく＊
七
十
八

＊
七
十
八

、
吏
読
の
使
用
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
通
事
出
身
と
思
わ
れ
る
金
萬
錫

、
吏
読
の
使
用
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
通
事
出
身
と
思
わ
れ
る
金
萬
錫

に
は
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、「
先
達
」
と
し
て
山
田
ら
日
本
人
と
疎
通
し
て
い
た
「
安
先
達
」
に
お
い
て
も
然
り
で
あ
る
。
文
書
の
発
行
は
、
徴
税
行
為
に

に
は
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、「
先
達
」
と
し
て
山
田
ら
日
本
人
と
疎
通
し
て
い
た
「
安
先
達
」
に
お
い
て
も
然
り
で
あ
る
。
文
書
の
発
行
は
、
徴
税
行
為
に

お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
局
面
で
あ
り
、
こ
の
手
続
を
朝
鮮
人
が
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
徴
税
の
実
質
的
な
主
導
権
を
、
山
田
ら
で
は
な
く
朝
鮮
人
が

お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
局
面
で
あ
り
、
こ
の
手
続
を
朝
鮮
人
が
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
徴
税
の
実
質
的
な
主
導
権
を
、
山
田
ら
で
は
な
く
朝
鮮
人
が

握
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
も
ま
た
示
し
て
い
る
。

握
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
も
ま
た
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
山
田
ら
日
本
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
の
役
割
は
日
本
漁
民
に
対
す
る
暴
力
的
威
圧
で
あ
る
。
当
時
、
朝

　

そ
れ
で
は
、
山
田
ら
日
本
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
の
役
割
は
日
本
漁
民
に
対
す
る
暴
力
的
威
圧
で
あ
る
。
当
時
、
朝

鮮
出
漁
日
本
漁
民
た
ち
は
、「
其
何
県
下
た
る
に
論
な
く
、
都
て
各
船
各
人
、
刀
鎗
・
銃
砲
の
一
を
備
へ
ざ
る
こ
と
な
」
い
状
態
で
あ
り
、「
漁
民
等
は
刀
鎗
・
銃

鮮
出
漁
日
本
漁
民
た
ち
は
、「
其
何
県
下
た
る
に
論
な
く
、
都
て
各
船
各
人
、
刀
鎗
・
銃
砲
の
一
を
備
へ
ざ
る
こ
と
な
」
い
状
態
で
あ
り
、「
漁
民
等
は
刀
鎗
・
銃

器
を
利
用
す
る
こ
と
一
な
ら
ず
し
て
、
其
島
嶼
に
出
入
す
る
毎
に
発
砲
し
、
海
上
當
國
船
に
逢
ふ
と
き
も
又
砲
を
發
」
す
る
有
様
で
あ
っ

器
を
利
用
す
る
こ
と
一
な
ら
ず
し
て
、
其
島
嶼
に
出
入
す
る
毎
に
発
砲
し
、
海
上
當
國
船
に
逢
ふ
と
き
も
又
砲
を
發
」
す
る
有
様
で
あ
っ
たた＊
七
十
九

＊
七
十
九

。
朝
鮮
政
府
に
お
い

。
朝
鮮
政
府
に
お
い

て
も
、
日
本
漁
民
の
横
暴
を
牽
制
す
る
こ
と
は
、
山
田
雇
用
当
時
か
ら
、
重
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ

て
も
、
日
本
漁
民
の
横
暴
を
牽
制
す
る
こ
と
は
、
山
田
雇
用
当
時
か
ら
、
重
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
たた＊
八
十

＊
八
十。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
徴
税
側
も
漁
民
に
対
し
て
暴

。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
徴
税
側
も
漁
民
に
対
し
て
暴

力
に
よ
る
威
嚇
を
行
っ
て
い
る
。
①
で
は
税
金
を
「
出
さ
な
け
れ
ば
打
つ
」
と
脅
迫
し
て
い
る
し
、
④
で
は
即
納
し
な
い
場
合
は
「
漁
船
を
取
圍
み
暴
行
を
加
へ

力
に
よ
る
威
嚇
を
行
っ
て
い
る
。
①
で
は
税
金
を
「
出
さ
な
け
れ
ば
打
つ
」
と
脅
迫
し
て
い
る
し
、
④
で
は
即
納
し
な
い
場
合
は
「
漁
船
を
取
圍
み
暴
行
を
加
へ

ん
」
と
し
た
。「
其
器
具
も
備
へ
付
け
有
之
」
状
態
で
、
漁
民
た
ち
は
銃
殺
の
脅
迫
も
あ
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
徴
税
人
が
漁
師
体
グ
ル
ー
プ
と
行
動
を

ん
」
と
し
た
。「
其
器
具
も
備
へ
付
け
有
之
」
状
態
で
、
漁
民
た
ち
は
銃
殺
の
脅
迫
も
あ
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
徴
税
人
が
漁
師
体
グ
ル
ー
プ
と
行
動
を

共
に
し
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

共
に
し
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
に
、
漁
民
と
の
交
渉
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
港
口
に
寄
航
す
る
船
が
少
な
か
っ
た
以
上
、
機
動
力
の
あ
る
漁
船
を
海
上
で
発
見
し
、
さ
ら
に
拘
束
す
る

　

第
二
に
、
漁
民
と
の
交
渉
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
港
口
に
寄
航
す
る
船
が
少
な
か
っ
た
以
上
、
機
動
力
の
あ
る
漁
船
を
海
上
で
発
見
し
、
さ
ら
に
拘
束
す
る

こ
と
は
容
易
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
山
に
よ
れ
ば
、
漁
船
へ
は
な
か
な
か
接
触
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
金
萬
錫
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
拘
束
し
た
と

こ
と
は
容
易
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
山
に
よ
れ
ば
、
漁
船
へ
は
な
か
な
か
接
触
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
金
萬
錫
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
拘
束
し
た
と

し
て
も
漁
民
の
逃
亡
は
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ

し
て
も
漁
民
の
逃
亡
は
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
たた＊
八
十
一

＊
八
十
一

。
ま
た
、
山
田
側
に
と
っ
て
も
、
公
式
的
に
は
徴
税
実
施
が
日
朝
間
で
の
漁
税
規
定
が
成
立
し
た
後
と
さ
れ
て
い

。
ま
た
、
山
田
側
に
と
っ
て
も
、
公
式
的
に
は
徴
税
実
施
が
日
朝
間
で
の
漁
税
規
定
が
成
立
し
た
後
と
さ
れ
て
い

た
た
め
、
名
分
に
欠
け
る
と
い
う
側
面
が
あ
っ

た
た
め
、
名
分
に
欠
け
る
と
い
う
側
面
が
あ
っ
たた＊
八
十
二

＊
八
十
二

。
結
果
と
し
て
実
際
の
徴
税
は
、
大
抵
漁
民
と
の
交
渉
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

。
結
果
と
し
て
実
際
の
徴
税
は
、
大
抵
漁
民
と
の
交
渉
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
に
つ
い
て
は
、
漁
民
は
「
濱
税
」
と
し
て
説
明
を
受
け
た
が
、
領
収
書
と
み
ら
れ
る
文
書
に
は
「
船
食
税
」
と
さ
れ
て
い
る
。
漁
業
税
と
し

　

具
体
的
に
は
、
①
に
つ
い
て
は
、
漁
民
は
「
濱
税
」
と
し
て
説
明
を
受
け
た
が
、
領
収
書
と
み
ら
れ
る
文
書
に
は
「
船
食
税
」
と
さ
れ
て
い
る
。
漁
業
税
と
し

て
直
接
徴
収
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
名
称
を
操
作
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
④
で
は
、
当
初
の
要
求
を
拒
否
し
て
逃
亡
し
た
漁
民
が
食
糧
調
達
の
た
め

て
直
接
徴
収
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
名
称
を
操
作
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
④
で
は
、
当
初
の
要
求
を
拒
否
し
て
逃
亡
し
た
漁
民
が
食
糧
調
達
の
た
め

に
上
陸
し
た
と
こ
ろ
を
狙
っ
て
拘
束
し
、「
漁
税
」
と
し
て
で
は
な
く
逃
亡
の
「
罰
金
」
と
し
て
集
金
し
た
と
い

に
上
陸
し
た
と
こ
ろ
を
狙
っ
て
拘
束
し
、「
漁
税
」
と
し
て
で
は
な
く
逃
亡
の
「
罰
金
」
と
し
て
集
金
し
た
と
い
うう＊
八
十
三

＊
八
十
三

。（
し
か
し
そ
の
対
価
と
し
て
「
鑑
札
」
を
発

。（
し
か
し
そ
の
対
価
と
し
て
「
鑑
札
」
を
発

行
し
て
い
る
）。
⑤
で
は
、「
魚
税
」
と
し
て
集
金
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
実
は
、
漁
船
に
米
を
積
載
し
て
い
た
こ
と
が
朝
鮮
側
に
露
呈
し
、
船
が
取
り
上
げ

行
し
て
い
る
）。
⑤
で
は
、「
魚
税
」
と
し
て
集
金
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
実
は
、
漁
船
に
米
を
積
載
し
て
い
た
こ
と
が
朝
鮮
側
に
露
呈
し
、
船
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
も
の
を
、山
田
が
仲
介
し
て
船
を
取
り
戻
す
た
め
に
朝
鮮
側
に
渡
す
金
銭
で
あ
っ
た
と
い
う
。
表
に
整
理
し
た
以
外
の
ケ
ー
ス
に
な
る
が
、

ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
も
の
を
、山
田
が
仲
介
し
て
船
を
取
り
戻
す
た
め
に
朝
鮮
側
に
渡
す
金
銭
で
あ
っ
た
と
い
う
。
表
に
整
理
し
た
以
外
の
ケ
ー
ス
に
な
る
が
、

平
山
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
居
留
地
外
納
屋
建
築
（
所
安
道
に
七
カ
所
、
楸
子
島
に
三
カ
所
）
か
ら
「
断
り
金
」
と
し
て
一
戸
毎
三
円
五
十
銭
を
「
税
金
」

平
山
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
居
留
地
外
納
屋
建
築
（
所
安
道
に
七
カ
所
、
楸
子
島
に
三
カ
所
）
か
ら
「
断
り
金
」
と
し
て
一
戸
毎
三
円
五
十
銭
を
「
税
金
」



44

と
し
て
取
立
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

と
し
て
取
立
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
うう＊
八
十
四

＊
八
十
四

。
あ
く
ま
で
も
朝
鮮
人
の
指
示
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た

。
あ
く
ま
で
も
朝
鮮
人
の
指
示
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
がが＊
八
十
五

＊
八
十
五

、
こ
れ
ら
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
の
は
、
漁
民
等
の
証

、
こ
れ
ら
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
の
は
、
漁
民
等
の
証

言
に
よ
れ
ば
、
山
田
ら
日
本
人
で
あ
っ
た
。

言
に
よ
れ
ば
、
山
田
ら
日
本
人
で
あ
っ
た
。

（
三
）
発
行
文
書
か
ら
み
た
現
地
裁
量

　

税
目
の
変
更
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、実
際
の
徴
税
現
場
に
お
い
て
、山
田
ら
は
か
な
り
の
現
地
裁
量
を
行
っ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
山
田
の
雇
用
、「
収

　

税
目
の
変
更
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、実
際
の
徴
税
現
場
に
お
い
て
、山
田
ら
は
か
な
り
の
現
地
裁
量
を
行
っ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
山
田
の
雇
用
、「
収

捧
節
目
」
の
付
与
、
現
地
派
遣
は
外
衙
門
の
政
策
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
下
に
、
こ
の
よ
う
な
徴
税
現
場
に
お
け
る
現
地
裁
量
の
実
態
を
確
認
す
る
こ
と
、
す
な

捧
節
目
」
の
付
与
、
現
地
派
遣
は
外
衙
門
の
政
策
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
下
に
、
こ
の
よ
う
な
徴
税
現
場
に
お
け
る
現
地
裁
量
の
実
態
を
確
認
す
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
外
衙
門
の
意
向
が
ど
の
程
度
現
場
で
反
映
さ
れ
て
い
た
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
は
、
山
田
事
件
を
め
ぐ
る
外
衙
門
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
点

わ
ち
外
衙
門
の
意
向
が
ど
の
程
度
現
場
で
反
映
さ
れ
て
い
た
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
は
、
山
田
事
件
を
め
ぐ
る
外
衙
門
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
点

で
あ
る
。
朝
鮮
人
に
よ
る
文
書
発
行
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、
本
節
で
は
文
書
の
よ
り
詳
細
な
検
討
か
ら
、
こ
の
現
地
裁
量
問
題
を
論
じ
て
み
た
い
。

で
あ
る
。
朝
鮮
人
に
よ
る
文
書
発
行
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、
本
節
で
は
文
書
の
よ
り
詳
細
な
検
討
か
ら
、
こ
の
現
地
裁
量
問
題
を
論
じ
て
み
た
い
。

①
形
式

①
形
式

　

先
の
（
表
三
）
に
挙
げ
た
文
書
は
、
実
は
公
文
書
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
形
式
的
な
不
備
が
多
い
。
具
体
的
に
は
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

先
の
（
表
三
）
に
挙
げ
た
文
書
は
、
実
は
公
文
書
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
形
式
的
な
不
備
が
多
い
。
具
体
的
に
は
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
発
行
年
月
日
が
不
正
確
で
あ
る
。
所
安
島
近
海
に
お
け
る
徴
税
が
行
わ
れ
た
の
は
、
光
緒
十
三
年
＝
丁
亥
＝
明
治
二
十
年
＝
一
八
八
七
年
な
の
で
あ

　

第
一
に
、
発
行
年
月
日
が
不
正
確
で
あ
る
。
所
安
島
近
海
に
お
け
る
徴
税
が
行
わ
れ
た
の
は
、
光
緒
十
三
年
＝
丁
亥
＝
明
治
二
十
年
＝
一
八
八
七
年
な
の
で
あ

る
が
、「
光
緒
十
四
年
丁
亥
」（
①
）、「
光
緒
十
二
年
丁
亥
」（
②
Ａ
Ｂ
）、「
光
緒
十
二
年
」（
②
Ｃ
）
と
い
う
誤
記
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
②
Ａ
Ｂ
の
漁
業
鑑
札

る
が
、「
光
緒
十
四
年
丁
亥
」（
①
）、「
光
緒
十
二
年
丁
亥
」（
②
Ａ
Ｂ
）、「
光
緒
十
二
年
」（
②
Ｃ
）
と
い
う
誤
記
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
②
Ａ
Ｂ
の
漁
業
鑑
札

に
つ
い
て
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
実
際
に
漁
業
鑑
札
が
発
行
さ
れ
た
の
は
別
府
ら
二
回
目
の
渡
韓
時
で
あ
る
た
め
、
陰
暦
で
言
え
ば
八
月
の
は
ず
で
あ
る
が
、
一

に
つ
い
て
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
実
際
に
漁
業
鑑
札
が
発
行
さ
れ
た
の
は
別
府
ら
二
回
目
の
渡
韓
時
で
あ
る
た
め
、
陰
暦
で
言
え
ば
八
月
の
は
ず
で
あ
る
が
、
一

回
目
の
渡
韓
時
で
あ
る
六
月
に
遡
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

回
目
の
渡
韓
時
で
あ
る
六
月
に
遡
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
発
行
主
体
の
名
称
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
最
も
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官
山
田
荒
治
」
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に

　

第
二
に
、
発
行
主
体
の
名
称
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
最
も
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
大
朝
鮮
国
統
理
衙
門
捧
税
官
山
田
荒
治
」
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に

も
様
々
な
記
載
が
確
認
で
き
る
。「
統
理
衙
門
」
に
つ
い
て
も
「
外
理
衙
門
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
平
山
与
右
衛
門
が
捧
税
官
を
か
た
っ
て
い

も
様
々
な
記
載
が
確
認
で
き
る
。「
統
理
衙
門
」
に
つ
い
て
も
「
外
理
衙
門
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
平
山
与
右
衛
門
が
捧
税
官
を
か
た
っ
て
い

る
文
書
も
あ
り
、
形
式
を
備
え
た
文
書
の
発
行
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
ら
れ
な
い
。

る
文
書
も
あ
り
、
形
式
を
備
え
た
文
書
の
発
行
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

第
三
に
、
印
章
の
問
題
が
あ
る
。
金
萬
錫
の
証
言
に
よ
れ
ば
、「
捧
税
官
出
張
所
」
に
は
朝
鮮
国
王
か
ら
下
賜
さ
れ
た
官
印
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、「
山
田
綴
」

　

第
三
に
、
印
章
の
問
題
が
あ
る
。
金
萬
錫
の
証
言
に
よ
れ
ば
、「
捧
税
官
出
張
所
」
に
は
朝
鮮
国
王
か
ら
下
賜
さ
れ
た
官
印
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、「
山
田
綴
」

は
外
務
省
に
お
い
て
筆
写
し
た
史
料
が
大
部
分
で
あ
り
、「
○
印
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
④
Ｄ
に
つ
い
て
は
、角
印
の
印
影
が
模
写
さ
れ
て
い
て
「
朝

は
外
務
省
に
お
い
て
筆
写
し
た
史
料
が
大
部
分
で
あ
り
、「
○
印
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
④
Ｄ
に
つ
い
て
は
、角
印
の
印
影
が
模
写
さ
れ
て
い
て
「
朝
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鮮
国
■
■
（
判
読
不
能
）
出
張
員
山
田
之
章
」
と
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
金
萬
錫
が
、「
此
印
は
山
田
が
政
府
よ
り
貰
ひ
し
に
あ
ら
ず
。
然
る
に

鮮
国
■
■
（
判
読
不
能
）
出
張
員
山
田
之
章
」
と
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
金
萬
錫
が
、「
此
印
は
山
田
が
政
府
よ
り
貰
ひ
し
に
あ
ら
ず
。
然
る
に

漁
民
よ
り
徴
税
す
る
受
取
証
に
印
も
押
さ
ず
に
人
に
渡
し
て
は
済
ま
ず
。
故
へ
私
（
金
萬
錫
）
が
山
田
に
作
ら
せ
た
り
し
が
、
之
は
官
印
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
て

漁
民
よ
り
徴
税
す
る
受
取
証
に
印
も
押
さ
ず
に
人
に
渡
し
て
は
済
ま
ず
。
故
へ
私
（
金
萬
錫
）
が
山
田
に
作
ら
せ
た
り
し
が
、
之
は
官
印
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
て

おお
りり＊
八
十
六

＊
八
十
六

、
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
文
書
に
は
、
現
地
で
私
造
し
た
印
章
が
捺
印
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

、
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
文
書
に
は
、
現
地
で
私
造
し
た
印
章
が
捺
印
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
文
書
の
形
式
的
な
不
備
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
外
衙
門
の
管
理
や
指
示
下
に
発
行
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
現
地
裁
量
に
よ
っ
て
即
席
発
行

　

こ
の
よ
う
な
文
書
の
形
式
的
な
不
備
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
外
衙
門
の
管
理
や
指
示
下
に
発
行
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
現
地
裁
量
に
よ
っ
て
即
席
発
行

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

②
内
容

②
内
容

　

こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
現
地
裁
量
の
形
跡
は
、
発
行
文
書
の
形
式
の
み
な
ら
ず
、
内
容
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
②
Ｃ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
漁
業
鑑
札
発
行
の

　

こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
現
地
裁
量
の
形
跡
は
、
発
行
文
書
の
形
式
の
み
な
ら
ず
、
内
容
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
②
Ｃ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
漁
業
鑑
札
発
行
の

条
件
で
あ
る
漁
税
納
入
の
後
払
い
を
認
め
る
過
程
で
発
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
文
書
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

条
件
で
あ
る
漁
税
納
入
の
後
払
い
を
認
め
る
過
程
で
発
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
文
書
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

記

　
　
　
　
　

記

　
　

漁
業
鑑
札
二
枚

　
　

漁
業
鑑
札
二
枚

　

外
ニ
対
馬
國
下
県
郡
島
山
村
定
税
受
取
証
一
枚

　

外
ニ
対
馬
國
下
県
郡
島
山
村
定
税
受
取
証
一
枚

右
正
ニ
預
置
候
也

右
正
ニ
預
置
候
也

　
　

光
緒
十
二
年
九
月
八
日

　
　

光
緒
十
二
年
九
月
八
日

　
　
　
　

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門

　
　
　
　

大
朝
鮮
国
統
理
衙
門

　
　
　
　
　
　
　
　

捧
税
官
山
田
荒
治　

○

　
　
　
　
　
　
　
　

捧
税
官
山
田
荒
治　

○

　
　
　

船
長　

三
浦
長
次
郎
殿

　
　
　

船
長　

三
浦
長
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　

別
府
亀
吉
殿

　
　
　
　
　
　

別
府
亀
吉
殿

　
　
　
　
　
　

佐
伯
与
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

佐
伯
与
右
衛
門
殿

②
Ｃ
②
Ｃ

　
　
　
　

大
日
本
山
口
県
周
防
國
大
島
郡

　
　
　
　

大
日
本
山
口
県
周
防
國
大
島
郡

　
　
　

沖
家
宝　

平
民

　
　
　

沖
家
宝　

平
民

　
　
　
　
　
　
　

船
主　

林
安
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

船
主　

林
安
太
郎

　

右
之
者
爲
漁
業
渡
鮮
願
出
ニ
付
大
日
本
対
馬

　

右
之
者
爲
漁
業
渡
鮮
願
出
ニ
付
大
日
本
対
馬

　

國
浅
藻
ニ
於
而
聞
届
置
候
事

　

國
浅
藻
ニ
於
而
聞
届
置
候
事

　
　

明
治
廿
年
八
月
十
五
日

　
　

明
治
廿
年
八
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
荒
治
□

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
荒
治
□

　
　

大
朝
鮮
国
外
理
衙
門

　
　

大
朝
鮮
国
外
理
衙
門

　
　

捧
税
官
出
張
所

　
　

捧
税
官
出
張
所

④
Ｄ
④
Ｄ
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漁
民
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
預
け
た
文
書
は
、
旧
藩
下
付
の
漁
業
鑑
札
と
、「
対
州
船
越
通
船
税
受
取
証
」
で
あ
る
。「
船
越
通
船
税
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ

漁
民
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
預
け
た
文
書
は
、
旧
藩
下
付
の
漁
業
鑑
札
と
、「
対
州
船
越
通
船
税
受
取
証
」
で
あ
る
。「
船
越
通
船
税
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
が
、
南
北
に
長
い
対
馬
の
東
西
海
を
往
来
す
る
た
め
、
対
馬
藩
時
代
に
浅
茅
湾
に
開
削
さ
れ
た
水
路
の
通
行
税
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
②
Ｃ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
南
北
に
長
い
対
馬
の
東
西
海
を
往
来
す
る
た
め
、
対
馬
藩
時
代
に
浅
茅
湾
に
開
削
さ
れ
た
水
路
の
通
行
税
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
②
Ｃ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
下
県
郡
島
山
村
」
は
こ
の
船
越
が
行
わ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
の
で
、
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
限
定
的
な
文
書
を
納
税
後
払
い
の
担
保
と
し
て
認
め
、

る
「
下
県
郡
島
山
村
」
は
こ
の
船
越
が
行
わ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
の
で
、
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
限
定
的
な
文
書
を
納
税
後
払
い
の
担
保
と
し
て
認
め
、

預
か
り
証
を
発
行
す
る
と
い
う
行
為
は
、
か
な
り
突
発
的
で
柔
軟
な
現
地
対
応
と
み
る
ほ
か
な
く
、
こ
こ
に
外
衙
門
の
把
握
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。

預
か
り
証
を
発
行
す
る
と
い
う
行
為
は
、
か
な
り
突
発
的
で
柔
軟
な
現
地
対
応
と
み
る
ほ
か
な
く
、
こ
こ
に
外
衙
門
の
把
握
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
み
て
お
き
た
い
の
は
、
先
出
の
私
造
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
④
Ｄ
の
詳
細
で
あ
る
。
林
安
太
郎
が
、「
爲
漁
業
渡
鮮
願
出
」
を
対
馬

　

さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
み
て
お
き
た
い
の
は
、
先
出
の
私
造
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
④
Ｄ
の
詳
細
で
あ
る
。
林
安
太
郎
が
、「
爲
漁
業
渡
鮮
願
出
」
を
対
馬

の
浅
藻
で
届
出
済
み
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
対
馬
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
ず
、
こ
の
文
書
が
何
の
た
め
に

の
浅
藻
で
届
出
済
み
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
対
馬
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
ず
、
こ
の
文
書
が
何
の
た
め
に

作
成
さ
れ
た
の
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
文
書
の
発
行
も
、
か
な
り
地
域
限
定
的
な
状
況
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
地
対
応
で
あ
っ
た
と
み

作
成
さ
れ
た
の
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
文
書
の
発
行
も
、
か
な
り
地
域
限
定
的
な
状
況
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
地
対
応
で
あ
っ
た
と
み

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
と
は
ま
た
異
な
る
現
地
裁
量
の
様
相
を
み
せ
て
く
れ
る
の
が
、
③
の
一
連
の
文
書
で
あ
る
。
橋
本
源
八
宛
て
に
発
行
さ
れ
た
文
書
は
以

　

以
上
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
と
は
ま
た
異
な
る
現
地
裁
量
の
様
相
を
み
せ
て
く
れ
る
の
が
、
③
の
一
連
の
文
書
で
あ
る
。
橋
本
源
八
宛
て
に
発
行
さ
れ
た
文
書
は
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。

下
の
よ
う
で
あ
る
。

③
Ａ
に
は
「
相
受
取
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
の
領
収
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
山
田
ら
が
②
の
ケ
ー
ス
同
様
、
外
衙
門
発
行
の
「
収
捧
節
目
」
に
記
さ
れ
た
税

③
Ａ
に
は
「
相
受
取
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
の
領
収
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
山
田
ら
が
②
の
ケ
ー
ス
同
様
、
外
衙
門
発
行
の
「
収
捧
節
目
」
に
記
さ
れ
た
税

③
Ａ
③
Ａ
　
　
　

記

　
　
　

記

一
金
参
円
七
拾
五
錢　

七
半
月
分　

八
月
中
分

一
金
参
円
七
拾
五
錢　

七
半
月
分　

八
月
中
分

右
正
ニ
相
受
取
候
也

右
正
ニ
相
受
取
候
也

明
治
二
十
年
旧
八
月
廿
二
日

明
治
二
十
年
旧
八
月
廿
二
日

光
緒
十
三
年
八
月
廿
二
日

光
緒
十
三
年
八
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楸
子
島
出
張
所　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楸
子
島
出
張
所　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
荒
治　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
荒
治　

印

橋
本
源
八
殿

橋
本
源
八
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

記

　
　
　
　
　
　
　
　

記

金
壹
円
貳
拾
五
錢　
　

本
納
分

金
壹
円
貳
拾
五
錢　
　

本
納
分

同
七
拾
六
錢　
　
　
　

白
米
二
斗

同
七
拾
六
錢　
　
　
　

白
米
二
斗

貳
円
壱
錢

貳
円
壱
錢

右
之
通
御
座
候
也

右
之
通
御
座
候
也

　
　

明
治
廿
年
八
月
廿
二
日　
　
　
　

楸
子
出
張
所　

印

　
　

明
治
廿
年
八
月
廿
二
日　
　
　
　

楸
子
出
張
所　

印

　
　

橋
本
源
八
殿

　
　

橋
本
源
八
殿

③
Ｂ
③
Ｂ
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額
に
従
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
五
か
ら
九
人
乗
り
の
税
額
は
二
円
五
〇
錢
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
七
月
分
は
半
月
分
（
一
円
二
十
五
錢
）、
八
月
分
は
一
月
分
（
二

額
に
従
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
五
か
ら
九
人
乗
り
の
税
額
は
二
円
五
〇
錢
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
七
月
分
は
半
月
分
（
一
円
二
十
五
錢
）、
八
月
分
は
一
月
分
（
二

円
五
〇
錢
）、
合
わ
せ
て
三
円
七
五
銭
で
計
算
が
合
う
。
一
方
、
同
じ
日
付
と
思
わ
れ
る
一
八
八
七
年
の
旧
暦
八
月
二
十
二
日
（
陽
暦
十
月
八
日
）
に
発
行
さ
れ

円
五
〇
錢
）、
合
わ
せ
て
三
円
七
五
銭
で
計
算
が
合
う
。
一
方
、
同
じ
日
付
と
思
わ
れ
る
一
八
八
七
年
の
旧
暦
八
月
二
十
二
日
（
陽
暦
十
月
八
日
）
に
発
行
さ
れ

た
③
Ｂ
は
、
金
額
と
品
目
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
請
求
書
と
み
ら
れ
る
。「
本
納
分
」
が
税
額
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
③
Ａ
と
同
様
の
課
税
で
半
月

た
③
Ｂ
は
、
金
額
と
品
目
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
請
求
書
と
み
ら
れ
る
。「
本
納
分
」
が
税
額
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
③
Ａ
と
同
様
の
課
税
で
半
月

分
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
が
七
月
の
も
う
半
月
分
な
の
か
、
九
月
の
半
月
な
の
か
、
も
し
く
は
ま
た
別
の
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
橋
本
は
、

分
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
が
七
月
の
も
う
半
月
分
な
の
か
、
九
月
の
半
月
な
の
か
、
も
し
く
は
ま
た
別
の
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
橋
本
は
、

捧
税
官
か
ら
購
入
し
た
食
糧
の
白
米
二
斗
代
金
と
合
わ
せ
て
、
二
円
一
錢
の
支
払
い
を
請
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

捧
税
官
か
ら
購
入
し
た
食
糧
の
白
米
二
斗
代
金
と
合
わ
せ
て
、
二
円
一
錢
の
支
払
い
を
請
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
こ
れ
も
同
日
、
山
田
と
平
山
与
右
衛
門
が
連
名
で
、
釜
山
港
の
魚
問
屋
大
草
竹
三
郎
に
あ
て
て
い
る
書
付
③
Ｄ
で
あ
る
。
こ
の
書

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
こ
れ
も
同
日
、
山
田
と
平
山
与
右
衛
門
が
連
名
で
、
釜
山
港
の
魚
問
屋
大
草
竹
三
郎
に
あ
て
て
い
る
書
付
③
Ｄ
で
あ
る
。
こ
の
書

付
の
内
容
は
、「
橋
本
に
金
二
円
を
請
求
し
た
が
、
所
持
金
が
な
い
の
で
釜
山
の
為
替
に
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
や
む
を
得
ず
に
釜
山
西
町
の
猪
野
殿
に
為

付
の
内
容
は
、「
橋
本
に
金
二
円
を
請
求
し
た
が
、
所
持
金
が
な
い
の
で
釜
山
の
為
替
に
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
や
む
を
得
ず
に
釜
山
西
町
の
猪
野
殿
に
為

替
を
送
付
し
た
の
で
、
ご
面
倒
な
が
ら
「
御
懇
配
」
を
渡
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

替
を
送
付
し
た
の
で
、
ご
面
倒
な
が
ら
「
御
懇
配
」
を
渡
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
たた＊
八
十
七

＊
八
十
七

。「
猪
野
殿
」
の
正
体
が
不
明
で
、
金
額
も
ぴ
っ
た
り

。「
猪
野
殿
」
の
正
体
が
不
明
で
、
金
額
も
ぴ
っ
た
り

合
わ
な
い
が
、
こ
こ
で
為
替
を
出
し
た
二
円
が
③
Ｂ
の
請
求
分
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
山
田
ら
は
、
橋
本
の
漁
獲
物
を
前
提
に
、
魚
問
屋
を
通
し
て
為
替
を
使
用
し
、

合
わ
な
い
が
、
こ
こ
で
為
替
を
出
し
た
二
円
が
③
Ｂ
の
請
求
分
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
山
田
ら
は
、
橋
本
の
漁
獲
物
を
前
提
に
、
魚
問
屋
を
通
し
て
為
替
を
使
用
し
、

収
金
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
③
Ｃ
の
文
書
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

収
金
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
③
Ｃ
の
文
書
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

③
Ｃ
③
Ｃ
　
　
　
　

記

　
　
　
　

記

一　

鱶　
　
　
　

拾
六
本

一　

鱶　
　
　
　

拾
六
本

　
　

八
拾
文
づ
つ

　
　

八
拾
文
づ
つ

　
　
　

代　

壹
千
貳
百
八
拾
文

　
　
　

代　

壹
千
貳
百
八
拾
文

　
　
　
　

内　

五
拾
文　

松
木
代

　
　
　
　

内　

五
拾
文　

松
木
代

〆〆
　

壹
千
貳
百
卅
文
預
り

　

壹
千
貳
百
卅
文
預
り

右右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

捧
税
官　

平
山　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

捧
税
官　

平
山　

印

橋
本
源
八
殿

橋
本
源
八
殿
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鱶
は
橋
本
の
漁
獲
物
と
み
ら
れ
、
十
六
本
を
一
本
八
〇
文
の
計
算
で
引
き
取
り
、
合
計
一
二
八
〇
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
松
木
代
五
〇
文
を
引
い
た
一
二
三
〇

鱶
は
橋
本
の
漁
獲
物
と
み
ら
れ
、
十
六
本
を
一
本
八
〇
文
の
計
算
で
引
き
取
り
、
合
計
一
二
八
〇
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
松
木
代
五
〇
文
を
引
い
た
一
二
三
〇

文
が
「
預
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
金
額
換
算
し
て
い
る
以
上
、
捧
税
官
側
が
こ
の
鱶
を
釜
山
の
日
本
人
魚
問
屋
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

文
が
「
預
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
金
額
換
算
し
て
い
る
以
上
、
捧
税
官
側
が
こ
の
鱶
を
釜
山
の
日
本
人
魚
問
屋
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れれ＊
八
十
八

＊
八
十
八

、
先
述
の

、
先
述
の

為
替
を
め
ぐ
る
状
況
と
つ
な
が
っ
て
く
る
。

為
替
を
め
ぐ
る
状
況
と
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　

す
な
わ
ち
、
山
田
ら
は
漁
民
か
ら
の
徴
税
に
、
釜
山
の
日
本
人
商
人
と
の
関
係
に
も
と
づ
く
為
替
を
運
用
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実

　

す
な
わ
ち
、
山
田
ら
は
漁
民
か
ら
の
徴
税
に
、
釜
山
の
日
本
人
商
人
と
の
関
係
に
も
と
づ
く
為
替
を
運
用
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実

態
も
ま
た
、
外
衙
門
の
管
轄
を
外
れ
た
部
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

態
も
ま
た
、
外
衙
門
の
管
轄
を
外
れ
た
部
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

総
じ
て
、
実
際
に
所
安
島
周
辺
海
域
で
行
わ
れ
た
徴
税
過
程
に
お
い
て
、
外
衙
門
の
具
体
的
な
関
与
は
確
認
で
き
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
山
田
の
所
安
島

　

総
じ
て
、
実
際
に
所
安
島
周
辺
海
域
で
行
わ
れ
た
徴
税
過
程
に
お
い
て
、
外
衙
門
の
具
体
的
な
関
与
は
確
認
で
き
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
山
田
の
所
安
島

派
遣
は
、
外
衙
門
が
対
日
漁
業
制
定
交
渉
を
展
開
す
る
上
で
計
画
、
実
施
し
た
政
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
山
田
ら
の
活
動
に
関
し
て
、
外
衙
門
は
そ
こ

派
遣
は
、
外
衙
門
が
対
日
漁
業
制
定
交
渉
を
展
開
す
る
上
で
計
画
、
実
施
し
た
政
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
山
田
ら
の
活
動
に
関
し
て
、
外
衙
門
は
そ
こ

ま
で
関
心
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

ま
で
関
心
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
るる＊
八
十
九

＊
八
十
九

。
こ
れ
に
関
連
し
て
は
、
外
衙
門
が
、
実
際
に
漁
民
か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
金
の
行
方
に
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た

。
こ
れ
に
関
連
し
て
は
、
外
衙
門
が
、
実
際
に
漁
民
か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
金
の
行
方
に
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
こ
と
も
想
起
さ
れ

と
思
わ
れ
る
こ
と
も
想
起
さ
れ
るる＊
九
十

＊
九
十。

つ
ま
り
、
外
衙
門
は
山
田
事
件
を
外
交
交
渉
上
に
利
用
こ
そ
す
れ
、
こ
の
時
点
で
は
日
本
漁
民
か
ら
の
徴
税
に
本
格
的
に
の

。
つ
ま
り
、
外
衙
門
は
山
田
事
件
を
外
交
交
渉
上
に
利
用
こ
そ
す
れ
、
こ
の
時
点
で
は
日
本
漁
民
か
ら
の
徴
税
に
本
格
的
に
の

ぞ
も
う
と
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

ぞ
も
う
と
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
外
衙
門
の
政
策
は
、
辻
褄
が
合
わ
な
い
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
外
衙
門
が
全
面
に
出
て
徴
税
を
実
施
す
る
に
は
、

　

こ
の
よ
う
な
外
衙
門
の
政
策
は
、
辻
褄
が
合
わ
な
い
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
外
衙
門
が
全
面
に
出
て
徴
税
を
実
施
す
る
に
は
、

未
だ
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
無
理
に
こ
れ
を
強
行
す
る
の
は
非
効
率
的
で
あ
る
。
外
衙
門
は
そ
の
よ
う
な
選
択
は
し
な
い
。
む
し
ろ

未
だ
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
無
理
に
こ
れ
を
強
行
す
る
の
は
非
効
率
的
で
あ
る
。
外
衙
門
は
そ
の
よ
う
な
選
択
は
し
な
い
。
む
し
ろ

広
範
囲
に
現
地
裁
量
を
認
め
る
こ
と
で
、
外
衙
門
が
使
用
し
た
人
々
の
背
景
と
強
み
を
利
用
し
つ
つ
、
一
方
で
は
彼
ら
に
も
利
益
を
確
保
で
き
る
機
会
を
残
し
て

広
範
囲
に
現
地
裁
量
を
認
め
る
こ
と
で
、
外
衙
門
が
使
用
し
た
人
々
の
背
景
と
強
み
を
利
用
し
つ
つ
、
一
方
で
は
彼
ら
に
も
利
益
を
確
保
で
き
る
機
会
を
残
し
て

お
い
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
彼
ら
が
処
理
し
た
事
柄
に
は
、
暴
力
の
使
用
や
印
鑑
の
偽
造
な
ど
、
公
式
的
に
進
め
れ
ば
問
題
と
な
る
に
十
分
な
も
の
も
含
ま
れ
て

お
い
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
彼
ら
が
処
理
し
た
事
柄
に
は
、
暴
力
の
使
用
や
印
鑑
の
偽
造
な
ど
、
公
式
的
に
進
め
れ
ば
問
題
と
な
る
に
十
分
な
も
の
も
含
ま
れ
て

い
た
。
外
衙
門
は
、
自
ら
の
手
は
汚
さ
ず
に
、
彼
ら
を
使
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

い
た
。
外
衙
門
は
、
自
ら
の
手
は
汚
さ
ず
に
、
彼
ら
を
使
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
外
衙
門
の
山
田
事
件
へ
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
時
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
論
点
と
な
る
の
は
、
金
玉
均
暗
殺
試
図
と
の
関
連
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
外
衙
門
の
山
田
事
件
へ
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
時
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
論
点
と
な
る
の
は
、
金
玉
均
暗
殺
試
図
と
の
関
連
で
あ
る
。
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四
．
金
玉
均
暗
殺
試
図

（
一
）
山
口
県
警
察
の
捜
査

　

山
田
事
件
と
金
玉
均
暗
殺
試
図
の
関
連
に
つ
い
て
、
外
務
省
へ
の
第
一
報
は
、
一
八
八
八
年
四
月
九
日
、
長
崎
県
知
事
日
下
義
雄
か
ら
の
内
報
に
よ
っ
て
も
た

　

山
田
事
件
と
金
玉
均
暗
殺
試
図
の
関
連
に
つ
い
て
、
外
務
省
へ
の
第
一
報
は
、
一
八
八
八
年
四
月
九
日
、
長
崎
県
知
事
日
下
義
雄
か
ら
の
内
報
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
漁
民
徴
税
の
実
態
に
つ
い
て
の
調
査
後
も
、
長
崎
県
で
山
田
ら
関
連
人
物
の
調
査
を
継
続
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
山
田
荒
治
、
村
上
栄

ら
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
漁
民
徴
税
の
実
態
に
つ
い
て
の
調
査
後
も
、
長
崎
県
で
山
田
ら
関
連
人
物
の
調
査
を
継
続
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
山
田
荒
治
、
村
上
栄

次
郎
、「
朝
鮮
人
周
連
」
の
三
名
が
、
外
衙
門
の
委
託
に
よ
り
、
小
笠
原
に
居
住
中
の
金
玉
均
を
暗
殺
す
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
得
た
と
し
て
、
目
下
、

次
郎
、「
朝
鮮
人
周
連
」
の
三
名
が
、
外
衙
門
の
委
託
に
よ
り
、
小
笠
原
に
居
住
中
の
金
玉
均
を
暗
殺
す
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
得
た
と
し
て
、
目
下
、

彼
ら
が
取
調
を
受
け
て
い
る
山
口
県
に
照
会
す
る
と
共
に
、
外
務
省
に
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

彼
ら
が
取
調
を
受
け
て
い
る
山
口
県
に
照
会
す
る
と
共
に
、
外
務
省
に
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
たた＊
九
十
一

＊
九
十
一

。
外
務
省
は
こ
れ
を
「
警
戒
セ
シ
ム
ル
」
必
要
が
あ
る

。
外
務
省
は
こ
れ
を
「
警
戒
セ
シ
ム
ル
」
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
内
務
省
に
通
知
し

と
し
て
、
内
務
省
に
通
知
し
たた＊
九
十
二

＊
九
十
二

。。

　

四
月
三
十
日
、
山
口
県
知
事
原
保
太
郎
か
ら
、
金
玉
均
関
連
の
続
報
が
外
務
省
に
届
け
ら
れ

　

四
月
三
十
日
、
山
口
県
知
事
原
保
太
郎
か
ら
、
金
玉
均
関
連
の
続
報
が
外
務
省
に
届
け
ら
れ
たた＊
九
十
三

＊
九
十
三

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
崎
で
の
情
報
源
が
、
先
出
の
徴
税
実
行

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
崎
で
の
情
報
源
が
、
先
出
の
徴
税
実
行

人
・
中
村
藤
吉
に
よ
る
長
崎
始
審
裁
判
所
検
事
へ
の
申
立
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
山
田
荒
治
、
村
上
栄
次
郎
、
金
萬
錫
等
が
朝
鮮
政
府
か

人
・
中
村
藤
吉
に
よ
る
長
崎
始
審
裁
判
所
検
事
へ
の
申
立
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
山
田
荒
治
、
村
上
栄
次
郎
、
金
萬
錫
等
が
朝
鮮
政
府
か

ら
金
玉
均
暗
殺
の
内
命
と
と
も
に
、
目
的
達
成
の
場
合
は
山
田
を
「
一
道
ノ
官
長
ニ
任
ス
ベ
キ
コ
ト
」
を
記
し
た
巻
物
と
、
金
参
百
円
を
受
け
取
っ
た
と
の
「
風

ら
金
玉
均
暗
殺
の
内
命
と
と
も
に
、
目
的
達
成
の
場
合
は
山
田
を
「
一
道
ノ
官
長
ニ
任
ス
ベ
キ
コ
ト
」
を
記
し
た
巻
物
と
、
金
参
百
円
を
受
け
取
っ
た
と
の
「
風

説
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
中
村
が
山
田
に
問
い
た
だ
し
た
が
、
山
田
は
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

説
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
中
村
が
山
田
に
問
い
た
だ
し
た
が
、
山
田
は
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
山
口
県
で
は
、
赤
間
関
に
警
部
を
派
遣
し
て
捜
査
を
実
施
し
、
山
田
荒
治
、
村
上
栄
次
郎
に
尋
問
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
「
充
分
ナ
ル
形
跡
ヲ

　

こ
れ
を
受
け
て
山
口
県
で
は
、
赤
間
関
に
警
部
を
派
遣
し
て
捜
査
を
実
施
し
、
山
田
荒
治
、
村
上
栄
次
郎
に
尋
問
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
「
充
分
ナ
ル
形
跡
ヲ

得
ス
」
と
結
論
を
下
し
は
し
た
が
、「
微
憑
」
と
し
て
以
下
三
点
に
関
わ
る
事
実
を
整
理
し
て
い
る
。

得
ス
」
と
結
論
を
下
し
は
し
た
が
、「
微
憑
」
と
し
て
以
下
三
点
に
関
わ
る
事
実
を
整
理
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
村
上
栄
次
郎
は
金
萬
錫
か
ら
、
小
笠
原
島
に
い
る
金
玉
均
の
取
り
押
さ
え
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
村
上
は
楸
子
島
に
い
た
時
に
平
山

　

第
一
に
、
村
上
栄
次
郎
は
金
萬
錫
か
ら
、
小
笠
原
島
に
い
る
金
玉
均
の
取
り
押
さ
え
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
村
上
は
楸
子
島
に
い
た
時
に
平
山

与
右
衛
門
か
ら
、
金
萬
錫
が
金
玉
均
の
「
探
偵
」
で
あ
る
と
聞
い
て
い
た
。
村
上
は
そ
の
金
萬
錫
に
長
崎
で
邂
逅
し
た
が
、
そ
の
際
に
金
萬
錫
は
、
金
玉
均
が
小

与
右
衛
門
か
ら
、
金
萬
錫
が
金
玉
均
の
「
探
偵
」
で
あ
る
と
聞
い
て
い
た
。
村
上
は
そ
の
金
萬
錫
に
長
崎
で
邂
逅
し
た
が
、
そ
の
際
に
金
萬
錫
は
、
金
玉
均
が
小

笠
原
に
潜
伏
し
て
い
る
の
で
、
豊
後
佐
賀
の
関
か
ら
丈
夫
な
船
を
借
り
て
小
笠
原
に
直
航
し
、
金
玉
均
を
取
り
押
さ
え
て
朝
鮮
政
府
に
勾
引

笠
原
に
潜
伏
し
て
い
る
の
で
、
豊
後
佐
賀
の
関
か
ら
丈
夫
な
船
を
借
り
て
小
笠
原
に
直
航
し
、
金
玉
均
を
取
り
押
さ
え
て
朝
鮮
政
府
に
勾
引
しし＊
九
十
四

＊
九
十
四

、
巨
額
の
報
償
を

、
巨
額
の
報
償
を

得
る
つ
も
り
で
あ
る
と
し
、
村
上
に
同
行
を
求
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
村
上
が
金
萬
錫
と
口
論
に
な
り
、
金
萬
錫
を
殴
打
し
た
こ
と
が

得
る
つ
も
り
で
あ
る
と
し
、
村
上
に
同
行
を
求
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
村
上
が
金
萬
錫
と
口
論
に
な
り
、
金
萬
錫
を
殴
打
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
金
萬
錫
が
「
密
談
セ
ル
大
事
」
が
露
見
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
告
訴
を
見
送
っ
た
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、

あ
っ
た
が
、
金
萬
錫
が
「
密
談
セ
ル
大
事
」
が
露
見
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
告
訴
を
見
送
っ
た
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、

中
村
藤
吉
も
承
知
し
て
い
る
。

中
村
藤
吉
も
承
知
し
て
い
る
。
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第
二
に
、
金
萬
錫
に
は
怪
し
い
点
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
金
萬
錫
は
下
関
に
潜
伏
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
公
然
の
手
続
を
経
て
い
な
い
。

　

第
二
に
、
金
萬
錫
に
は
怪
し
い
点
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
金
萬
錫
は
下
関
に
潜
伏
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
公
然
の
手
続
を
経
て
い
な
い
。

さ
ら
に
金
萬
錫
は
尋
問
で
金
玉
均
暗
殺
と
の
関
連
を
全
否
認
し
、
金
玉
均
に
つ
い
て
は
「
明
治
十
七
年
変
後
所
在
ヲ
知
ラ
ス
」
と
明
言
し
て
、
金
玉
均
の
話
題
を

さ
ら
に
金
萬
錫
は
尋
問
で
金
玉
均
暗
殺
と
の
関
連
を
全
否
認
し
、
金
玉
均
に
つ
い
て
は
「
明
治
十
七
年
変
後
所
在
ヲ
知
ラ
ス
」
と
明
言
し
て
、
金
玉
均
の
話
題
を

つ
と
め
て
避
け
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
山
口
県
警
警
部
が
金
萬
錫
の
カ
バ
ン
か
ら
「
小
笠
原
島
」
と
傍
書
し
て
あ
る
書
面
を
発
見
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
問
い

つ
と
め
て
避
け
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
山
口
県
警
警
部
が
金
萬
錫
の
カ
バ
ン
か
ら
「
小
笠
原
島
」
と
傍
書
し
て
あ
る
書
面
を
発
見
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
問
い

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
金
萬
錫
は
「
蒼
黄
」
と
な
っ
た
と
い
う
。

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
金
萬
錫
は
「
蒼
黄
」
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

第
三
に
、
中
村
藤
吉
が
竹
山
研
次

　

第
三
に
、
中
村
藤
吉
が
竹
山
研
次
郎郎＊
九
十
五

＊
九
十
五

に
宛
て
た
書
簡
の
存
在
で
あ
る
。
金
萬
錫
の
止
宿
処
で
あ
る
泉
勝
造
方
に
お
い
て
差
し
押
さ
え
た
書
簡
は
、
表
面
に
は
長

に
宛
て
た
書
簡
の
存
在
で
あ
る
。
金
萬
錫
の
止
宿
処
で
あ
る
泉
勝
造
方
に
お
い
て
差
し
押
さ
え
た
書
簡
は
、
表
面
に
は
長

崎
岩
崎
商
行
か
ら
竹
山
研
次
郎
宛
て
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
中
身
は
中
村
藤
吉
か
ら
山
田
荒
治
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
、
中
村
藤
吉
か
ら
竹
山
研
次
郎
に
宛
て
ら

崎
岩
崎
商
行
か
ら
竹
山
研
次
郎
宛
て
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
中
身
は
中
村
藤
吉
か
ら
山
田
荒
治
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
、
中
村
藤
吉
か
ら
竹
山
研
次
郎
に
宛
て
ら

れ
た
も
の
か
ら
な
っ
て
い
た
。
後
者
の
書
簡
で
中
村
は
竹
山
に
、「
金
玉
均
事
件
」へ
の
不
関
与
供
述
を
山
田
に
対
し
て
念
押
し
す
る
こ
と
を
依
頼
す
る
と
同
時
に
、

れ
た
も
の
か
ら
な
っ
て
い
た
。
後
者
の
書
簡
で
中
村
は
竹
山
に
、「
金
玉
均
事
件
」へ
の
不
関
与
供
述
を
山
田
に
対
し
て
念
押
し
す
る
こ
と
を
依
頼
す
る
と
同
時
に
、

金
萬
錫
が
朝
鮮
に
送
還
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
に
全
て
を
被
せ
れ
ば
い
い
と
の
見
込
み
を
示
し
て
い

金
萬
錫
が
朝
鮮
に
送
還
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
に
全
て
を
被
せ
れ
ば
い
い
と
の
見
込
み
を
示
し
て
い
るる＊
九
十
六

＊
九
十
六

。
こ
の
書
簡
に
つ
い
て
尋
問
さ
れ
た
山
田
は
、
狼
狽

。
こ
の
書
簡
に
つ
い
て
尋
問
さ
れ
た
山
田
は
、
狼
狽

し
て
ひ
と
言
も
発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
、
長
崎
と
下
関
で
中
村
藤
吉
と
接
触
し
、
中
村
付
け
で
竹
山
研
次
郎
か
ら
の
伝
言
を
聞
い
た
こ
と
も
認
め
た
。

し
て
ひ
と
言
も
発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
、
長
崎
と
下
関
で
中
村
藤
吉
と
接
触
し
、
中
村
付
け
で
竹
山
研
次
郎
か
ら
の
伝
言
を
聞
い
た
こ
と
も
認
め
た
。

　

山
口
県
知
事
原
保
太
郎
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
徴
憑
」
は
あ
る
が
、
朝
鮮
政
府
が
日
本
人
を
そ
こ
ま
で
信
用
す
る
は
ず
は
な
い
の
で
、「
一
道
の
官
庁
」
や
「
金

　

山
口
県
知
事
原
保
太
郎
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
徴
憑
」
は
あ
る
が
、
朝
鮮
政
府
が
日
本
人
を
そ
こ
ま
で
信
用
す
る
は
ず
は
な
い
の
で
、「
一
道
の
官
庁
」
や
「
金

参
百
円
」
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
節
目
や
漁
税
徴
収
許
可
が
「
転
訛
」
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
金
玉
均
暗
殺
に
つ
い
て
は
「
挙
動
上
微
憑
上
怪
訝
に
堪
え
ざ
る

参
百
円
」
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
節
目
や
漁
税
徴
収
許
可
が
「
転
訛
」
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
金
玉
均
暗
殺
に
つ
い
て
は
「
挙
動
上
微
憑
上
怪
訝
に
堪
え
ざ
る

義
に
御
座
候
」
と
し
て
報
告
を
締
め
く
く
っ
た
。
こ
の
報
告
は
、
一
八
八
八
年
五
月
四
日
、
外
務
大
臣
大
隈
重
信
か
ら
内
務
大
臣
山
県
有
朋
へ
、「
機
密
」
と
し

義
に
御
座
候
」
と
し
て
報
告
を
締
め
く
く
っ
た
。
こ
の
報
告
は
、
一
八
八
八
年
五
月
四
日
、
外
務
大
臣
大
隈
重
信
か
ら
内
務
大
臣
山
県
有
朋
へ
、「
機
密
」
と
し

て
転
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る

て
転
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
がが＊
九
十
七

＊
九
十
七

、
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
、
四
月
二
十
四
日
に
義
禁
府
の
朴
準
禹
流
配

、
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
、
四
月
二
十
四
日
に
義
禁
府
の
朴
準
禹
流
配

（
晋
州
）
状
啓
が
裁
可
さ
れ
、
五
月
五
日
に
は
下
関
か
ら
移
送
さ
れ
た
金
萬
錫
が
東
萊
府
に
確
保
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
日
本
側
も
さ
ら
な
る
追
究
を
行
わ

（
晋
州
）
状
啓
が
裁
可
さ
れ
、
五
月
五
日
に
は
下
関
か
ら
移
送
さ
れ
た
金
萬
錫
が
東
萊
府
に
確
保
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
日
本
側
も
さ
ら
な
る
追
究
を
行
わ

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
金
玉
均
問
題
と
外
衙
門

　

以
上
の
よ
う
に
、
山
田
ら
は
金
玉
均
暗
殺
計
画
に
、
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
、
山
田
を
雇
用
し
た
外
衙
門
が
ど
こ
ま
で
こ

　

以
上
の
よ
う
に
、
山
田
ら
は
金
玉
均
暗
殺
計
画
に
、
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
、
山
田
を
雇
用
し
た
外
衙
門
が
ど
こ
ま
で
こ

れ
に
関
与
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

れ
に
関
与
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

朝
鮮
政
府
が
甲
申
政
変
直
後
か
ら
、
日
本
に
逃
走
し
た
金
玉
均
の
逮
捕
・
送
還
を
要
求
し
て
、
日
本
側
と
交
渉
を
重
ね
て
い
た
こ
と
は
先
行
研
究
に
詳
し
い

　

朝
鮮
政
府
が
甲
申
政
変
直
後
か
ら
、
日
本
に
逃
走
し
た
金
玉
均
の
逮
捕
・
送
還
を
要
求
し
て
、
日
本
側
と
交
渉
を
重
ね
て
い
た
こ
と
は
先
行
研
究
に
詳
し
い
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がが＊
九
十
八

＊
九
十
八

、
ま
ず
は
こ
れ
を
朝
鮮
側
で
主
に
担
当
し
て
い
た
の
が
外
衙
門
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

、
ま
ず
は
こ
れ
を
朝
鮮
側
で
主
に
担
当
し
て
い
た
の
が
外
衙
門
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

一
八
八
五
年
一
月
、
事
後
処
理
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
井
上
馨
と
、「
特
派
全
権
大
臣
左
議
政
」
金
弘
集
の
間
で
漢
城
条
約
締
結
交
渉
が
も
た
れ
た
際
、

　

一
八
八
五
年
一
月
、
事
後
処
理
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
井
上
馨
と
、「
特
派
全
権
大
臣
左
議
政
」
金
弘
集
の
間
で
漢
城
条
約
締
結
交
渉
が
も
た
れ
た
際
、

交
渉
の
過
程
で
、
金
弘
集
は
金
玉
均
の
逮
捕
・
送
還
を
繰
り
返
し
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
井
上
は
金
玉
均
の
日
本
逃
走
を
公
式
的
に
認
め
ず
、
こ
の
交
渉
は

交
渉
の
過
程
で
、
金
弘
集
は
金
玉
均
の
逮
捕
・
送
還
を
繰
り
返
し
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
井
上
は
金
玉
均
の
日
本
逃
走
を
公
式
的
に
認
め
ず
、
こ
の
交
渉
は

金
玉
均
問
題
に
つ
い
て
は
無
産
に
終
わ
っ
た
が
、
朝
鮮
側
の
出
席
者
は
、
金
弘
集
（
前
任
外
衙
門
督
辦
）
の
他
、
外
衙
門
督
辦
趙
秉
鎬
、
協
辦
メ
レ
ン
ド
ル
フ
、

金
玉
均
問
題
に
つ
い
て
は
無
産
に
終
わ
っ
た
が
、
朝
鮮
側
の
出
席
者
は
、
金
弘
集
（
前
任
外
衙
門
督
辦
）
の
他
、
外
衙
門
督
辦
趙
秉
鎬
、
協
辦
メ
レ
ン
ド
ル
フ
、

参
議
高
、
主
事
尹
で
あ

参
議
高
、
主
事
尹
で
あ
りり＊
九
十
九

＊
九
十
九

、
筆
談
記
録
の
管
理
、
日
本
公
使
館
と
の
連
絡
も
外
衙
門
が
行
っ
て
い

、
筆
談
記
録
の
管
理
、
日
本
公
使
館
と
の
連
絡
も
外
衙
門
が
行
っ
て
い
たた＊
百
＊
百。。

　

同
年
二
月
、
漢
城
条
約
に
従
っ
て
朝
鮮
側
は
日
本
に
特
派
全
権
大
臣
徐
相
雨
、
副
大
臣
メ
レ
ン
ド
ル
フ
を
派
遣
し
た
。
徐
相
雨
は
、
一
八
八
一
年
五
月
に
、
外

　

同
年
二
月
、
漢
城
条
約
に
従
っ
て
朝
鮮
側
は
日
本
に
特
派
全
権
大
臣
徐
相
雨
、
副
大
臣
メ
レ
ン
ド
ル
フ
を
派
遣
し
た
。
徐
相
雨
は
、
一
八
八
一
年
五
月
に
、
外

衙
門
の
前
身
で
あ
る
統
理
機
務
衙
門
の
副
主
事
（「
事
大
交
隣
司
」
分
掌
）
に
就
任

衙
門
の
前
身
で
あ
る
統
理
機
務
衙
門
の
副
主
事
（「
事
大
交
隣
司
」
分
掌
）
に
就
任
しし＊
百
一

＊
百
一、

統
理
交
渉
通
商
事
務
衙
門
へ
の
名
称
変
更
後
、
一
八
八
三
年
一
月
に
は

、
統
理
交
渉
通
商
事
務
衙
門
へ
の
名
称
変
更
後
、
一
八
八
三
年
一
月
に
は

主
事
に
昇
格
し
た
人
物
で
あ

主
事
に
昇
格
し
た
人
物
で
あ
るる＊
百
二

＊
百
二。

一
八
八
四
年
閏
五
月
に
い
っ
た
ん
主
事
を
退
い
た
が
、
甲
申
政
変
後
の
同
年
十
月
二
十
日
に
は
協
辦
交
渉
通
商
事
務
に
差
下
さ

。
一
八
八
四
年
閏
五
月
に
い
っ
た
ん
主
事
を
退
い
た
が
、
甲
申
政
変
後
の
同
年
十
月
二
十
日
に
は
協
辦
交
渉
通
商
事
務
に
差
下
さ

れ
て
お
り
、
一
八
八
六
年
四
月
に
当
時
の
督
辦
金
允
植
が
病
暇
を
得
た
際
に
は
署
理
督
辦
も
務
め
た
経
歴
を
持
つ
。
日
本
派
遣
時
、
徐
相
雨
は
禮
曹
参
判
を
兼
任

れ
て
お
り
、
一
八
八
六
年
四
月
に
当
時
の
督
辦
金
允
植
が
病
暇
を
得
た
際
に
は
署
理
督
辦
も
務
め
た
経
歴
を
持
つ
。
日
本
派
遣
時
、
徐
相
雨
は
禮
曹
参
判
を
兼
任

し
て
お
り
、
彼
ら
は
東
京
で
、
外
務
大
輔
吉
田
清
成
を
相
手
に
、
金
玉
均
の
逮
捕
・
送
還
交
渉
を
行
い
、
外
務
大
臣
井
上
馨
に
公
文
を
送
付
し
た
。
し
か
し
日
本

し
て
お
り
、
彼
ら
は
東
京
で
、
外
務
大
輔
吉
田
清
成
を
相
手
に
、
金
玉
均
の
逮
捕
・
送
還
交
渉
を
行
い
、
外
務
大
臣
井
上
馨
に
公
文
を
送
付
し
た
。
し
か
し
日
本

側
は
、
日
朝
間
に
犯
罪
人
譲
渡
交
換
に
関
す
る
条
約
が
な
い
こ
と
、
金
玉
均
が
政
治
犯
で
あ
り
、
国
際
公
法
に
国
事
犯
を
逮
捕
・
送
還
す
る
慣
例
は
な
い
こ
と
を

側
は
、
日
朝
間
に
犯
罪
人
譲
渡
交
換
に
関
す
る
条
約
が
な
い
こ
と
、
金
玉
均
が
政
治
犯
で
あ
り
、
国
際
公
法
に
国
事
犯
を
逮
捕
・
送
還
す
る
慣
例
は
な
い
こ
と
を

理
由
に
、
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。

理
由
に
、
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。

　

ソ
ウ
ル
駐
在
各
国
公
使
へ
の
働
き
か
け
も
実
を
結
ば
な
い
な

　

ソ
ウ
ル
駐
在
各
国
公
使
へ
の
働
き
か
け
も
実
を
結
ば
な
い
な
かか＊
百
三

＊
百
三、

一
八
八
五
年
四
月
頃
か
ら
、
ソ
ウ
ル
で
は
、
金
玉
均
が
日
本
の
軍
事
的
援
助
を
得
て
帰
国
来

、
一
八
八
五
年
四
月
頃
か
ら
、
ソ
ウ
ル
で
は
、
金
玉
均
が
日
本
の
軍
事
的
援
助
を
得
て
帰
国
来

襲
す
る
と
い
う
う
わ
さ
が
広
ま
っ
て
い

襲
す
る
と
い
う
う
わ
さ
が
広
ま
っ
て
い
たた＊
百
四

＊
百
四。

こ
の
局
面
で
、
臨
時
代
理
公
使
高
平
小
五
郎
を
相
手
に
金
玉
均
送
還
問
題
を
交
渉
し
た
の
は
、
外
衙
門
督
辦
金
允
植

。
こ
の
局
面
で
、
臨
時
代
理
公
使
高
平
小
五
郎
を
相
手
に
金
玉
均
送
還
問
題
を
交
渉
し
た
の
は
、
外
衙
門
督
辦
金
允
植

で
あ
る
。
金
允
植
は
、
高
平
が
「
殆
ど
煩
厭
に
堪
え
ず
」
と
表
現
す
る
ほ
ど
頻
繁
に
書
面
で
金
玉
均
引
渡
を
要
求
し
て
い
た
ほ

で
あ
る
。
金
允
植
は
、
高
平
が
「
殆
ど
煩
厭
に
堪
え
ず
」
と
表
現
す
る
ほ
ど
頻
繁
に
書
面
で
金
玉
均
引
渡
を
要
求
し
て
い
た
ほ
かか＊
百
五

＊
百
五、

日
本
公
使
館
に
も
数
度
赴
い

、
日
本
公
使
館
に
も
数
度
赴
い

て
交
渉
を
重
ね
て
い
た
。

て
交
渉
を
重
ね
て
い
た
。

　

一
方
で
埒
の
あ
か
な
い
日
本
側
に
対
し
て
、
朝
鮮
政
府
は
も
う
一
つ
の
方
法
を
試
図
し
て
い
る
。
一
八
八
五
年
夏
、
張
殷
奎
と
宋
秉
畯
を
日
本
に
派
遣
し
、
金

　

一
方
で
埒
の
あ
か
な
い
日
本
側
に
対
し
て
、
朝
鮮
政
府
は
も
う
一
つ
の
方
法
を
試
図
し
て
い
る
。
一
八
八
五
年
夏
、
張
殷
奎
と
宋
秉
畯
を
日
本
に
派
遣
し
、
金

玉
均
に
李
載
元
の
密
咨
―
高
宗
が
か
わ
ら
ず
金
玉
均
を
信
任
し
て
お
り
、
江
華
留
守
で
あ
る
李
載
元
が
金
玉
均
の
帰
国
蜂
起
を
支
援
す
る
準
備
が
整
っ
て
い
る
と

玉
均
に
李
載
元
の
密
咨
―
高
宗
が
か
わ
ら
ず
金
玉
均
を
信
任
し
て
お
り
、
江
華
留
守
で
あ
る
李
載
元
が
金
玉
均
の
帰
国
蜂
起
を
支
援
す
る
準
備
が
整
っ
て
い
る
と

い
う
内
容
―
を
伝
達
す
る
こ
と
で
、
金
玉
均
の
帰
国
を
誘
引
し
よ
う
と
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ク
ー
デ
タ
ー
謀
議
事
件
」

い
う
内
容
―
を
伝
達
す
る
こ
と
で
、
金
玉
均
の
帰
国
を
誘
引
し
よ
う
と
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ク
ー
デ
タ
ー
謀
議
事
件
」
はは＊
百
六

＊
百
六、

同
年
十
一
月
に
発
生
し
た

、
同
年
十
一
月
に
発
生
し
た

大
阪
事
件
の
影
響
も
あ
り
、
朝
鮮
政
府
の
意
図
ど
お
り
に
は
展
開
し
な
か
っ
た
が
、
事
件
を
め
ぐ
る
情
報
が
集
め
ら
れ
て
い
た
の
も
、
日
本
側
と
の
交
渉
の
中
心

大
阪
事
件
の
影
響
も
あ
り
、
朝
鮮
政
府
の
意
図
ど
お
り
に
は
展
開
し
な
か
っ
た
が
、
事
件
を
め
ぐ
る
情
報
が
集
め
ら
れ
て
い
た
の
も
、
日
本
側
と
の
交
渉
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
た
の
も
、
ま
た
金
允
植
で
あ
っ

的
役
割
を
担
っ
た
の
も
、
ま
た
金
允
植
で
あ
っ
たた＊
百
七

＊
百
七。。
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「
刺
客
」
池
運
永
の
言
に
よ
れ
ば
、
彼
が
金
玉
均
暗
殺
の
意
志
を
閔
炳
錫
に
伝
え
、
高
宗
に
謁
見
し
た
の
は
、「
ク
ー
デ
タ
ー
謀
議
事
件
」
が
未
遂
に
終
わ
っ
た

　
「
刺
客
」
池
運
永
の
言
に
よ
れ
ば
、
彼
が
金
玉
均
暗
殺
の
意
志
を
閔
炳
錫
に
伝
え
、
高
宗
に
謁
見
し
た
の
は
、「
ク
ー
デ
タ
ー
謀
議
事
件
」
が
未
遂
に
終
わ
っ
た

直
後
の
一
八
八
五
年
十
二
月
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
山
田
が
金
萬
錫
か
ら
初
め
て
徴
税
人
の
勧
誘
を
受
け
た
時
期
と
一
致
す

直
後
の
一
八
八
五
年
十
二
月
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
山
田
が
金
萬
錫
か
ら
初
め
て
徴
税
人
の
勧
誘
を
受
け
た
時
期
と
一
致
す
るる＊
百
八

＊
百
八。

池
運
永
が
仁
川
を
出
発
し
た
の

。
池
運
永
が
仁
川
を
出
発
し
た
の

が
一
八
八
六
年
二
月
、
金
玉
均
が
池
運
永
が
保
持
し
て
い
た
高
宗
の
「
委
任
状
」
を
井
上
馨
に
示
し
、
暗
殺
計
画
が
日
朝
間
の
外
交
問
題
と
な
っ
た
の
が
同
年
四

が
一
八
八
六
年
二
月
、
金
玉
均
が
池
運
永
が
保
持
し
て
い
た
高
宗
の
「
委
任
状
」
を
井
上
馨
に
示
し
、
暗
殺
計
画
が
日
朝
間
の
外
交
問
題
と
な
っ
た
の
が
同
年
四

月
の
こ
と
で
あ
る
。
外
衙
門
署
理
督
辦
徐
相
雨
（
金
允
植
の
病
暇
に
よ
る
）
が
臨
時
代
理
公
使
高
平
小
五
郎
と
文
書
の
往
来
を
重
ね
た
が
、日
本
政
府
の
選
択
は
、

月
の
こ
と
で
あ
る
。
外
衙
門
署
理
督
辦
徐
相
雨
（
金
允
植
の
病
暇
に
よ
る
）
が
臨
時
代
理
公
使
高
平
小
五
郎
と
文
書
の
往
来
を
重
ね
た
が
、日
本
政
府
の
選
択
は
、

金
玉
均
の
小
笠
原
島
追
放
で
あ
っ
た
。

金
玉
均
の
小
笠
原
島
追
放
で
あ
っ
た
。

　

金
玉
均
が
小
笠
原
に
到
着
し
た
の
は
一
八
八
六
年
八
月
九
日
で
あ
る
が
、
直
後
の
八
月
二
十
三
日
、
す
で
に
外
衙
門
は
高
平
宛
に
、
日
本
に
外
衙
門
主
事
李
源

　

金
玉
均
が
小
笠
原
に
到
着
し
た
の
は
一
八
八
六
年
八
月
九
日
で
あ
る
が
、
直
後
の
八
月
二
十
三
日
、
す
で
に
外
衙
門
は
高
平
宛
に
、
日
本
に
外
衙
門
主
事
李
源

兢
を
派
遣
す
る
こ
と
を
通
知
し
て
い

兢
を
派
遣
す
る
こ
と
を
通
知
し
て
い
るる＊
百
九

＊
百
九。

李
源
兢
派
遣
の
公
式
的
な
目
的
は
、
駐
日
朝
鮮
公
使
館
建
設
準
備
で
あ
っ
た
が
、
八
月
三
十
日
に
仁
川
を
出
港
し
て
東

。
李
源
兢
派
遣
の
公
式
的
な
目
的
は
、
駐
日
朝
鮮
公
使
館
建
設
準
備
で
あ
っ
た
が
、
八
月
三
十
日
に
仁
川
を
出
港
し
て
東

京
で
井
上
馨
外
務
大
臣
に
面
会
し
た
李
源
兢
は
、
金
允
植
の
照
会
を
示
し

京
で
井
上
馨
外
務
大
臣
に
面
会
し
た
李
源
兢
は
、
金
允
植
の
照
会
を
示
し
てて＊
百
十

＊
百
十金

玉
均
の
送
還
を
要
請
し

金
玉
均
の
送
還
を
要
請
し
たた＊
百
十
一

＊
百
十
一

。
井
上
は
、
通
知
さ
れ
た
派
遣
目
的
と
面
談
内
容
が
異

。
井
上
は
、
通
知
さ
れ
た
派
遣
目
的
と
面
談
内
容
が
異

な
る
と
し
て
、
そ
れ
以
上
の
面
談
を
拒
絶
し
、
金
允
植
宛
て
の
回
答
で
金
玉
均
送
還
不
可
の
意
を
示
し

な
る
と
し
て
、
そ
れ
以
上
の
面
談
を
拒
絶
し
、
金
允
植
宛
て
の
回
答
で
金
玉
均
送
還
不
可
の
意
を
示
し
たた＊
百
十
二

＊
百
十
二

。。

　

こ
の
よ
う
に
、
甲
申
政
変
直
後
か
ら
、
金
玉
均
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
は
外
衙
門
が
交
渉
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
中
心
的
な
位
置
に
は
、
山
田
雇

　

こ
の
よ
う
に
、
甲
申
政
変
直
後
か
ら
、
金
玉
均
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
は
外
衙
門
が
交
渉
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
中
心
的
な
位
置
に
は
、
山
田
雇

用
時
の
外
衙
門
責
任
者
で
あ
っ
た
金
允
植
が
い
た
。
そ
の
交
渉
が
行
き
詰
ま
っ
た
状
況
で
、
実
際
に
「
ク
ー
デ
タ
ー
謀
擬
事
件
」
や
、
張
殷
圭
や
池
運
永
に
よ
る

用
時
の
外
衙
門
責
任
者
で
あ
っ
た
金
允
植
が
い
た
。
そ
の
交
渉
が
行
き
詰
ま
っ
た
状
況
で
、
実
際
に
「
ク
ー
デ
タ
ー
謀
擬
事
件
」
や
、
張
殷
圭
や
池
運
永
に
よ
る

暗
殺
計
画
が
動
い
て
い
て
、
こ
こ
に
も
外
衙
門
が
関
わ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
外
衙
門
が
雇
用
し
た
山
田
が
金
玉
均
暗
殺
に
関
わ
っ
て

暗
殺
計
画
が
動
い
て
い
て
、
こ
こ
に
も
外
衙
門
が
関
わ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
外
衙
門
が
雇
用
し
た
山
田
が
金
玉
均
暗
殺
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
蓋
然
性
を
ひ
き
あ
げ
る
材
料
で
あ
る
。

い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
蓋
然
性
を
ひ
き
あ
げ
る
材
料
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
山
田
に
よ
る
金
玉
均
暗
殺
計
画
と
外
衙
門
の
関
係
を
斟
酌
さ
せ
る
状
況
証
拠
は
二
つ
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
山
田
に
よ
る
金
玉
均
暗
殺
計
画
と
外
衙
門
の
関
係
を
斟
酌
さ
せ
る
状
況
証
拠
は
二
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
一
八
八
六
年
四
月
と
い
う
、
池
運
永
に
よ
る
金
玉
均
暗
殺
未
遂
が
問
題
化
し
て
い
た
時
点
で
、
留
学
生
を
帰
国
さ
せ
る
た
め
に
、
朴
準
禹
が
日
本
へ

　

第
一
に
、
一
八
八
六
年
四
月
と
い
う
、
池
運
永
に
よ
る
金
玉
均
暗
殺
未
遂
が
問
題
化
し
て
い
た
時
点
で
、
留
学
生
を
帰
国
さ
せ
る
た
め
に
、
朴
準
禹
が
日
本
へ

派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
朴
準
禹
は
、
最
終
的
に
山
田
に
支
給
し
た
文
書
を
「
捏
造
」
し
た
責
任
を
と
ら
さ
れ
て
流
配
さ
れ
た
、
山
田
事
件
の
核
心
的
人

派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
朴
準
禹
は
、
最
終
的
に
山
田
に
支
給
し
た
文
書
を
「
捏
造
」
し
た
責
任
を
と
ら
さ
れ
て
流
配
さ
れ
た
、
山
田
事
件
の
核
心
的
人

物
で
あ
り
、
金
允
植
の
側
近
で
あ
っ

物
で
あ
り
、
金
允
植
の
側
近
で
あ
っ
たた＊
百
十
三

＊
百
十
三

。
ま
た
こ
の
と
き
朴
準
禹
と
と
も
に
朝
鮮
に
帰
国
し
、
そ
の
後
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
物
に
李
樹
廷
が
い
る
。
李
樹
廷
は

。
ま
た
こ
の
と
き
朴
準
禹
と
と
も
に
朝
鮮
に
帰
国
し
、
そ
の
後
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
物
に
李
樹
廷
が
い
る
。
李
樹
廷
は

一
八
八
二
年
九
月
に
修
信
使
朴
泳
孝
一
行
の
閔
泳
翊
個
人
随
員
と
し
て
渡
日
し
た
後
、
東
京
外
国
語
学
校
韓
国
語
教
師
就
任
し
た
人
物
で
、
聖
書
の
朝
鮮
語
訳
で

一
八
八
二
年
九
月
に
修
信
使
朴
泳
孝
一
行
の
閔
泳
翊
個
人
随
員
と
し
て
渡
日
し
た
後
、
東
京
外
国
語
学
校
韓
国
語
教
師
就
任
し
た
人
物
で
、
聖
書
の
朝
鮮
語
訳
で

も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ

も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
るる＊
百
十
四

＊
百
十
四

。
李
樹
廷
は
安
宗
洙
と
「
友
人
」
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
安
宗
洙
は
、
甲
申
政
変
後
、
外
衙
門
主
事
を
つ
と
め
、
一
八
八
六
年
五
月
に

。
李
樹
廷
は
安
宗
洙
と
「
友
人
」
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
安
宗
洙
は
、
甲
申
政
変
後
、
外
衙
門
主
事
を
つ
と
め
、
一
八
八
六
年
五
月
に

申
箕
善
が
甲
申
政
変
に
関
連
し
た
罪
で
流
配
さ
れ
た
際
に
、
合
わ
せ
て
流
配
さ
れ
た
人
物
で
あ

申
箕
善
が
甲
申
政
変
に
関
連
し
た
罪
で
流
配
さ
れ
た
際
に
、
合
わ
せ
て
流
配
さ
れ
た
人
物
で
あ
るる＊
百
十
五

＊
百
十
五

。
李
樹
廷
自
身
も
金
玉
均
と
往
来
が
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
が
、

。
李
樹
廷
自
身
も
金
玉
均
と
往
来
が
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
が
、

一
八
八
六
年
三
月
、
暴
漢
に
襲
わ
れ
て
負
傷
し
た
記
録
が
、
警
視
庁
の
調
査
記
録
金
玉
均
関
連
綴
り
に
あ

一
八
八
六
年
三
月
、
暴
漢
に
襲
わ
れ
て
負
傷
し
た
記
録
が
、
警
視
庁
の
調
査
記
録
金
玉
均
関
連
綴
り
に
あ
るる＊
百
十
六

＊
百
十
六

。。
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第
二
に
、
一
八
八
七
年
一
月
二
十
五
日
、
杉
村
濬
臨
時
代
理
公
使
は
井
上
に
あ
て
て
、
朝
鮮
政
府
の
閔
應
植
、
鄭
秉
夏
、
金
嘉
鎮
ら
が
、
平
安
道
の
力
士
趙
某

　

第
二
に
、
一
八
八
七
年
一
月
二
十
五
日
、
杉
村
濬
臨
時
代
理
公
使
は
井
上
に
あ
て
て
、
朝
鮮
政
府
の
閔
應
植
、
鄭
秉
夏
、
金
嘉
鎮
ら
が
、
平
安
道
の
力
士
趙
某

と
、
咸
鏡
道
の
力
士
羅
某
を
金
玉
均
暗
殺
の
た
め
日
本
に
派
遣
す
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
報
告
し
て
い

と
、
咸
鏡
道
の
力
士
羅
某
を
金
玉
均
暗
殺
の
た
め
日
本
に
派
遣
す
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
るる＊
百
十
七

＊
百
十
七

。
同
年
四
月
に
は
、
金
鶴
羽
の
日
本
往
来
が
金
玉
均
暗

。
同
年
四
月
に
は
、
金
鶴
羽
の
日
本
往
来
が
金
玉
均
暗

殺
計
画
と
関
連
し
て
い
る
疑
念
が
あ
る
と
の
報
告
が
、
釜
山
領
事
室
田
義
文
か
ら
外
務
省
へ
あ
げ
ら
れ
て
い

殺
計
画
と
関
連
し
て
い
る
疑
念
が
あ
る
と
の
報
告
が
、
釜
山
領
事
室
田
義
文
か
ら
外
務
省
へ
あ
げ
ら
れ
て
い
るる＊
百
十
八

＊
百
十
八

。
外
務
省
の
指
示
に
よ
り
長
崎
で
調
査
が
行
わ
れ

。
外
務
省
の
指
示
に
よ
り
長
崎
で
調
査
が
行
わ
れ

た
結
果
、
嫌
疑
は
な
し
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

た
結
果
、
嫌
疑
は
な
し
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
がが＊
百
十
九

＊
百
十
九

、
こ
の
金
鶴
羽
は
、
一
八
七
六
年
か
ら
一
年
半
ほ
ど
東
京
に
滞
在
し
、
そ
の
後
一
八
八
四
年
三
月
か
ら
機
器
局

、
こ
の
金
鶴
羽
は
、
一
八
七
六
年
か
ら
一
年
半
ほ
ど
東
京
に
滞
在
し
、
そ
の
後
一
八
八
四
年
三
月
か
ら
機
器
局

委
員
に
就
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
機
器
局
は
、
設
置
か
ら
金
允
植
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
初
代
總
辦
を
務
め
て
い
た
官
署
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
鶴
羽
の

委
員
に
就
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
機
器
局
は
、
設
置
か
ら
金
允
植
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
初
代
總
辦
を
務
め
て
い
た
官
署
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
鶴
羽
の

暗
殺
計
画
が
問
題
と
な
っ
た
一
八
八
七
年
四
月
は
、
山
田
が
外
衙
門
に
雇
用
さ
れ
た
時
期
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

暗
殺
計
画
が
問
題
と
な
っ
た
一
八
八
七
年
四
月
は
、
山
田
が
外
衙
門
に
雇
用
さ
れ
た
時
期
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

五
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
山
田
荒
治
事
件
の
検
討
を
通
し
て
、
開
港
期
日
朝
関
係
の
実
像
と
外
衙
門
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
は

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
山
田
荒
治
事
件
の
検
討
を
通
し
て
、
開
港
期
日
朝
関
係
の
実
像
と
外
衙
門
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
は

以
下
の
三
点
で
あ
る
。

以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
外
衙
門
が
利
用
し
よ
う
と
し
た
対
馬
人
・
山
田
荒
治
に
つ
い
て
で
あ
る
。
外
衙
門
が
日
本
漁
民
か
ら
の
徴
税
人
と
し
て
雇
用
し
た
山
田
は
、
与
え
ら

　

第
一
に
、
外
衙
門
が
利
用
し
よ
う
と
し
た
対
馬
人
・
山
田
荒
治
に
つ
い
て
で
あ
る
。
外
衙
門
が
日
本
漁
民
か
ら
の
徴
税
人
と
し
て
雇
用
し
た
山
田
は
、
与
え
ら

れ
た
任
務
の
ほ
か
、
朝
鮮
出
漁
日
本
漁
民
の
必
需
品
確
保
や
、
捕
獲
魚
介
の
加
工
販
売
を
仲
介
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
と
同
時
に
、
朝
鮮
政
府
か
ら
の
雇
用
が

れ
た
任
務
の
ほ
か
、
朝
鮮
出
漁
日
本
漁
民
の
必
需
品
確
保
や
、
捕
獲
魚
介
の
加
工
販
売
を
仲
介
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
と
同
時
に
、
朝
鮮
政
府
か
ら
の
雇
用
が

あ
る
こ
と
を
武
器
に
、
取
り
扱
い
品
免
税
と
い
う
「
誇
張
」
を
朝
鮮
貿
易
に
関
わ
る
商
人
た
ち
に
ち
ら
つ
か
せ
、
そ
こ
に
も
介
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て

あ
る
こ
と
を
武
器
に
、
取
り
扱
い
品
免
税
と
い
う
「
誇
張
」
を
朝
鮮
貿
易
に
関
わ
る
商
人
た
ち
に
ち
ら
つ
か
せ
、
そ
こ
に
も
介
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て

そ
の
背
景
に
は
、
釜
山
に
開
港
初
期
か
ら
出
入
り
し
て
い
た
対
馬
出
身
者
た
ち
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
作
用
し
て
い
た
。
彼
ら
と
接
点
を
持
っ
た
朝
鮮
側
の
人
物
は

そ
の
背
景
に
は
、
釜
山
に
開
港
初
期
か
ら
出
入
り
し
て
い
た
対
馬
出
身
者
た
ち
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
作
用
し
て
い
た
。
彼
ら
と
接
点
を
持
っ
た
朝
鮮
側
の
人
物
は

小
通
事
出
身
者
で
あ
り
、
外
衙
門
の
対
日
外
交
政
策
が
、
こ
の
よ
う
な
人
材
の
利
用
を
背
景
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
と
言
え
る
。

小
通
事
出
身
者
で
あ
り
、
外
衙
門
の
対
日
外
交
政
策
が
、
こ
の
よ
う
な
人
材
の
利
用
を
背
景
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

第
二
に
、
実
際
に
山
田
ら
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
徴
税
の
実
態
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
全
貌
を
と
ら
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る

　

第
二
に
、
実
際
に
山
田
ら
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
徴
税
の
実
態
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
全
貌
を
と
ら
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る

い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
か
ら
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
小
通
事
出
身
と
思
わ
れ
る
朝
鮮
人
・
金
萬
錫
、
安
先
達
ら
の
役
割
が
大
き
く
、
彼
ら
は
か
な
り
の
現
地
裁
量
を
発

い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
か
ら
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
小
通
事
出
身
と
思
わ
れ
る
朝
鮮
人
・
金
萬
錫
、
安
先
達
ら
の
役
割
が
大
き
く
、
彼
ら
は
か
な
り
の
現
地
裁
量
を
発

揮
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
山
田
ら
日
本
人
は
、
こ
れ
ら
朝
鮮
人
の
監
督
下
で
、
武
装
し
て
機
動
力
を
も
ち
、
非
協
力
的
な
漁
民
か
ら
の
徴
税
と
い
う
困

揮
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
山
田
ら
日
本
人
は
、
こ
れ
ら
朝
鮮
人
の
監
督
下
で
、
武
装
し
て
機
動
力
を
も
ち
、
非
協
力
的
な
漁
民
か
ら
の
徴
税
と
い
う
困

難
な
タ
ス
ク
を
、
暴
力
と
交
渉
に
よ
っ
て
実
行
し
た
。
発
行
文
書
の
分
析
か
ら
は
、
釜
山
の
日
本
人
商
人
を
巻
き
込
む
対
馬
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
利
用
や
、
日
本
側

難
な
タ
ス
ク
を
、
暴
力
と
交
渉
に
よ
っ
て
実
行
し
た
。
発
行
文
書
の
分
析
か
ら
は
、
釜
山
の
日
本
人
商
人
を
巻
き
込
む
対
馬
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
利
用
や
、
日
本
側

の
特
異
な
事
情
勘
案
が
背
景
と
し
て
み
ら
れ
る
一
方
、
外
衙
門
の
直
接
的
な
関
与
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

の
特
異
な
事
情
勘
案
が
背
景
と
し
て
み
ら
れ
る
一
方
、
外
衙
門
の
直
接
的
な
関
与
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
第
三
に
、
山
田
ら
に
よ
る
金
玉
均
暗
殺
計
画
に
つ
い
て
は
、
外
衙
門
関
与
の
蓋
然
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
不
明
な
点
が
多
く
、
明

　

し
か
し
第
三
に
、
山
田
ら
に
よ
る
金
玉
均
暗
殺
計
画
に
つ
い
て
は
、
外
衙
門
関
与
の
蓋
然
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
不
明
な
点
が
多
く
、
明

治
政
府
に
お
い
て
も
追
究
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
山
口
県
警
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
や
、
甲
申
政
変
後
の
金
玉
均
を
め
ぐ
る
朝
鮮
政
府
の
送
還
要
求
に

治
政
府
に
お
い
て
も
追
究
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
山
口
県
警
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
や
、
甲
申
政
変
後
の
金
玉
均
を
め
ぐ
る
朝
鮮
政
府
の
送
還
要
求
に

お
け
る
外
衙
門
の
役
割
、
金
玉
均
暗
殺
計
画
の
変
遷
か
ら
勘
案
す
る
に
、
外
衙
門
が
山
田
を
は
じ
め
と
し
た
事
件
の
関
係
者
を
遠
く
小
笠
原
に
派
し
て
、
金
玉
均

お
け
る
外
衙
門
の
役
割
、
金
玉
均
暗
殺
計
画
の
変
遷
か
ら
勘
案
す
る
に
、
外
衙
門
が
山
田
を
は
じ
め
と
し
た
事
件
の
関
係
者
を
遠
く
小
笠
原
に
派
し
て
、
金
玉
均

暗
殺
試
図
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
件
、
荒
唐
無
稽
に
み
え
る
が
、「
絶
海
の
孤
島
」
小
笠
原
に
い
っ
た
ん
は
到
達
す
る
た
め
に

暗
殺
試
図
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
件
、
荒
唐
無
稽
に
み
え
る
が
、「
絶
海
の
孤
島
」
小
笠
原
に
い
っ
た
ん
は
到
達
す
る
た
め
に

必
要
な
技
術
を
、
彼
ら
は
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
あ
る
程
度
の
妥
当
性
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

必
要
な
技
術
を
、
彼
ら
は
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
あ
る
程
度
の
妥
当
性
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

開
港
期
の
朝
鮮
外
交
に
つ
い
て
は
、
非
合
理
的
な
思
考
か
ら
優
柔
不
断
な
行
動
を
繰
り
返
し
、
そ
の
結
果
、
明
治
維
新
で
「
近
代
化
」
路
線
を
す
す
ん
だ
日
本

　

開
港
期
の
朝
鮮
外
交
に
つ
い
て
は
、
非
合
理
的
な
思
考
か
ら
優
柔
不
断
な
行
動
を
繰
り
返
し
、
そ
の
結
果
、
明
治
維
新
で
「
近
代
化
」
路
線
を
す
す
ん
だ
日
本

に
し
て
や
ら
れ
た
と
い
う
批
判
的
な
評
価
が
下
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
外
衙
門
の
政
策
は
む
し
ろ
、
効
率
と
実
現
性
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

に
し
て
や
ら
れ
た
と
い
う
批
判
的
な
評
価
が
下
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
外
衙
門
の
政
策
は
む
し
ろ
、
効
率
と
実
現
性
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
極
め
て
柔
軟
な
発
想
を
見
せ
た
。
山
田
事
件
に
つ
い
て
言
え
ば
、
対
馬
人
山
田
を
小
通
事
出
身
者
の
下
に
置
い
て
漁
場
に
送
り
、
経
費
を
全
く
か
け
ず

た
め
に
は
極
め
て
柔
軟
な
発
想
を
見
せ
た
。
山
田
事
件
に
つ
い
て
言
え
ば
、
対
馬
人
山
田
を
小
通
事
出
身
者
の
下
に
置
い
て
漁
場
に
送
り
、
経
費
を
全
く
か
け
ず

に
日
本
漁
民
の
横
暴
を
牽
制
す
る
一
方
、「
収
捧
節
目
」
を
付
与
し
、
そ
れ
を
日
朝
通
漁
規
則
締
結
交
渉
に
利
用
し
た
。
同
時
に
漁
場
で
は
、
彼
ら
の
現
地
裁
量

に
日
本
漁
民
の
横
暴
を
牽
制
す
る
一
方
、「
収
捧
節
目
」
を
付
与
し
、
そ
れ
を
日
朝
通
漁
規
則
締
結
交
渉
に
利
用
し
た
。
同
時
に
漁
場
で
は
、
彼
ら
の
現
地
裁
量

を
発
揮
さ
せ
、
彼
ら
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
な
が
ら
、
公
式
的
に
は
実
行
が
難
し
い
部
分
も
処
理
し
、
小
笠
原
の
金
玉
均
ま
で
狙
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

を
発
揮
さ
せ
、
彼
ら
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
な
が
ら
、
公
式
的
に
は
実
行
が
難
し
い
部
分
も
処
理
し
、
小
笠
原
の
金
玉
均
ま
で
狙
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
構
想
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
外
衙
門
の
政
策
を
前
に
、
日
本
の
外
務
省
は
そ
の
底
意
を
見
抜
け
ず
、
時
に
当
惑
し
た
。
あ
る
意
味
で
は
「
近

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
構
想
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
外
衙
門
の
政
策
を
前
に
、
日
本
の
外
務
省
は
そ
の
底
意
を
見
抜
け
ず
、
時
に
当
惑
し
た
。
あ
る
意
味
で
は
「
近

代
化
」
路
線
か
ら
一
歩
も
踏
み
外
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
明
治
政
府
を
尻
目
に
、
朝
鮮
の
戦
略
的
外
交
が
自
由
闊
達
に
展
開
さ
れ
て
い
た
状
況
も
、
開
港
期
日

代
化
」
路
線
か
ら
一
歩
も
踏
み
外
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
明
治
政
府
を
尻
目
に
、
朝
鮮
の
戦
略
的
外
交
が
自
由
闊
達
に
展
開
さ
れ
て
い
た
状
況
も
、
開
港
期
日

朝
関
係
の
確
か
な
一
側
面
で
あ
っ
た
。

朝
関
係
の
確
か
な
一
側
面
で
あ
っ
た
。

注＊
一 

本
稿
は
著
者
が
韓
国
で
発
表
し
た
次
の
論
文
の
日
本
語
翻
訳
に
軽
微
な
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
사
카
이
히
로
미
「
開
港
期
朝
日
関
係
實
状
과 

統
理
交
渉
通

商
事
務
衙
門-

야
마
다
아
리
지
（
山
田
荒
治
）
事
件
（
一
八
八
七
年
）
을 

중
심
으
로-

」『
韓
国
学
研
究
』
第
六
九
集
、
二
九
九
～
三
三
九
頁
、
二
〇
二
三
年
五
月
。

＊
二 

韓
㳓㳓
劤
「
開
港
後
日
本
漁
民
의 

侵
透
」『
東
洋
学
』
一
九
七
一
年
、
十
三
頁
に
お
い
て
、
出
漁
日
本
漁
船
数
の
予
備
調
査
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
文
脈

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

＊
三 

이
근
우
「
一
九
世
紀 

日
本
의 

漁
民
侵
奪
과 

朝
鮮
의
対
応 -

通
漁
章
程
締
結
까
지
」『
一
九
世
紀 

동
북
아 

四
個
国
의 

島
嶼
紛
争
과 

海
洋
境
界
』
東
北
亜
歴
史
財
団
、

二
〇
〇
八
年
は
、
本
文
後
述
の
「
山
田
綴
」
か
ら
文
書
目
録
と
文
書
三
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
国
史
編
纂
委
員
会
『
韓
国
近
代
史
資
料
集
成
五　

韓
日
漁
業
関
係
』
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を
利
用
し
て
事
件
の
経
過
を
整
理
し
た
上
で
、
山
田
事
件
を
「
朝
鮮
が
日
本
漁
船
に
対
し
て
漁
税
を
徴
収
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て

い
る
」「
漁
税
徴
収
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
的
な
背
景
を
持
っ
て
い
る
も
の
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
四
十
六
点
に
及
ぶ
「
山
田
綴
」
文
書
の
全
体

か
ら
す
れ
ば
部
分
的
な
検
討
に
と
ど
ま
る
た
め
、
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

＊
四 

戦
前
期
外
務
省
記
録
Ｂ
．
三
．
一
四
．
二
．
四
八
、
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB12082787700

。
以
下
「
山
田
綴
」
を

含
む
戦
前
期
外
務
省
記
録
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
フ
ァ
イ
ル
の
頁
番
号
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
す
。

＊
五 
酒
井
裕
美
『
開
港
期
朝
鮮
の
戦
略
的
外
交　

一
八
八
二
―
一
八
八
四
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
。

＊
六 

酒
井
裕
美
「
山
田
荒
治
事
件
（
一
八
八
七
年
）
を
め
ぐ
る
朝
鮮
の
戦
略
的
外
交
―
開
港
期
の
日
朝
漁
業
問
題
一
考
―
」『
東
洋
史
研
究
』
八
十
二
―
一
、二
〇
二
三
年
。

＊
七 

山
田
荒
治
は
自
身
の
経
歴
と
外
衙
門
雇
用
の
経
緯
に
つ
い
て
、
一
八
八
七
年
八
月
に
ソ
ウ
ル
の
日
本
領
事
館
で
取
調
を
う
け
た
際
（「
山
田
綴
」203-204

頁
）、

一
八
八
七
年
十
二
月
に
下
関
で
逮
捕
さ
れ
、
赤
間
関
警
察
署
で
取
調
を
う
け
た
際
（「
山
田
綴
」241-255

頁
）
の
二
度
供
述
し
て
お
り
、
本
文
の
記
述
は
両
者
を

総
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
山
田
の
供
述
に
は
陽
暦
と
陰
暦
が
混
在
し
て
い
る
が
、文
脈
か
ら
ど
ち
ら
か
判
断
し
、陰
暦
の
場
合
は
陽
暦
に
換
算
し
て
記
述
し
た
。

＊
八 

上
県
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
上
県
町
誌
』
二
〇
〇
四
年
、
四
五
一
頁
。

＊
九 

宮
本
常
一
『
対
馬
漁
業
史
』（『
宮
本
常
一
著
作
集　

二
八
』）、
未
来
社
、
一
九
八
三
年
、
二
二
五
頁
。

＊
十 

一
八
八
二
年
七
月
二
十
三
日
に
勃
発
し
た
壬
午
軍
乱
に
際
し
、
日
本
政
府
は
即
座
に
軍
艦
派
遣
を
閣
議
決
定
し
、
八
月
九
日
に
は
金
剛
、
続
い
て
比
叡
、
清
輝
が

仁
川
に
入
港
し
た
。
こ
れ
ら
の
軍
艦
に
は
そ
れ
ぞ
れ
定
員
に
合
わ
せ
た
端
舟
（
ボ
ー
ト
）
が
配
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
藤
間
生
大
『
壬
午
軍
乱
と
近
代

東
ア
ジ
ア
世
界
の
成
立
』
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
、
一
五
六
、一
六
〇
頁
。
生
田
清
範
『
軍
人
袖
中
必
携
』
秀
英
舎
、
一
八
八
八
年
、
九
六
頁
。

＊
十
一 

舸
子
は
船
の
漕
ぎ
手
で
あ
り
、例
え
ば
近
隣
の
萩
藩
に
お
い
て
は
、藩
船
運
航
の
繁
忙
時
に
は
「
舸
子
役
」
を
領
内
か
ら
徴
発
し
て
い
た
と
い
う
。
木
部
和
昭
「
平

郡
島
に
お
け
る
舸
子
役
と
漁
業
権
」『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
七
、
二
〇
一
一
年
、
四
八
頁
。
こ
の
と
き
下
関
か
ら
五
、
六
十
人
が
雇
わ
れ
た
と
い
う
。

＊
十
二 

日
本
か
ら
朝
鮮
へ
の
初
期
渡
航
者
に
は
、
船
舶
を
所
有
し
、
操
縦
技
術
を
持
つ
、
回
漕
業
を
営
む
者
が
多
か
っ
た
。
李
東
勲
『
在
朝
日
本
人
社
会
の
形
成　

植
民

地
空
間
の
変
容
と
意
識
構
造
』
二
〇
一
九
年
、
明
石
書
店
、
七
九
頁
。

＊
十
三 

戦
前
期
外
務
省
記
録
「
海
外
旅
券
勘
合
簿　

山
口
県
之
部　

第
一
巻
」
三
．
八
．
五
．
五
．
一
一
。

＊
十
四 

酒
井
裕
美
前
掲
論
文
、
第
二
章
第
二
項
。
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＊
十
五 

「
山
田
綴
」354

頁
。

＊
十
六 

『
鎮
西
日
報
』
一
八
八
八
年
二
月
十
六
日
。

＊
十
七 

戦
前
期
外
務
省
記
録
「
朝
鮮
国
慶
尚
全
羅
両
道
ニ
於
ケ
ル
我
往
漁
者
ノ
情
態
報
告
一
件
」（
以
下
「
情
態
報
告
綴
」）
Ｂ
．
三
．
五
．
八
．
二
〇
、B11091820100

。

＊
十
八 

内
野
対
琴
『
反
故
廼
裏
見
』
第
十
一
巻　

対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
史
料
。

＊
十
九 

「
山
田
綴
」196

頁
。

＊
二
十 
現
在
確
認
で
き
る
「
収
捧
節
目
」
は
、
①
釜
山
領
事
館
で
作
成
し
た
山
田
か
ら
の
報
告
の
写
し
が
、
高
平
小
五
郎
、
青
木
周
蔵
に
送
付
さ
れ
た
も
の
（「
山
田
綴
」

196-197

頁
）、
②
ソ
ウ
ル
の
日
本
領
事
館
で
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
写
し
。
印
影
の
位
置
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
（「
山
田
綴
」291-292

頁
）、
③
平
山
が
所

持
し
て
い
た
も
の
を
釜
山
管
理
署
で
の
取
調
時
提
出
さ
せ
て
作
成
し
た
と
み
ら
れ
る
写
し
（「
山
田
綴
」335-337

頁
）、
④
一
八
八
七
年
十
二
月
十
七
日
付
近
藤

か
ら
趙
秉
式
督
辦
へ
の
照
会
に
添
付
さ
れ
た
も
の
（
高
麗
大
学
校
亜
細
亜
問
題
研
究
所
編
『
舊
韓
国
外
交
文
書　

第
一
巻　

日
案
』（
以
下
『
日
案
』）
一
〇
三
二

付
属
文
書
）、
⑤
奎
章
閣
所
蔵
本
（
一
五
二
八
四
―
三
）
の
五
通
り
あ
る
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
、
⑤
に
よ
る
。

＊
二
十
一 

一　

上
納
之
事
、
自
六
膾
月
、
従
漁
船
数
多
少
、
捧
税
納
上
是
斎
。

＊
二
十
二 

一　

自
外
衙
門
定
捧
税
官
、
行
図
書
。
再
雇
用
日
人
山
田
、
一
切
幇
忙
是
斎
。

＊
二
十
三 

一　

日
本
人
、
不
由
海
関
、
與
朝
鮮
人
潜
相
賈
買
於
海
上
船
中
者
、
該
貨
以
之
入
官
、
居
間
與
該
主
人
、
列
別
懲
罰
是
遣
、
日
本
人
指
名
、
即
報
外
衙
門
是
斎
。

＊
二
十
四 

一　

朝
鮮
與
日
本
漁
船
、
水
火
相
求
之
時
、
或
有
生
弊
有
、
則
朝
鮮
人
自
捧
税
官
厳
飭
是
遣
。
日
本
人
山
田
荒
治
定
差
人
、
下
送
判
別
指
飭
是
斎

＊
二
十
五 

一　

日
本
漁
船
、
無
捧
税
所
図
書
、
而
潜
漁
者
、
一
併
罰
金
逐
送
是
斎
。

＊
二
十
六 

一　

朝
鮮
人
漁
網
設
箭
處
、
日
本
漁
人
、
勿
為
犯
漁
是
斎
。

＊
二
十
七 

一　

日
本
漁
人
、
無
事
下
陸
、
生
弊
閭
家
者
、
山
田
厳
飭
論
罰
是
斎
。

＊
二
十
八 

一　

日
本
漁
船
所
捉
魚
発
賈
時
、
或
朝
鮮
人
居
間
生
弊
、
在
自
捧
税
所
一
切
禁
断
是
斎
。

＊
二
十
九 

「
山
田
綴
」203

頁
。

＊
三
十 

一　

漁
税
収
捧
時
、
以
山
田
風
帆
船
二
艘
排
用
。
而
該
船
諸
般
等
費
、
山
田
自
當
知
。
有
虧
欠
之
費
、
毋
得
責
償
是
斎
。

＊
三
十
一 

吉
田
敬
市
『
朝
鮮
水
産
開
発
史
』
朝
水
会
、
一
九
五
一
年
、
一
五
九
頁
。
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＊
三
十
二 

「
情
態
報
告
綴
」451

頁
。

＊
三
十
三 

前
掲
『
朝
鮮
水
産
開
発
史
』
二
二
五
頁
。

＊
三
十
四 

「
山
田
綴
」203

頁
。

＊
三
十
五 

長
崎
貿
易
商
同
業
組
合
『
組
合
史
』
一
九
三
三
年
、
十
頁
掲
載
の
「
荷
受
問
屋
盟
約
書
」（
一
八
八
〇
年
）
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

＊
三
十
六 
「
山
田
綴
」220

頁
。

＊
三
十
七 
「
山
田
綴
」243

頁
。

＊
三
十
八 

姜
徳
相
「
李
氏
朝
鮮
開
港
直
後
に
於
け
る
朝
日
貿
易
の
展
開
」『
歴
史
学
研
究
』
六
号
、
一
九
六
二
年
、
三
頁
。

＊
三
十
九 

石
川
亮
太
『
近
代
ア
ジ
ア
市
場
と
朝
鮮　

開
港
・
華
商
・
帝
国
』
名
大
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
六
十
九
頁
。

＊
四
十 

「
山
田
綴
」221
頁
。

＊
四
十
一 

「
山
田
綴
」221

頁
。

＊
四
十
二 

「
山
田
綴
」326

頁
。

＊
四
十
三 

「
山
田
綴
」348

頁
。

＊
四
十
四 

「
山
田
綴
」220

頁
。

＊
四
十
五 

対
馬
は
一
八
七
六
年
八
月
以
降
、
長
崎
県
の
管
轄
で
あ
り
、
後
出
す
る
注
四
十
七
の
よ
う
に
、
史
料
に
よ
っ
て
は
対
馬
が
「
長
崎
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

＊
四
十
六 

「
山
田
綴
」221

頁
。

＊
四
十
七 

戦
前
期
外
務
省
記
録
「
海
外
旅
券
勘
合
簿　

長
崎
県
之
部
」
三
．
八
．
五
．
五
―
一
。

＊
四
十
八 

前
掲
宮
本
常
一
『
対
馬
漁
業
史
』、
二
二
五
頁
。

＊
四
十
九 

九
学
会
年
報
（
人
類
科
学
）
第
四
集
『
漁
民
と
対
馬
』
一
九
五
二
年
、
一
〇
五
、一
一
一
頁
。

＊
五
十 

木
村
健
二
「
朝
鮮
進
出
日
本
人
の
営
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
亀
谷
愛
介
商
店
を
事
例
と
し
て
」（
杉
山
伸
也
、
リ
ン
ダ
・
グ
ロ
ー
ブ
編
『
近
代
ア
ジ
ア
の
流
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
創
文
社
、
一
九
九
九
年
、
第
二
章
）
四
十
七
頁
。
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＊
五
十
一 

木
村
健
二
「
近
代
の
長
崎
・
対
馬
と
朝
鮮
」『
歴
史
評
論
』
六
六
九
号
、
二
〇
〇
六
年
、
四
十
六
頁
。

＊
五
十
二 

『
朝
野
新
聞
』
一
八
七
八
年
十
二
月
十
日
「
朝
鮮
通
信
」。
山
田
昭
次
「
明
治
前
期
の
日
朝
貿
易
―
そ
の
日
本
側
の
担
い
手
と
構
造
に
つ
い
て
」（
家
永
三
郎
教
授

東
京
教
育
大
学
退
官
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
『
近
代
日
本
の
国
家
と
思
想
』
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
）
か
ら
再
引
用
。

＊
五
十
三 

注
四
十
七
に
同
じ
。

＊
五
十
四 

木
村
健
二
前
掲
論
文
、
一
九
九
九
年
、
四
十
八
頁
。

＊
五
十
五 
『
朝
鮮
新
報
』（
釜
山
港
商
法
会
議
所
発
行
）
一
八
八
二
年
三
月
十
五
日
、
五
面
。

＊
五
十
六 
後
日
談
に
な
る
が
、
浅
山
は
一
八
九
九
年
の
群
山
開
港
時
、
群
山
領
事
館
と
し
て
赴
任
し
た
人
物
で
、「
島
人
根
性
は
何
処
迄
も
失
せ
ず
し
て
、
同
郷
人
を
庇
護

す
る
に
誰
れ
憚
る
所
も
な
く
」、
そ
の
治
下
は
「
対
州
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
に
非
ず
の
観
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
保
高
正
記
・
村
松
祐
之
『
群
山
開
港
史
』

一
九
二
五
年
、
六
十
三
頁
。

＊
五
十
七 

注
五
十
四
に
同
じ
。

＊
五
十
八 

農
商
務
省
商
務
局
『
商
況
年
報　

明
治
十
六
年
度
編
』。
山
田
昭
次
前
掲
論
文
よ
り
再
引
用
。

＊
五
十
九 

朴
漢
珉
「
開
港
初
期
朝
日
間
交
易
様
相
과 

亀
浦
事
件
」『
韓
日
関
係
史
研
究
』
第
七
二
集
、
二
〇
二
一
年
に
詳
し
い
。

＊
六
十 

朴
漢
珉
前
掲
論
文
、
二
〇
七
・
二
〇
八
頁
。

＊
六
十
一 

『
朝
日
新
聞
』
一
八
八
一
年
九
月
十
一
日
、
十
一
月
二
十
九
日
。
村
上
は
、
釜
山
港
の
監
獄
狭
隘
を
理
由
に
、
一
八
八
一
年
十
一
月
、
対
馬
の
厳
原
警
察
署
へ
護

送
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
一
八
八
七
年
夏
に
「
山
田
荒
治
に
相
傭
は
れ
朝
鮮
国
に
渡
航
致
候
」
ま
で
、
ど
こ
で
何
を
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
八
九
一
年

に
は
対
馬
の
浅
藻
で
、
小
学
校
の
⺟
体
と
な
る
私
設
学
習
指
導
所
を
設
立
し
た
人
物
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
厳
原
町
教
育
委
員
会
『
厳
原
町
教
育
史
』

一
九
七
二
年
、
三
〇
〇
頁
。

＊
六
十
二 

「
釜
山
三
大
成
功
者
」
大
池
忠
助
を
除
く
。

＊
六
十
三 

　

戦
前
期
外
務
省
記
録
「
本
邦
人
外
国
ニ
於
テ
商
店
ヲ
開
キ
営
業
ヲ
ス
ル
者
ノ
氏
名
住
所
営
業
ノ
種
類
等
取
調
一
件
」
三
．
三
．
七
．
一
三
、B10074441000

。

一
八
八
七
年
の
調
査
は
十
四
～
十
九
頁
。
一
八
八
九
年
の
調
査
は
七
八
～
八
二
頁
。

＊
六
十
四 

日
韓
商
業
興
信
所
『
在
韓
実
業
家
名
鑑
』
一
九
〇
九
年
。
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＊
六
十
五 

注
十
四
に
同
じ
。

＊
六
十
六 

幕
藩
体
制
下
で
各
藩
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
で
な
さ
れ
て
い
た
漁
民
の
管
理
は
、
廃
藩
置
県
後
崩
壊
し
、
無
秩
序
状
態
と
も
い
え
る
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。

所
安
島
近
海
に
多
く
の
漁
船
が
出
漁
し
た
豊
浦
郡
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
長
門
府
中
藩
政
下
、
他
藩
（
主
に
対
馬
藩
）
領
海
出
漁
者
に
運
上
を
課
し
た
上
で
往
来
手

形
（
旅
行
免
状
）
を
発
給
し
て
い
た
方
式
が
崩
壊
し
た
後
、
山
口
県
が
一
八
七
三
年
に
「
漁
業
採
藻
税
」「
船
税
」
の
徴
収
と
合
わ
せ
て
漁
業
者
に
鑑
札
を
交
付

す
る
方
式
が
導
入
さ
れ
た
が
、
制
度
と
し
て
確
立
す
る
に
は
時
間
が
か
か
り
、
操
業
区
域
を
届
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
八
二
年
五
月
以
降
で
あ
っ
た
と
い

う
。
し
か
も
こ
の
操
業
区
域
に
朝
鮮
海
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
楠
美
一
陽
『
豊
浦
郡
水
産
史
料
』
一
九
一
五
年
、
十
一
頁
。

＊
六
十
七 

釜
山
に
お
い
て
は
一
八
八
三
年
十
二
月
に
「
釜
山
港
碇
泊
漁
船
取
締
仮
規
則
」
が
公
布
さ
れ
、
朝
鮮
海
に
出
漁
す
る
漁
民
は
、
釜
山
領
事
館
へ
の
届
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
釜
山
府
『
釜
山
府
史
原
稿
六
』
三
六
〇
頁
）。
し
か
し
漁
民
た
ち
は
本
籍
地
か
ら
漁
場
に
直
接
往
来
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
義
務
化

も
実
際
に
は
機
能
し
て
お
ら
ず
、
釜
山
領
事
館
で
は
漁
民
の
実
態
把
握
に
苦
慮
し
て
い
た
。「
情
態
報
告
綴
」485-486

頁
。

＊
六
十
八 

「
収
捧
節
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
税
額
は
、
十
人
以
上
乗
が
日
本
銀
貨
五
圓
、
五
―
九
人
乗
が
二
圓
五
〇
銭
、
四
人
以
下
一
圓
五
〇
銭
で
あ
る
。
こ
の
額
数
は
、

朝
鮮
通
漁
規
則
締
結
交
渉
過
程
に
お
い
て
み
る
と
、
低
い
水
準
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
酒
井
裕
美
前
掲
論
文
、
第
三
章
第
二
項
。

＊
六
十
九 

済
州
島
近
海
に
お
け
る
日
本
漁
民
の
操
業
は
一
八
八
四
年
九
月
か
ら
暫
定
差
止
と
な
り
、
こ
れ
が
解
消
さ
れ
る
の
は
一
八
九
一
年
十
二
月
で
あ
る
。
こ
の
暫
定
差

止
は
、
外
衙
門
の
戦
略
的
外
交
が
粘
り
強
い
交
渉
の
末
に
得
た
成
果
で
あ
っ
た
の
で
、
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
外
衙
門
が
「
済
州
操
業
許
可
」
に
関
与
し
た

と
は
考
え
に
く
い
。
酒
井
裕
美
「
日
朝
両
国
通
漁
規
則
（
一
八
八
九
年
）
締
結
交
渉
の
再
検
討
―
済
州
通
漁
問
題
を
め
ぐ
る
朝
鮮
外
交
の
展
開
を
中
心
に
」『
上

智
史
学
』
第
六
十
五
号
、
二
〇
二
〇
年
。

＊
七
十 

「
証
書
」
の
日
付
は
「
光
緒
十マ

四マ

年
丁
亥
四
月
二
十
五
日
」
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
六
月
二
六
日
に
あ
た
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
と
き
山
田
は
長
崎
に
い
た
。

す
な
わ
ち
、
ケ
ー
ス
①
の
古
谷
も
日
本
人
は
い
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
が
、
こ
の
徴
税
に
山
田
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
う
だ
と

す
る
と
、
こ
の
徴
税
主
体
は
い
っ
た
い
ど
の
筋
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
他
の
手
が
か
り
が
な
く
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
証
書
」
の

発
行
人
は
「
金
乃
信
」
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
側
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
う
け
た
外
衙
門
が
釜
山
監
理
署
に
む
け
て
、「
日
語
通
詞
」「
金
乃
信
」
の
行
方
を
問
い
合

わ
せ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
（『
釜
山
港
關
草 

一
』
戊
子
二
月
十
一
日
）
す
な
わ
ち
、
山
田
が
現
地
に
い
た
る
以
前
か
ら
日
本
漁
民
に
対
す
る
「
徴
税
」
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
あ
た
っ
た
人
物
が
「
日
語
通
詞
」
で
あ
る
こ
と
を
外
衙
門
が
認
識
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
山
田
も
、
自
分
以
外
に
統
理
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衙
門
か
ら
五
、六
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
と
証
言
し
て
い
る
。（「
山
田
綴
」245

頁
）

＊
七
十
一 

『
防
長
新
聞
』
明
治
二
十
年
十
一
月
三
十
日
。

＊
七
十
二 

「
山
田
綴
」251

頁
。

＊
七
十
三 

「
山
田
綴
」329

頁
。
平
山
は
「
安
先
達
」
の
他
に
も
朝
鮮
人
同
行
者
と
し
て
「
鄭
書
房
」
な
る
人
物
を
挙
げ
て
い
る
。

＊
七
十
四 

「
先
達
」
と
は
、
語
義
的
に
は
、
科
挙
に
及
第
は
し
た
が
ま
だ
官
職
に
つ
い
て
い
な
い
人
を
指
す
一
般
名
詞
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
修
信
使
随
員
を
経
て

釜
山
監
理
署
で
海
関
関
連
業
務
を
一
八
八
五
年
ま
で
担
当
し
た
後
、
統
理
交
渉
通
商
事
務
衙
門
主
事
と
な
っ
た
閔
建
鎬
の
日
記
で
あ
る
『
海
隠
日
記
』
に
は
、
釜

山
監
理
署
に
お
け
る
記
事
の
な
か
に
「
安
先
達
」
が
登
場
す
る
。
し
か
し
こ
の
人
物
は
「
安
先
達
駉
壽
」
と
も
表
記
さ
れ
て
お
り
、す
な
わ
ち
「
安
駉
壽
」
で
あ
る
。

安
駉
壽
は
当
時
、
修
信
使
の
随
行
員
と
し
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
、
帰
国
途
中
に
当
該
海
域
に
立
ち
寄
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
が
、
楸
子
島
の
「
安
先
達
」
を
安
駉
壽
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。『
東
行
日
錄 

海
隠
日
記
』
二
〇
〇
六
年
、
一
四
四
、一
四
八
、三
八
八
頁
。

＊
七
十
五 

「
山
田
綴
」252
頁
。

＊
七
十
六 

明
治
初
期
の
識
字
状
況
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
何
を
も
っ
て
読
み
書
き
を
な
し
う
る
か
と
い
う
定
義
の
不
在
、
地
域
差
等
の
要
因
に
よ
り
、
そ
の
実

態
に
迫
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
例
え
ば
具
体
的
な
調
査
記
録
が
残
っ
て
い
る
一
八
八
一
年
に
お
け
る
長
野
県
北
安
曇
郡
常
盤
村
八
八
三
人
に
対

す
る
識
字
調
査
を
み
て
も
、
姓
名
等
自
署
可
能
層
が
五
五.

六
％
に
の
ぼ
る
一
方
で
、
実
用
的
識
字
層
は
九.

一
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
漢
文
の
文
書
作
成
は
、

こ
の
調
査
で
わ
ず
か
一.

七
％
が
該
当
し
た
「
公
布
達
及
新
聞
論
説
を
解
読
し
得
る
者
」
よ
り
も
高
い
能
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
八
鍬
友
広
「
近
世
社

会
と
識
字
」『
教
育
学
研
究
』
第
七
〇
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
。　

＊
七
十
七 

注
三
十
七
に
示
し
た
状
況
以
外
に
も
、
山
田
が
外
衙
門
に
願
書
を
提
出
す
る
際
、
こ
れ
を
勧
め
た
金
萬
錫
は
同
帯
し
た
「
書
役
」
に
願
書
を
作
成
さ
せ
て
お
り
、

山
田
は
そ
の
内
容
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
自
供
し
て
い
る
。「
山
田
綴
」203

頁
。

＊
七
十
八 

平
山
も
文
書
を
読
め
た
か
疑
わ
し
い
。
供
述
書
に
署
名
拇
印
す
る
に
あ
た
り
「
読
み
聞
か
せ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。「
山
田
綴
」

328

頁
。

＊
七
十
九 

「
情
態
報
告
一
件
」491

頁
。

＊
八
十 

注
十
四
に
同
じ
。
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＊
八
十
一 

「
山
田
綴
」358

頁
。
山
田
の
帰
国
も
、
逃
亡
し
た
佐
賀
関
の
船
を
追
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。

＊
八
十
二 

山
田
の
雇
用
証
で
あ
る
「
憑
票
」
に
、「
現
漁
税
雖
未
開
行
、
規
模
溟
略
定
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
山
田
も
外
衙
門
か
ら
、
漁
税
規
定
が
成
立
す
る
ま
で
は
徴
収

し
て
は
な
ら
な
い
と
の
命
令
が
あ
っ
た
た
め
、「
税
金
」
は
徴
収
し
な
か
っ
た
と
陳
述
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（「
山
田
綴
」204

、243

頁
）。
し
か
し
、
名
目
上
は

そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
山
田
は
「
憑
票
」
と
と
も
に
、
収
税
細
則
で
あ
る
「
収
捧
節
目
」
を
外
衙
門
か
ら
受
け
取
っ
て
お
り
、
金
萬
錫
は
山
田
の
任
務
が
徴

税
で
あ
っ
た
こ
と
を
断
言
し
て
い
た
。「
山
田
綴
」355

頁
。

＊
八
十
三 
「
山
田
綴
」357

頁
。

＊
八
十
四 

「
山
田
綴
」363

頁
。

＊
八
十
五 

「
山
田
綴
」252
頁
。

＊
八
十
六 

「
山
田
綴
」365
頁
。

＊
八
十
七 

「
山
田
綴
」333

頁
。
封
筒
裏
に
「
豊
浦
郡
吉
田
舩
橋
本
源
八
殿
ニ
托
ス
」
と
あ
る
。
な
お
、
大
草
竹
三
郎
の
名
は
、「
山
田
綴
」331

頁
に
見
え
る
。
本
史
料
の
解

読
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
大
学
人
文
学
研
究
科
飯
塚
一
幸
先
生
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
感
謝
の
意
を
表
す
。

＊
八
十
八 

近
世
の
防
長
地
域
で
は
、
魚
問
屋
仕
入
制
度
（
漁
民
に
対
し
て
漁
具
・
餌
代
・
飯
米
な
ど
の
必
要
物
資
・
諸
経
費
を
前
貸
し
す
る
仕
入
の
見
返
り
に
、
魚
問
屋
が

漁
獲
物
の
販
売
・
流
通
を
独
占
的
に
支
配
）
が
定
着
し
て
い
た
。
そ
の
一
つ
の
形
態
と
し
て
、
魚
市
場
が
存
在
し
な
い
例
え
ば
周
防
国
大
島
郡
の
よ
う
な
沖
合
地

域
で
は
、
漁
獲
物
の
買
い
上
げ
、
転
売
を
担
う
「
商
主
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。
開
港
場
釜
山
に
お
け
る
魚
問
屋
の
実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
商
業
構
造
の
影
響
は
勘
案
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
木
部
和
昭
「
明
治
期
山
口
県
の
魚
市
場
慣
行
調
に
見
る
魚
問
屋
仕
入
制
度
の
諸
相
（
上
）（
下
）
―
近

世
防
長
漁
業
の
内
部
構
造
・
地
域
類
型
解
明
の
手
が
か
り
と
し
て
―
」『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
九
号
、
十
号
、
二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
四
年
。

＊
八
十
九 

「
収
捧
節
目
」
に
記
さ
れ
て
い
た
税
額
が
、
日
朝
通
漁
規
則
締
結
交
渉
過
程
に
お
い
て
み
た
と
き
低
い
水
準
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
状
況
と
繋
が
っ
て
く
る
。

注
六
十
八
参
照
。
し
か
し
一
方
で
外
衙
門
は
、
逮
捕
後
に
東
萊
府
へ
送
還
さ
れ
た
金
萬
錫
を
通
し
て
、
徴
税
現
場
に
お
け
る
資
料
を
入
手
し
て
い
る
。
こ
の
資
料

収
集
に
は
、
外
衙
門
が
相
当
注
力
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
合
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
酒
井
裕
美
前
掲
論
文
、
二
〇
二
三
年
、
第

四
章
第
三
項
。

＊
九
十 

平
山
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
所
安
島
近
海
に
お
け
る
集
金
額
は
百
円
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
、
詳
細
は
不



44

明
で
あ
る
が
、一
部
は
金
萬
錫
が
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
的
に
確
認
で
き
る
。
金
萬
錫
は
、上
京
の
際
に
外
衙
門
に
渡
す
つ
も
り
だ
っ
た
と
供
述
し
て
い
る
が
、

外
衙
門
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
不
確
実
な
集
金
方
法
で
あ
る
。
実
際
、
金
萬
錫
は
保
持
し
て
い
た
徴
税
金
の
う
ち
十
円
を
山
田
に
貸
し
付
け
る
な
ど
、

そ
の
管
理
を
勝
手
に
行
っ
て
い
た
痕
跡
も
確
認
で
き
る
。「
山
田
綴
」358

頁
。

＊
九
十
一 

こ
の
報
告
に
お
け
る
「
周
連
」
は
金
萬
錫
の
別
名
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
山
田
綴
」345

頁
。

＊
九
十
二 

「
山
田
綴
」346

頁
。

＊
九
十
三 
「
山
田
綴
」373

頁
。

＊
九
十
四 
山
形
県
知
事
は
、「
謀
殺
」
と
す
る
と
事
が
重
大
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
村
上
が
、「
事
実
ヲ
軽
セ
ン
」
と
し
て
こ
の
よ
う
な
表
現
に
変
え
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

＊
九
十
五 

竹
山
研
次
郎
に
つ
い
て
は
、
本
史
料
の
言
及
以
外
の
端
緒
を
発
見
で
き
ず
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。

＊
九
十
六 

「
山
田
綴
」375
頁
。

＊
九
十
七 

「
山
田
綴
」378
頁
。

＊
九
十
八 

김
성
혜
「
日
本
亡
命
時 
金
玉
均
送
還
을 

둘
러
싼 

朝
日
両
国
의 

対
応
」『
大
東
文
化
研
究
』
八
八
集
、
二
〇
一
四
年
、「
Ⅱ 

外
交
루
트
를 

통
한 

金
玉
均
送
還
努
力
」。

金
栄
作
「
金
玉
均
暗
殺
事
件
과 
韓
清
日　

三
国
―
既
存
学
説
에 

대
한 

批
判
的
検
討
」『
韓
国
政
治
外
交
史
論
叢
』
十
一
集
、
一
九
九
四
年
。

＊
九
十
九 

『
統
署
日
記
』
甲
申
十
一
月
二
十
二
日
。

＊
百 

『
日
案
』
四
〇
二
、四
〇
三
。

＊
百
一 

『
承
政
院
日
記
』
第
二
八
八
九
冊
、
高
宗
十
九
年
五
月
二
十
七
日
。『
承
政
院
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
徐
相
雨
は
副
主
事
と
し
て
、
一
八
八
二
年
三
月
二
十
四
日
に
仁

川
に
滞
在
し
た
清
使
に
対
応
す
る
従
事
官
に
任
命
さ
れ
（
伴
接
官
申
櫶櫶
、
副
官
金
弘
集
）、
同
年
四
月
十
二
日
に
月
尾
島
沖
に
イ
ギ
リ
ス
船
が
到
来
し
た
際
に
も

従
事
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

＊
百
二 

『
承
政
院
日
記
』
第
二
九
〇
八
冊
、
高
宗
二
〇
年
一
月
二
十
日
。『
承
政
院
日
記
』
に
よ
れ
ば
徐
相
雨
は
高
宗
二
十
一
年
閏
五
月
二
十
九
日
ま
で
そ
の
職
に
あ
り
、

そ
の
後
は
右
承
旨
を
経
て
、
一
八
八
五
年
二
月
時
点
で
は
禮
曹
参
判
で
あ
っ
た
。

＊
百
三 

김
성
혜
前
掲
論
文
、
三
四
一
頁
。

＊
百
四 

金
栄
作
前
掲
論
文
、
二
五
四
頁
。
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＊
百
五 

『
日
本
外
交
文
書
』
第
十
九
巻
、
二
一
一
。

＊
百
六 

김
성
혜
前
掲
論
文
、
三
四
三
頁
。

＊
百
七 

『
日
本
外
交
文
書
』
第
十
九
巻
、
二
一
一
、二
一
五
。

＊
百
八 

注
十
四
に
同
じ
。

＊
百
九 
『
日
案
』
七
一
八
。

＊
百
十 
戦
前
期
外
務
省
記
録
「
韓
国
亡
命
者
金
玉
均
ノ
動
静
関
係
雑
件
（
京
城
説
伝
） 

第
三
巻
」（
以
下
「
金
玉
均
動
静
巻
三
」
と
表
記
す
る
。）
一
．
一
．
二
．
四
―

〇
〇
三
、B03030198400

。108-112

頁
。
臨
時
代
理
公
使
杉
村
濬
が
井
上
外
務
大
臣
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
六
年
十
月
六
日
、
李
源
兢
の
「
随

行
人
」
朴
琪
淙
が
仁
川
港
に
帰
国
し
、
鄭
秉
夏
、
金
嘉
鎮
に
状
況
を
説
明
し
た
と
い
う
。（『
日
本
外
交
文
書
』
第
十
九
巻
、
一
二
七
。
こ
の
史
料
で
は
、
漢
字
表

記
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
誤
記
と
み
ら
れ
る
）
続
い
て
同
年
十
二
月
十
一
日
に
も
、
仁
川
港
に
安
駉
壽
が
到
着
し
、
李
源
兢
が
金
允
植
、
鄭
秉
夏
宛
て
の
書
簡
を

伝
達
し
た
と
い
う
。（『
日
本
外
交
文
書
』
第
十
九
巻
、一
二
八
）
こ
の
朴
琪
淙
、安
駉
壽
は
と
も
に
小
通
事
出
身
で
あ
り
、外
衙
門
に
出
入
り
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ

た
。
同
様
に
小
通
事
出
身
で
あ
っ
た
金
萬
錫
と
も
繋
が
り
が
あ
り
得
る
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
李
源
兢
は
、
東
京
で
「
対
馬
人
」
と
同
宿
し
て
い
た
と
い
う
記
録

も
あ
る
。「
金
玉
均
動
静
巻
三
」130
頁
。

＊
百
十
一 

『
日
本
外
交
文
書
』
第
十
九
巻
、
一
二
五
。

＊
百
十
二 

『
日
本
外
交
文
書
』
第
十
九
巻
、
一
二
四
。

＊
百
十
三 

酒
井
裕
美
前
掲
論
文
、
二
〇
二
三
年
、
第
四
章
第
二
項
。

＊
百
十
四 

李
光
麟
「
李
樹
廷
의 

人
物
과 

그 

活
動
」『
改
訂
版
韓
国
開
化
史
研
究
』
一
潮
閣
、
一
九
七
四
年
、
二
四
八
頁
。

＊
百
十
五 

이
선
아
「
十
九
世
紀 

開
化
派
의 

農
書
刊
行
과 

普
及
의 

意
義-
安
宗
洙
의 

『
農
政
新
編
』
을 

중
심
으
로-

」『
農
業
史
研
究
』
第
八
巻
二
号
、
二
〇
〇
九
年
、
六
五

-

六
六
頁
。

＊
百
十
六 

外
交
史
料
館
「
韓
人
ニ
関
ス
ル
警
視
庁
及
兵
庫
県
庁
ヨ
リ
ノ
報
告
」
一
．
一
．
二
．
四
―
〇
〇
三
、B03030201700

。

＊
百
十
七 

「
金
玉
均
動
静　

三
巻
」136

頁
。
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개항기 조일관계 실상과 통리교섭통상사무아문

―야마다 아라지(山田荒治) 사건(1887年)을 중심으로―

� 사카이�히로미

　　본�논믄은�개항기�조선의�대�일본�외교를�‘전략적’이라는�시각에서�재구성하기�위한�작업

의�일환으로�1887년에�일어난�야마다�아라지�사건의�실태를�밝히고�사건에�대한�통리교섭통

상사무아문�(외아문)의�자세와�역할을�검토한�것이다.�

　　야마다�아라지�사건이란�대마도�출신인�야마다가�외아문에�고용되어�소안도�주변�해역

에서�어업�활동을�시도한�일본�어민들에게서�세금을�거둔�행동이�조일�간의�외교�문제로�비

화된�사건이다.�본�논문에서는�주로�일본�외무성에�남겨진�부책�「朝鮮政府雇山田荒治該政府

発給漁税節目ヲ以テ我漁船ニ対シ徴税一件」의�분석을�통해�야마다의�사정과�계획,�징세�실

태,�김옥균�암살�계획과의�관련을�구체적으로�밝혔다.�

　　그�결과�외아문의�야마다�고용은�개항기�부산,�대마도인들의�특유한�상황을�전제로�한�

것이었음을�알�수�있었다.�외아문은�小通事�출신�조선인들을�야마다와�함께�현지에�파견해�

징세�실시에�주도적인�역할을�맡기면서도�직접적인�개입은�하지�않고�그들의�현지�재량을�넗

게�허용했다.�그�연장선�상에는�외아문이�그들을�당시�멀리�小笠原島에�추방되어�있었던�김

옥균�암살에�이용하려고�했던�상황도�확인되었다.�

　　외아문은�난항한�「朝日通漁章程」교섭�과정에서�야마다�사건을�이용하기도�했는데�외

아문의�의도는�거기에�그치지�않고�더�복잡한�구상으로�전개되어�있었던�것이다.�이러한�외

아문의�정책들에�부딪친�일본�외무성은�그�저의를�통찰하지�못하고�당황했다.�노련한�조선�

외교에�일본�정부가�휘둘리는�상황도�개항기�조일관계�실상의�한�측면이었다고�할�수�있다.

(주제어)�통리교섭통상사무아문,�山田荒治,�어세,�조일통어장정,�소안도,�김옥균




